
第75回国民体育大会冬季大会
スケート 競技会・ アイスホッ ケー競技会

報告書



テーマ

スローガン

参加章

シンボルマーク

「 氷都新時代！八戸国体」
　 これまで数多く の素晴らしいレースが展開されてきた歴史と伝統のある屋外リンクから、 新たに整備

。すまえ迎をジーテスなた新は」戸八都氷「、れが継き引がントバのい闘にクンリ内屋の目番３内国たれさ

　 新しい元号となって最初の冬季国体であり、 新時代にふさ わしい熱い闘いが、 ここ氷都八戸で繰り

広げられるようにとの願いが込められています。

「 銀盤に　 き たる新風　 いま氷都に」
こ　 こ

　 氷のひかり輝いている様子を「 銀盤」、 平成から新しい元号に変わり初めての冬季国体であり、 新

し い屋内スケートリンクで初めて開催さ れる国体であることから、 新し い氷都の歴史が始まる様子を、

選手の一生懸命な姿、 フェアプレーによる爽やかさに重ね、「 新風」 と表現しています。

　 また、 今回しかない特別な意味のある大会という 思いを「 いま」 に込めています。

【 デザイン説明】

　 大会のシンボルマークを中央に配置し 、 背景は、 熱い闘いが繰りひ

ろげられる氷上をイメ ージしたほか、 主会場地である八戸市にちなん

で八角形にしています。「 氷都新時代！八戸国体」 が、 新たな歴史の

スタートにふさわしい大会となるよう 願いを込めたデザインとしました。

【 規格】

大　き 　さ ： 縦横 35m m

厚　 さ ： 1.5m m

材　 質： 真ちゅう 製

　 青森県で開催さ れる冬季国体を表現するため、 県の形をスケート の靴に見立て、 アイスホッケーの

スティックと国体マークを会場地に配置しています。

　 また、 美しい自然に溢れる青森県を青と緑、 大会での熱い闘いを赤と黄色で表現しています。
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開始宣言

青森県知事 三 村 申 吾

　 第 75 回国民体育大会冬季大会「 氷都新時代！八戸国体」 に御参加の皆様、 よう こ そ青森県にお越し く ださ いまし

た。 県民を代表し て心から 歓迎申し 上げます。

　 令和と いう 新たな時代が幕を開けた中、 全国各地から 、 選び抜かれた氷の精鋭達を、 スケート 国体発祥の地、 氷都

八戸市にお迎えし 、 こ のよう に開始式を開催でき ますこ と を大変嬉し く 思います。

　 選手の皆様におかれまし ては、「 銀盤にきたる 新風 いま氷都に」 のスローガンのも と 、 栄えある郷土の代表と し て、

新時代にふさ わし い熱い闘いを繰り 広げら れ、 青森県民、 そし て、 全国の方々に、 大き な夢と 感動を与えてく れるこ

と を期待し 、 こ こ に第 75 回国民体育大会冬季大会スケート 競技会・ アイ スホッ ケー競技会の開始を宣言し ます。

日本ス ポーツ 協会あ い さ つ

公益財団法人日本スポーツ協会会長 伊 藤 雅 俊

開始式

日本ス ポーツ 協会あ い さ つ開始式

　 はじ めに、 昨年10月に発生し た台風等の災害により 、 亡く なら れた方々の、 ご冥福を お祈り 申し 上げますと と も

に、 被災さ れた皆様に謹んでお見舞い申し 上げます。

 「 第75回国民体育大会冬季大会スケート ・ アイ スホッ ケー競技会」 が、 種差海岸や白神山地などの雄大な自然に囲

まれ、 昭和22年第１ 回冬季大会の開催を はじ め、 氷上スポーツの長い歴史を 有する、 こ こ 青森県において、 令和初

と なる冬季国体が開催さ れますこ と は、 誠に喜ばし い限り です。

　 青森県における冬季国体の開催は、 平成23年の第66回大会以来、 ９ 年ぶり 、 15回目と なり ます。

　 今大会は、 数多く の大会開催経験を 持つ、 青森県の皆さ んが、 東京2020オリ ンピッ ク ・ パラ リ ンピッ ク 競技大会

を 目前に控え、 本大会を 通じ て、 スポーツ の力を 発信し 、 地元青森県はも と よ り 、 我が国におけるスポーツ 機運の

醸成に資する国体にし たいと いう 思いで、 準備に万全を尽く さ れた大会です。

　 栄えある郷土の代表と し て参加さ れた選手の皆さ んには、 フ ェ アプレ ー精神のも と 、 日頃鍛えた力と 技を 、 存分

に発揮いただき 、 こ のたび新設さ れたＹ Ｓ アリ ーナ八戸を はじ めと する 各会場の銀盤に新たな歴史を 刻まれると と

も に、 多く の国民の皆さ んの心に、 スポーツの力、 ウイ ンタ ースポーツの魅力が伝わるこ と を願っ ており ます。

　 また、 地元青森県、 八戸市、 三沢市、 南部町の皆さ んと の交流の輪を 広げら れ、 実り 多い大会と さ れる よ う 切望

いたし ます。

　 結びに、 冬季国体の開催地選定が難し い状況の中、 開催を 快く お引き 受けく ださ り 、 今日まで諸準備にご尽力を

いただき まし た青森県はも と よ り 、 競技会場地である 八戸市、 三沢市、 南部町並びに施設の改修・ 整備などに多大

なご支援を 賜り まし た日本スポーツ 振興センタ ーを はじ めと する 多く のご関係の方々のご理解と ご尽力に対し まし

て、 心から 感謝の意を 表し 、 併せて大会の成功を祈念申し 上げ、 あいさ つと いたし ます。
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開始式

　 開始式にあたり まし て、 競技団体を代表し 、 一言ご挨拶申し 上げます。

　 第 75 回国民体育大会冬季大会スケート 競技会・ アイ スホッ ケー競技会が「 氷都新時代！八戸国体」 をテーマに「 銀

盤に　 き たる新風　 いま氷都に」 のスローガンのも と 青森県八戸市を中心に開催さ れますこ と を心より お喜び申し 上

げます。

　 こ こ 八戸市は、 昭和 22 年の第１ 回冬季大会の開催地で、 前回の第 66 回大会以来９ 年ぶり 13 回目、「 令和」 の元

号になっ て初めての開催と なり ます。

　 そし て、 開始式やスピード スケート 競技が行われるここ 「 YS アリ ーナ八戸」 は、 国内で３ 箇所目の国際大会に対

応し た屋内スピード スケート 場をコ ンセプト に、 昨年９ 月にオープンし たばかり の多目的アリ ーナであり ます。

　 こ のよう な素晴ら し い環境の中で冬季大会が開催でき ますのは、 地元の皆様のスケート 競技や国体に対するご理解

と ご協力があっ てのも のと 深く 感謝申し 上げます。

　 いよいよ７ 月には、 東京オリ ンピッ ク ・ パラ リ ンピッ ク が開幕と なり ます。 今大会を通じ てオリ ンピッ ク ムーブメ

ント が推進さ れるこ と は国体開催の趣旨にある「 スポーツ活動の振興の促進」 に繋がるも のであると 考えており ます。

　 本連盟と し ても 、 スケート 競技を通じ て国民に夢と 希望を与えら れるよう 一層努力し ていく 所存であり ます。

　 本大会に参加する選手のみなさ んにおかれまし ては、 日頃の鍛錬の成果を十分発揮し 自己記録の更新を 目指し て郷

土の代表と し て健闘さ れますこ と をご期待申し 上げます。

　 最後になり まし たが、 本大会の開催にあたり 多大なる尽力を賜り まし た青森県、 八戸市、 三沢市、 南部町、 青森県

スケート 連盟はじ め関係者のみなさ まに改めて深く 感謝申し 上げます。

　 こ こ に冬季大会開始式にあたり まし てのご挨拶と いたし ます。

長 島 昭 久

中央競技団体あ い さ つ

　 白神山地や種差海岸をはじ め、 山と 海が織り なす自然の魅力が溢れるこ こ 青森県において、 第75回国民体育大会

冬季大会スケート 競技会並びにアイ スホッ ケー競技会「 氷都新時代！八戸国体」 が開催さ れるにあたり 、 一言御挨拶

申し 上げます。

　 国民体育大会は、 こ れまで競技力の向上はも と より 、 広く 国民にスポーツを普及し 、 健康増進と 体力の向上を図る

と と も に、 地域スポーツの推進と 地域文化の発展に寄与するこ と を目的と し て開催さ れ、 明るく 豊かで活力に満ちた

国民生活の構築に貢献し てまいり まし た。 と り わけ冬季大会は、 我が国におけるウイ ンタ ースポーツの普及・ 発展に

大きな役割を果たし てき まし た。

　 本大会が、「 銀盤に　 きたる新風　 いま氷都に」 のスローガンのも と 、国民に夢と 感動を与えると と も に、ウイ ンタ ー

スポーツの魅力を全国に発信し 、 スケート 競技・ アイ スホッ ケー競技の更なる発展に寄与するも のと 確信し ており ま

す。

　 選手の皆様におかれまし ては、 こ れまで積み重ねてこ ら れた練習の成果を遺憾なく 発揮さ れると と も に、 全国の仲

間や青森県の皆さ んと の親睦を深めら れ、 本大会が皆様方にと っ て心に残る大会と なるよう 願っ ており ます。

　 さ て、 いよいよ今年は、 2020 年東京オリ ンピッ ク ・ パラ リ ンピッ ク 競技大会が開催さ れま す。 スポーツ庁と し ま

し ては、 東京大会が、 世界中の人々に夢と 感動を 届ける大会と な り 、 2020 年以降も 全ての人々がスポーツに親し め

る「 １ 億総スポーツ社会」 の実現を目指し てまいり たいと 考えており ます。 引き 続き 御支援、 御協力をお願いいたし

ます。

　 結びに、 大会開催にあたり 御尽力いただきまし た地元青森県並びに八戸市・ 三沢市・ 南部町をはじ め関係の皆様方

の御支援・ 御協力に対し 、 心から 感謝の意を表し まし て、 挨拶と いたし ます。

公益財団法人日本スケート 連盟会長

スポーツ庁長官

ス ポ ーツ 庁あ い さ つ

鈴 木 大 地
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開始式

　 全国各地から 多く の選手・ 役員、 大会関係者の皆様をお迎えし 、「 氷都新時代！八戸国体」 のテーマのも と 、 第 75

回国民体育大会冬季大会スケート 競技会・ アイ スホッ ケー競技会が、 こ こ 八戸市をはじ め、 三沢市、 南部町を会場に

開催さ れますこ と は、 誠に喜ばし い限り であり 、 会場地を代表いたし まし て、 心より 歓迎申し 上げます。

　 当市での冬季国体の開催は、 平成 23 年の第 66 回大会以来９ 年ぶり と なり 、 昭和 22 年の第１ 回スケート 国体の開

催から 通算し て、競技会場地と し ては全国最多の 13 回目と なり ます。 こ れは、「 氷都」 を標榜する当市にと り まし て、

誠に意義深いも のであり 、 市民と と も に誇れる歴史であり ます。

　「 氷都八戸」 の歴史の中で、 第１ 回大会より 数々の熱戦が繰り 広げら れてきた「 長根リ ンク 」 が昨年、 その役目を

終えまし た。 今大会の式典及びスピード スケート の競技会場は、 国際大会を開催でき る国内３ 番目の施設と し て昨年

オープンし たばかり のこ の屋内スケート 場であり ます。

　 こ のリ ンク は、 八戸市民にと っ て悲願と いえる施設であり 、 完成のシーズンに、 そし て令和と なっ てから 最初の冬

季国体を 開催でき ますこ と は、 誠に光栄であり 、 当地域において新たな冬季スポーツ文化が花開いていく も のと 期待

し ており ます。

　 郷土の代表と し て参加さ れる皆様には、「 銀盤に　 き たる新風　 いま氷都に」 のスローガンのも と 、 こ の新し いリ

ンク で新たな歴史を刻んでほし いと 願っ ており ます。

　 また、 競技を通じ てお互いの親睦、 交流の輪を深めら れますと と も に、 日頃の練習の成果を遺憾なく 発揮さ れ、 こ

の大会が充実し た、 思い出深い大会と なり ますこ と をご期待申し 上げます。

　 こ こ 八戸市は、 新鮮な海産物・ 農産物に恵まれ、 多彩な料理も 自慢であり ますので、 こ の機会に、 郷土料理をはじ

めと し た食文化にも 触れていただければ幸いです。

　 結びに、 本大会の開催にあたり 、 多大な御支援、 御協力を 賜り まし た多く の関係者の皆様に深く 感謝を 申し 上げま

すと と も に、 選手の皆様の御健闘を心から 祈念いたし まし て、 歓迎のこ と ばと いたし ます。

小 林 　 眞

歓迎のこ と ば

　 本日、 全国各地から 多数の選手、 役員の皆様をお迎えし て、 第 75 回国民体育大会冬季大会スケート 競技会・ アイ

スホッ ケー競技会が八戸市を中心に開催さ れますこ とは、 誠に喜ばし いこ と であり 、 県議会を 代表いたし まし て、 心

から 歓迎いたし ます。

　 本大会は、 青森県においては、 平成 23 年の第 66 回大会以来、 13 回目の開催と なり ます。 特に八戸市は、 昭和

22 年の第１ 回目の国民体育大会冬季大会スケート 競技会以来、 国内外の各種競技会を 開催するなど、 スケート 、 ア

イ スホッ ケー競技に大きな足跡を残し てき たと こ ろであり ます。

　 また、 昨年９ 月には、 国内３ 番目の屋内スピード スケート リ ンク である、 こ こ 「 Ｙ Ｓ アリ ーナ八戸」 がオープンし 、

令和時代の幕開けと と も に新たなステージを迎えており ます。

　 こ のよう に県民、 市民がスケート・ アイ スホッ ケー競技に親し み、 大きな関心を寄せる中、「 氷都新時代！八戸国体」

を テーマにし た本大会が、「 銀盤に　 き たる新風　 いま氷都に」 のスローガンのも と に開催さ れますこ と は誠に意義

深いも のがあり ます。

　 全国から 参加さ れた選手の皆様には、 日ごろ 鍛えた力と 技を遺憾なく 発揮し 、 栄誉と 栄光を目指し て奮闘さ れると

と も に、 競技を通じ て友情と 交流の輪を広げる思い出深い大会になるこ と を希望いたし ます。

　 結びに、 本大会の開催に当たり 、 多大なる御支援、 御尽力をいただいた関係者の皆様に心から 感謝を申し 上げ、 歓

迎のこ と ばと いたし ます。

森内　 之保留

八戸市長

青森県議会議長

歓迎のこ と ば
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開始式・ 表彰式

日本ス ポーツ 協会あ い さ つ

　 新たな元号「 令和」 と なり 、 初めての国体であり ます第 75 回国民体育大会冬季大会スケート 競技会・ アイ スホッ

ケー競技会が「 氷都新時代！八戸国体」 をテーマに、また、「 銀盤に　 きたる新風　 いま氷都に」 のスローガンのも と 、

全国から 多く の選手がこ こ 八戸に集い成功裡のう ちに無事終了さ れまし たこ と を心から 感謝申し 上げます。

　 また、 総合成績で優秀な成績をあげら れまし た選手団の皆様、 誠におめでと う ございます。 選手の皆様には、 郷土

の代表と し て５ 日間にわたり 、 熱い闘いを繰り 広げていただきまし た。

　 一方で全国の仲間たちと の親交を深め、 たく さ んのボラ ンティ アのみなさ まの温かいおも てなし により 、 八戸の文

化・ 自然を存分に満喫し 、 楽し い思い出をつく ら れたも のと 思っ ており ます。 大変お疲れさ までし た。

　 さ て、 すがすがし いエピソ ード を一つ紹介さ せてく ださ い。 先般のローザンヌ ユースオリ ンピッ ク で金メ ダルをと

り まし た女子アイ スホッ ケー日本代表の立ち振る舞いについてであり ます。

　 現地の方から JO C に一通のメ ールが届き、 JO C のニュ ースレタ ーの中で内容が紹介さ れており ます。 それは、 選

手たちの得点し た時のお互いを称賛するお辞儀、 そし て、 相手選手、 レフ リ ーに敬意を払う 態度など、 そのチームス

ピリ ッ ト はオリ ンピッ ク 精神を体現するも のであり 、 素晴ら し いと いう 内容であり まし た。 JO C の山下会長も こ のエ

ピソ ード を役員の方に紹介さ れたと 聞いており ます。

　 まさ に、 私たちが目指すフ ェ アプレイ ＆リ スペク ト の精神を示し てく れたと いう こ と で、 私も 大変嬉し く 思います。

　 最後になり ますが、 本大会の開催にあたり 多大なるご尽力を賜り まし た公益財団法人日本スポーツ協会、 青森県、

八戸市並びに関係者の皆様に心から 御礼を申し 上げると と も に選手のみなさ まの御健闘と ボラ ンティ アの方々に深く

敬意を表し まし て私の挨拶と さ せていただきます。 どう も あり がと う ございまし た。

水 野 明 久

中央競技団体あ い さ つ

山 本 大 史

令和 2 年 1 月 29 日

　 宣誓、 50 年の年月に渡り 親し まれた屋外スケート 場が閉業し 、 昨年９ 月に、 新時代「 令和」 と と も に屋内スケー

ト 場「 Ｙ Ｓ アリ ーナ八戸」 へと 生まれ変わり まし た。

　 新たな時代「 令和」 が始まり 、 記念すべき 初の冬季国体を こ こ 「 氷都八戸」 で開催するこ と に感謝と 誇り を も ち、

出場できる喜びを噛みし めています。

　「 銀盤に　 き たる新風　 いま氷都に」 のスローガンのも と 、 新し いスケート リ ンク で新し い「 氷都八戸」 の歴史を

私たちが築き 、 フ ェ アプレ イ に徹し 、 こ こ 八戸の地から 全国に新風を吹かせ、 スポーツのも つ魅力・ 希望・ 感動を届

けるべく 全身全霊で戦い抜く こ と を誓います。

選手代表宣誓

選手代表　 青森県

澤尻　 磨里英

表彰式

公益財団法人日本アイ スホッ ケー連盟会長
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表彰式

　「 銀盤に　 きたる新風　 いま氷都に」 のスローガンのも と 、５ 日間にわたり 開催さ れまし た「 氷都新時代！八戸国体」

は、 郷土の代表と し て出場さ れた選手の皆さ んの果敢に挑戦する姿、 闘志あふれる熱戦により 、 大き な盛り 上がり と

感動を残し 、 本日、 滞り なく 終了するこ と ができ まし た。

　 役員及び関係各位の絶大なる御協力に対し 、 心から 感謝申し 上げますと と も に、 選手の皆さ んには、 国内大会のみ

なら ず、 世界選手権、 さ ら には、 2022 年の北京オリ ンピッ ク 出場を目指し ての更なる努力・ 躍進を期待いたし まし て、

こ こ に、 第 75 回国民体育大会冬季大会スケート 競技会・ アイ スホッ ケー競技会の終了を宣言いたし ます。

佐々木　 郁夫

終了宣言

　 第 75 回国民体育大会冬季大会スケート 競技会・ アイ スホッ ケー競技会の閉会にあたり 、 開催地を代表いたし まし

て一言ご挨拶を申し 上げます。

　 まずも っ て、 全国各地から おいでいただき まし た選手、 役員の皆様、 ５ 日間にわたり 大変お疲れさ までし た。 おか

げさ まをも ちまし て、 大成功のう ちに今大会が閉じ ら れよう と し ており ます。

　 また、 先ほど表彰を受けら れまし た各都道府県の皆様、 誠におめでと う ございます。 心から お祝いを 申し 上げます

と と も に、 こ れまで頑張っ てこ ら れたこ と に敬意を表し ます。 あわせて、 今大会に出場さ れたすべての選手の皆様の、

今後のご活躍を心から お祈り 申し 上げます。

　 さ て、 ５ 日間にわたり 各会場で熱戦が繰り 広げら れまし た。 競技に臨む選手の姿勢、 懸命な頑張り は、 観客の皆様

はも と より 、「 氷都八戸」 の未来を担う 子供たちに夢と 感動を与えていただき まし た。

　 令和最初の冬季国体がこ こ Ｙ Ｓ アリ ーナ八戸で開催され、 数多く の大会記録が出まし た。 本当に嬉し い限り であり

ます。

　 こ れから も 様々な大会が予定さ れており ます。 今月中旬には、 スピード スケート のジャ パンカ ッ プが、 来年２ 月に

は世界ジュ ニアスピード 選手権大会、 ジュ ニアワールド カ ッ プ、 更には５ 年後、 第 80 回国民スポーツ大会が本県で

開催さ れるこ と になっ ており ます。 様々な大会が開催さ れ、 多く の皆様においでいただく こ と を大変楽し みにし てお

り ます。

　 先ほど、 ボラ ンティ アと いう お話がございまし た。 今大会は、 実に多く の皆様に支えていただきまし た。 競技団体

関係の方々はも と より 、 高校、 中学校の 60 名の先生方には、 主に式典運営を担っ ていただき まし た。

　 オープニングアト ラ ク ショ ンでは、 青森県立八戸東高校表現科と Blue T okyo の皆さ んに素晴ら し い演技をご披露

いただきまし た。

　 開始式では、 ブラ スバンド 、 合唱、 プラ カ ーダー、 会場案内・ 接遇・ 設営など 370 名の高校生に協力いただきまし た。

ご来賓の皆様をはじ め多く の方々から 「 笑顔で礼儀正し い案内をし ても ら っ た」 と の評価をいただき まし たので、 高

校生の皆さ んにも お伝えし たいと 思います。

　 結びに、 こ の大会の開催にあたって、 準備・ 運営にあたら れたすべての関係の皆様に心から 感謝を申し 上げますと

と も に、 今後と も 選手の皆様が世界に向かっ て飛躍するこ と を心から 祈念し て、 開催地を代表し てのあいさ つと いた

し ます。

小 林 　 眞

会場地あ い さ つ

公益財団法人青森県スポーツ 協会会長

八戸市長
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ショ ート ト ラ ッ ク 競技
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アイ スホッ ケー競技
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競技会日程・ 会場一覧

正式競技： スケート 、 アイ スホッ ケー

会場地 式典・ 競技

日　 　 　 程

会　 　 　 場 所　 在　 地
2020年１ 月 ２ 月

29

( 水)

30

( 木)

31

( 金)

１

( 土)

２

( 日)

八戸市

開　 始　 式
午前

◎ Ｙ Ｓ アリ ーナ八戸

( 八戸市長根屋内スケート 場)

八戸市大字売市

字輿遊下3
表　 彰　 式

午後

◎

八戸市
ス

ケ

ー

ト

ス ピ ー ド ○ ○ ○ ○
Ｙ Ｓ アリ ーナ八戸

( 八戸市長根屋内スケート 場)

八戸市大字売市

字輿遊下3

三沢市

フ ィ ギュ ア ○ ○ ○
午前

○
三沢アイ スアリ ーナ 三沢市南山三丁目116-5

シ ョ ー ト

ト ラ ッ ク

午後

○
○

八戸市

アイ スホッ ケー

○ ○ ○ ○ ○
テク ノ ルアイ スパーク 八戸

( 八戸市新井田イ ンド アリ ンク )
八戸市新井田西四丁目1-1

○ ○ ○ ○ ○ 田名部記念アリ ーナ
八戸市大字河原木

字蝦夷館4-3

南部町 ○ ○ ○ ○ ふく ちアイ スアリ ーナ
南部町大字苫米地字

上根岸73-1

（ 凡例） ◎： 開始式・ 表彰式、 ○： 競技日

諸会議日程

会議名 競技名 日　 　 時 会　 　 場

全 国 代 表 者 会 議 2020年１ 月28日（ 火） 13:00～ 八 戸 グ ラ ン ド ホ テ ル

全 国 報 道 員 会 議 2020年１ 月28日（ 火） 15:00～ 八 戸 グ ラ ン ド ホ テ ル

大 会 主 催 者 連 絡 会 議 2020年１ 月28日（ 火） 18:00～ 八 戸 グ ラ ン ド ホ テ ル

監 督 会 議

ス ピ ー ド 2020年１ 月29日（ 水） 15:00～ 八 戸 プ ラ ザ ホ テ ル

シ ョ ート ト ラ ッ ク 2020年１ 月31日（ 金） 14:00～ 三沢市国際交流教育セ ン タ ー

フ ィ ギ ュ ア 2020年１ 月28日（ 火） 14:00～ 三沢市国際交流教育セ ン タ ー

ア イ ス ホ ッ ケ ー 2020年１ 月28日（ 火） 17:00～ 八 戸 プ ラ ザ ホ テ ル

競 技 役 員 会 議

（ 審 判 員 会 議 ）

ス ピ ー ド 2020年１ 月29日（ 水） 17:00～ Ｙ Ｓ ア リ ー ナ 八 戸

シ ョ ート ト ラ ッ ク 2020年１ 月31日（ 金） 15:00～ 三沢市国際交流教育セ ン タ ー

フ ィ ギ ュ ア 2020年１ 月28日（ 火） 12:00～ 三沢市国際交流教育セ ン タ ー

抽 選 会

ス ピ ー ド 2020年１ 月11日（ 土） 14:30～ Ｙ Ｓ ア リ ー ナ 八 戸

シ ョ ート ト ラ ッ ク 2020年１ 月11日（ 土） 13:00～ Ｙ Ｓ ア リ ー ナ 八 戸

ア イ ス ホ ッ ケ ー 2020年１ 月10日（ 金） 14:00～ JA PA N  SPORT  OLY M PI C SQU A RE
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スケート 競技会・ アイ スホッ ケー競技会

開始式・ 表彰式　 次第

【 開　 始　 式】

　 期　 日　 　 2020年１ 月29日（ 水）

　 場　 所　 　 Ｙ Ｓ アリ ーナ八戸

　 　 　 　 　 　 　 （ 八戸市長根屋内スケート 場）

順 次　 　 　 第 時刻

１ 開場 ８ ： 45

２ 役員・ 選手団集合開始 9 ： 15

３ 役員・ 選手団着席完了 9 ： 40

４ 歓迎アト ラ ク ショ ン 9 ： 45

５ 参加都道府県旗入場・ 選手団紹介 10： 05

６ 開式通告 10： 30

７ 競技会開始宣言 10： 31

８ 国旗儀礼 10： 34

9 大会旗・ 日本スポーツ協会旗・ 実施競技団体旗儀礼 10： 36

10 大会会長ト ロフ ィ ー返還 10： 38

11 日本スポーツ協会あいさ つ 10： 42

12 スポーツ庁あいさ つ 10： 45

13 中央競技団体あいさ つ 10： 48

14 歓迎のこ と ば 10： 51

15 選手代表宣誓 10： 57

16 閉式通告 11： 00

17 役員・ 選手団解散 11： 01

【 表　 彰　 式】

　 期　 日　 　 2020年２ 月２ 日（ 日)

　 場　 所　 　 Ｙ Ｓ アリ ーナ八戸

　 　 　 　 　 　 　 （ 八戸市長根屋内スケート 場）

順 次　 　 　 第 時刻

１ 開場 15： 00

２ 役員・ 選手団集合開始 15： 30

３ 役員・ 選手団着席完了 15： 59

４ 開式通告 16： 00

５ 成績発表 16： 01

６ スケート 競技会表彰状授与 16： 09

７ スケート 競技会大会会長ト ロフ ィ ー授与 16： 25

８ アイ スホッ ケー競技会表彰状授与 16： 28

9 アイ スホッ ケー競技会大会会長ト ロ フ ィ ー授与 16： 36

10 中央競技団体あいさ つ 16： 39

11 会場地あいさ つ 16： 42

12 国旗儀礼 16： 48

13 競技会終了宣言 16： 50

14 閉式通告 16： 51

15 役員・ 選手団解散 16： 52
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開始式・ 表彰式参加にあたっ ての留意事項

【 開始式】

　 １ 　 会場 

　 　 開始式は、 八戸市長根屋内スケート 場「 Ｙ Ｓ アリ ーナ八戸」 で行います。

　 ２ 　 参加都道府県選手団について

　 　 ⑴　 受付

　 　 　 ア　 9 時15分から １ 階ロビーにある「 選手団受付」 で、 選手団の受付を 行います。

　 　 　 イ 　 選手団の代表者は、 9 時35分までに受付を 済ませてく ださ い。 その際選手団の代表者は、 都道府

　 　 　 　 県名、 開始式参加人数（ 旗手、 大会会長ト ロフ ィ ー返還者を 除き ５ 名以内） を 報告し てく ださ い。

　 　 　 ウ　 受付終了後、 9 時40分までに、 指定さ れた選手団席（ アリ ーナ中地） に着席し てく ださ い。

　 　 　 エ　 旗手はプラ カ ーダーと と も に行進を 行います。 9 時40分までに都道府県旗手・ プラ カ ーダー集合

　 　 　 　 場所（ １ 階ロビー左側選手ラ ウン ジ） に集合し てく ださ い。 旗手行進要領を 説明し ます。

　 　 　 オ　 大会会長ト ロフ ィ ー返還者には、 それぞれの座席（ アリ ーナ中地右側前席） において9 時25分に

　 　 　 　 係員が返還方法の説明を 行います。

　 　 ⑵　 入場方法

　 　 　 ア　 行進は、 プラ カ ーダーと 旗手のみと し 、 沖縄県を 先頭に南の都道府県から 順に行い、 最後に青森

　 　 　 　 県が入場し ます。

　 　 　 イ 　 係員の指示に従い、 プラ カ ーダー、 旗手の順に入場し ます。

　 　 　 ウ　  「 ○○○選手団、 団長○○○○、 旗手○○○○」 と 紹介さ れたら 、 当該選手団はその場に起立し 、

　 　 　 　 周囲に軽く 手を 振り 、 会釈を し て着席し てく ださ い。 以下、 こ れに続いてく ださ い。

　 　 　 エ　 旗手は、 式典ステージ奥側通路（ ステージ奥側角付近） で都道府県旗を 係員に渡し てく ださ い。

　 　 　 オ　 入場の終わっ た旗手は、 旗手席に着席し てく ださ い。

　 　 ⑶　 選手代表宣誓時の旗手

　 　 　 各都道府県旗手の集合は行いません。 宣誓台へ集合する旗手は青森県旗手のみです。

　 　 ⑷　 式終了後は、 係員の指示に従い退場し てく ださ い。

【 表彰式】 　

　 １ 　 会場 

　 　 表彰式は、 八戸市長根屋内スケート 場「 Ｙ Ｓ アリ ーナ八戸」 で行います。

　 ２ 　 参加都道府県選手団について

　 　 ⑴　 受付

　 　 　 ア　 15時30分から １ 階ロビーにある 「 選手団受付」 で、 選手団の受付を 行います。

　 　 　 イ 　 都道府県の代表者は、 15時55分までに受付を 済ませ、 受付終了後、 各選手団は15時59分までに選

　 　 　 　 手団席（ １ 階アリ ーナ内中地） に着席し てく ださ い。

　 　 　 ウ　 受付の際、 各都道府県の代表者は、 都道府県名、 人数を 報告し てく ださ い。

　 　 ⑵　 表彰状・ 会長ト ロフ ィ ー受賞

　 　 　 　 表彰状（ スケート 競技会男女総合第１ 位～第８ 位、 女子総合第１ 位～第８ 位、 アイ スホッ ケー競技

　 　 　 会総合１ 位～８ 位の都道府県） 及び大会会長ト ロフ ィ ー（ 各競技会総合第１ 位の都道府県） の受賞者

　 　 　 は、 15時40分までに係員の指示に従っ て受賞者席（ １ 階アリ ーナ内中地中央部前側） に着席し てく だ

　 　 　 さ い。 係員が受賞方法の説明を 行います。

【 その他】

　 １ 　 開始式の際、 都道府県旗は、 持参する必要はあり ません。

　 ２ 　 開始式・ 表彰式と も 、 昼食の斡旋は行いません。

　 ３ 　 開始式・ 表彰式と も 、 手荷物は各自で保管し てく ださ い。

　 ４ 　 開始式・ 表彰式と も 、 会場周辺は駐車スペースに限り があり ます。 式典シャ ト ルバスの運行は、 大会

　 　 ホームページを 御覧く ださ い。
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開始式座席エ リ ア 図

開始式会場１ Ｆ

開始式会場２ Ｆ
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表彰式座席エ リ ア 図

表彰式会場１ Ｆ
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開始式出演者等一覧

１ 　 歓迎アト ラ ク ショ ン

　 　 　 　 青森県立八戸東高等学校（ 表現科１ ・ ２ 年生）

　 　 　 　 BLUE　 T OK Y O

２ 　 音　 楽　 隊

　 　 　 　 青森県立八戸高等学校

　 　 　 　 青森県立八戸北高等学校

　 　 　 　 青森県立八戸西高等学校

　 　 　 　 青森県立八戸工業高等学校

　 　 　 　 青森県立八戸商業高等学校

　 　 　 　 八戸聖ウルスラ 学院高等学校

　 　 　 　 八戸工業大学第一高等学校

　 　 　 　 八戸学院光星高等学校

３ 　 合　 唱　 隊

　 　 　 　 青森県立八戸東高等学校（ 合唱部・ 表現科）

　 　 　

４ 　 補 助 員 等

　 　 　 　 プラ カ ーダー　 八戸聖ウルスラ 学院高等学校

　 　 　 　 接遇　 　 　 　 　 千葉学園高等学校

　 　 　 　 会場設営　 　 　 青森県立八戸西高等学校（ スポーツ科学科）
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競技会場
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第75回国民体育大会冬季大会スケート 競技会・ アイ スホッ ケー競技会 
都道府県別総合成績一覧表

令和２ 年２ 月２ 日現在

No. 都道府県

男女総合成績（ 天皇杯） 女子総合成績（ 皇后杯）

得
点
合
計

順
　
　
位

スケート アイ スホッ ケー
得
点
合
計

順
　
　
位

スケート

競
技
得
点

参
加
得
点

合
　
　
計

競
技
得
点

参
加
得
点

合
　
　
計

競
技
得
点

参
加
得
点

1 北 海 道 283 1 183 10 193 80 10 90 70 3 60 10

2 青 森 県 131 5 71 10 81 40 10 50 43 11 33 10

3 岩 手 県 61 15 41 10 51 10 10 42 12 32 10

4 宮 城 県 21 31 1 10 11 10 10 10 25 10

5 秋 田 県 20 33 10 10 10 10 10 25 10

6 山 形 県 143 4 123 10 133 10 10 78 2 68 10

7 福 島 県 30 26 10 10 20 10 10 20 21 10 10

8 茨 城 県 38 21 18 10 28 10 10 28 16 18 10

9 栃 木 県 74 14 14 10 24 40 10 50 10 25 10

10 群 馬 県 112 9 92 10 102 10 10 59 4 49 10

11 埼 玉 県 126 6 46 10 56 60 10 70 20 21 10 10

12 千 葉 県 38 21 18 10 28 10 10 25 17 15 10

13 東 京 都 145 3 60 10 70 65 10 75 52 6 42 10

14 神奈川県 113 8 68 10 78 25 10 35 51 7 41 10

15 山 梨 県 58 16 38 10 48 10 10 31 14 21 10

16 新 潟 県 26 28 6 10 16 10 10 10 25 10

17 長 野 県 228 2 193 10 203 15 10 25 105 1 95 10

18 富 山 県 48 18 28 10 38 10 10 25 17 15 10

19 石 川 県 20 33 10 10 10 10 0

20 福 井 県 31 25 11 10 21 10 10 10 25 10

21 静 岡 県 21 31 1 10 11 10 10 11 24 1 10

22 愛 知 県 107 10 77 10 87 10 10 20 58 5 48 10

23 三 重 県 30 26 10 10 20 10 10 0

24 岐 阜 県 33 24 13 10 23 10 10 10 25 10

25 滋 賀 県 44 19 24 10 34 10 10 22 19 12 10

26 京 都 府 57 17 37 10 47 10 10 29 15 19 10

27 大 阪 府 102 11 67 10 77 15 10 25 42 12 32 10

28 兵 庫 県 119 7 99 10 109 10 10 46 8 36 10

29 奈 良 県 20 33 10 10 10 10 10 25 10

30 和歌山県 10 43 10 10 0

31 鳥 取 県 20 33 10 10 10 10 10 25 10

32 島 根 県 20 33 10 10 10 10 10 25 10

33 岡 山 県 78 13 58 10 68 10 10 44 9 34 10

34 広 島 県 36 23 16 10 26 10 10 20 21 10 10

35 山 口 県 10 43 10 10 0

36 香 川 県 15 42 5 10 15 0

37 徳 島 県 25 30 5 10 15 10 10 0

38 愛 媛 県 40 20 20 10 30 10 10 22 19 12 10

39 高 知 県 10 43 10 10 0

40 福 岡 県 102 11 77 10 87 5 10 15 44 9 34 10

41 佐 賀 県 20 33 10 10 10 10 0

42 長 崎 県 10 43 10 10 0

43 熊 本 県 20 33 10 10 10 10 10 25 10

44 大 分 県 20 33 10 10 10 10 0

45 宮 崎 県 10 43 10 10 0

46 鹿児島県 26 28 6 10 16 10 10 0

47 沖 縄 県 20 33 10 10 10 10 10 25 10



―　 　 ―39

スケート 競技会



―　 　 ―40

№

　  区分

都道府県

男　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 子

　 　 ス　 　 ピ　 　 ー　 　 ド ショ ート ト ラ ッ ク フィ ギュア

小
　
　
　
計

　
　
A

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ス　 ピ　 ー　 ド

成　 　 　 年 少　 　 　 年 成　 　 年 少　 年

成
　
　
　 

年

少
　
　
　 

年

小
　
　
　 

計

成　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 年

５
０
０
ｍ

１
０
０
０
ｍ

１
５
０
０
ｍ

５
０
０
０
ｍ

２
０
０
０
ｍ
Ｒ

小
　
　
計

５
０
０
ｍ

１
０
０
０
ｍ

１
５
０
０
ｍ

５
０
０
０
ｍ

１
０
０
０
０
ｍ

２
０
０
０
ｍ
Ｒ

小
　
　
計

５
０
０
ｍ

１
０
０
０
ｍ

５
０
０
０
ｍ
Ｒ

小
　
　
計

５
０
０
ｍ

１
０
０
０
ｍ

小
　
　
計

５
０
０
ｍ

１
０
０
０
ｍ

1 北 海 道 9 15 8 8 8 48 7 15 13 12 8 8 63 12 12 123

2 青 森 県 1 9 6 5 21 5 3 4 5 17 38 7

3 岩 手 県 1 1 3 3 5 5 9 11 1

4 宮 城 県 1 1 1
5 秋 田 県

6 山 形 県 1 6 7 9 13 9 11 6 48 55
7 福 島 県

8 茨 城 県 5 8

9 栃 木 県 8 8 6 6 14
10 群 馬 県 6 6 10 4 3 5 22 3 4 7 5 3 8 43 5 9

11 埼 玉 県 6 2 3 7 18 3 15 18 36
12 千 葉 県 3 3 3

13 東 京 都 9 9 18 18

14 神奈川県 1 7 8 7 6 13 6 6 27 7 6
15 山 梨 県 2 2 4 5 2 11 3 3 1 1 17 2

16 新 潟 県 6 6 6
17 長 野 県 7 1 4 12 13 8 3 7 8 7 46 8 12 8 28 6 6 12 98 6

18 富 山 県 7 6 13 13

19 石 川 県
20 福 井 県 9 2 11 11

21 静 岡 県
22 愛 知 県 7 7 14 15 15 29

23 三 重 県 3 3 4 10 10

24 岐 阜 県 7 2 9 4 4 13
25 滋 賀 県 12 12 12

26 京 都 府 18 18 18
27 大 阪 府 3 5 8 24 3 27 35

28 兵 庫 県 2 5 7 6 8 14 21 21 42 63

29 奈 良 県
30 和歌山県

31 鳥 取 県
32 島 根 県

33 岡 山 県 24 24 24

34 広 島 県 6 6 6
35 山 口 県

36 香 川 県
37 徳 島 県 5 5 5

38 愛 媛 県 3 5 8 8 5

39 高 知 県
40 福 岡 県 4 6 10 8 7 15 18 18 43

41 佐 賀 県
42 長 崎 県

43 熊 本 県

44 大 分 県
45 宮 崎 県

46 鹿 児 島 6 6 6
47 沖 縄 県
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―　 　 ―41

女　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 子
総　 合　 成　 績

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ス　 ピ　 ー　 ド ショ ート ト ラ ッ ク フィ ギュア

小
　
　
　
計

　
　
B

成　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 年 少　 　 年 成　 　 年 少　 年

成
　
　
　 

年

少
　
　
　 

年

小
　
　
　 

計

男女総合成績 女子総合成績

１
５
０
０
ｍ

３
０
０
０
ｍ

２
０
０
０
ｍ
Ｒ

小
　
　
計

５
０
０
ｍ

１
０
０
０
ｍ

１
５
０
０
ｍ

３
０
０
０
ｍ

２
０
０
０
ｍ
Ｒ

小
　
　
計

５
０
０
ｍ

１
０
０
０
ｍ

３
０
０
０
ｍ
Ｒ

小
　
　
計

５
０
０
ｍ

１
０
０
０
ｍ

小
　
　
計

（天皇杯得点) （皇后杯得点)

競
技
得
点

C

参
加
得
点

D

合
　
　
計

順
　
　
位

競
技
得
点

B

参
加
得
点

E

合
　
　
計

順
　
　
位

1 6 7 14 10 5 13 6 48 2 2 3 3 60 183 10 193 2 60 10 70 3

7 6 7 27 1 2 1 2 6 33 71 10 81 8 33 10 43 11

8 20 4 3 5 12 32 41 10 51 14 32 10 42 12

1 10 11 31 0 10 10 25
0 10 10 33 0 10 10 25

4 10 4 18 12 12 9 9 8 50 68 123 10 133 3 68 10 78 2
5 2 3 10 10 10 10 20 26 10 10 20 21

5 18 18 18 10 28 20 18 10 28 16

14 10 24 23 0 10 10 25
5 4 23 1 4 5 3 3 8 10 18 49 92 10 102 5 49 10 59 4

3 3 2 2 5 5 10 46 10 56 13 10 10 20 21
15 15 15 18 10 28 20 15 10 25 17

21 21 42 42 60 10 70 11 42 10 52 6

5 18 2 5 7 7 3 10 6 6 41 68 10 78 9 41 10 51 7
5 7 1 1 1 4 5 10 3 3 21 38 10 48 15 21 10 31 14

6 10 16 28 0 10 10 25
8 10 24 5 11 15 8 7 46 11 6 8 25 95 193 10 203 1 95 10 105 1

7 8 15 15 28 10 38 17 15 10 25 17

0 10 10 33 0 0
11 10 21 25 0 10 10 25

1 1 1 1 10 11 31 1 10 11 24
6 6 18 24 42 48 77 10 87 6 48 10 58 5

10 10 20 26 0 0

13 10 23 24 0 10 10 25
12 12 12 24 10 34 18 12 10 22 19

4 4 9 6 15 19 37 10 47 16 19 10 29 15
6 6 7 7 14 12 12 32 67 10 77 10 32 10 42 12

4 7 7 18 1 2 3 15 15 36 99 10 109 4 36 10 46 8

0 10 10 33 0 10 10 25
0 0 0 0

0 10 10 33 0 10 10 25
0 10 10 33 0 10 10 25

8 8 16 18 18 34 58 10 68 12 34 10 44 9

5 5 10 10 16 10 26 22 10 10 20 21
0 0 0 0

0 0 0 0
5 10 15 30 0 0

7 12 12 20 10 30 19 12 10 22 19

0 0 0 0
1 1 24 9 33 34 77 10 87 6 34 10 44 9

0 10 10 33 0 0
0 0 0 0

0 10 10 33 0 10 10 25

0 10 10 33 0 0
0 0 0 0

6 10 16 28 0 0
0 10 10 33 0 10 10 25
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第７５回国民体育大会冬季大会 スケート 競技会

スピード 競技　 タ イ ムテーブル
Ｙ Ｓ アリ ーナ八戸

第1 日目　 　 1 月30日（ 木） 　 　 選手等開場　 7： 00

内容（ 種目） 時　 　 間 組数 整　 　 氷 備　 　 考

公式練習
８ : 00 ～ ８ : 40 ８ : 40～８ : 50（10）

都道府県区分なし
８ : 50 ～ 9 : 30 9 : 30～10: 00（全面/30)

少年女子　 　 500ｍ予選 10: 00 ～ 6

少年男子　 　 500ｍ予選 10: 15 ～ 4

成年女子　 　 500ｍ予選 10: 25 ～ 4 10: 35～10: 55（20）

成年男子　 　 500ｍ予選 10: 55 ～ 8 11: 15～11: 35（20）

少年男子　 10000ｍ予選 11: 35 ～ 2 12: 10～12: 40（全面/30）

少年女子　  1500ｍ予選 12: 40 ～ 4

少年男子 　 1500ｍ予選 12: 55 ～ 4 13: 10～13: 30（20）

成年女子 　 1500ｍ予選 13: 30 ～ 4

成年男子　  1500ｍ予選 13: 45 ～ 6 14: 10～14: 40（全面/30）

少年女子　 　 500ｍ準決勝 14: 40 ～ 2

少年男子　 　 500ｍ準決勝 14: 45 ～ 2

成年女子　 　 500ｍ準決勝 14: 50 ～ 2

成年男子　 　 500ｍ準決勝 14: 55 ～ 4 終了後（20）

公式練習 競技終了・ 整氷後60分 都道府県区分なし

第２ 日目　 　 1 月31日（ 金） 　 　 選手等開場　 7： 00

内容（ 種目） 時　 　 間 組数 整　 　 氷 備　 　 考

公式練習
８ : 00 ～ ８ : 40 ８ : 40～８ : 50（10）

都道府県区分なし
８ : 50 ～ 9 : 30 9 : 30～10: 00（全面/30)

少年男子　  1000ｍ予選 10: 00 ～ 4

成年男子　  1000ｍ予選 10: 15 ～ 6 10: 35～10: 55（20）

少年女子　  1000ｍ予選 10: 55 ～ 4

成年女子　  1000ｍ予選 11: 10 ～ 4 11: 25～11: 55（全面/30)

少年男子　 10000ｍ決勝 11: 55 ～ 1 12: 15～12: 35（20）

少年女子　  3000ｍ予選 12: 35 ～ 2

成年女子　  3000ｍ予選 12: 50 ～ 2 13: 05～13: 25（20）

成年男子　  1500ｍ準決勝 13: 25 ～ 2 13: 35～14: 05（全面/30)

少年女子　 　 500ｍ決勝Ｂ /Ａ 14: 05 ～ 2

成年女子　 　 500ｍ決勝Ｂ /Ａ 14: 10 ～ 2

少年男子　 　 500ｍ決勝Ｂ /Ａ 14: 15 ～ 2

成年男子　 　 500ｍ決勝Ｂ /Ａ 14: 20 ～ 2

表彰式（少年男子10000ｍ、少年・成年女子500ｍ、少年・成年男子500ｍ) 競技終了後、 全面（30)

公式練習 競技終了・ 整氷後20分 都道府県区分なし

公式練習（ 少年） 30分間 ①女子②男子 各15分

公式練習（ 成年） 45分間 ①女子②男子1～2組③男子3～4組 各15分
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内容（ 種目） 時　 　 間 組数 整　 　 氷 備　 　 考

公式練習
８ : 00 ～ ８ : 40 ８ : 40～８ : 50（10）

都道府県区分なし
８ : 50 ～ 9 : 30 9 : 30～10: 00（全面/30)

少年男子　 1500ｍ決勝 10: 00 ～ 1

成年男子　 1500ｍ決勝 10: 05 ～ 1

少年女子　 1500ｍ決勝 10: 10 ～ 1

成年女子　 1500ｍ決勝 10: 15 ～ 1 10: 20～10: 40（20）

成年男子　 1000ｍ準決勝 10: 50 ～ 2 11: 00～11: 20（20)

少年男子　 5000ｍ予選 11: 30 ～ 2 11: 50～12: 10（20）

成年男子　 5000ｍ予選 12: 10 ～ 4 12: 50～13: 20（全面/30)

少年女子　 2000ｍＲ 予選 13: 20 ～ 2

成年女子　 2000ｍＲ 予選 13: 30 ～ 2 13: 40～14: 00（20)

少年男子　 2000ｍＲ 予選 14: 00 ～ 2

成年男子　 2000ｍＲ 予選 14: 10 ～ 4

表彰式（₄ 種目/少年・成年男子1500ｍ、少年・成年女子1500ｍ) 競技終了後、 全面（30)

公式練習 整氷後60分 都道府県区分なし

第３ 日目　 　 ２ 月1 日（ 土） 　 　 選手等開場　 7： 00

内容（ 種目） 時　 　 間 組数 整　 　 氷 備　 　 考

公式練習
８ : 00 ～ ８ : 40 ８ : 40～８ : 50（10）

都道府県区分なし
８ : 50 ～ 9 : 30 9 : 30～10: 00（全面/30)

少年女子　 1000ｍ決勝 10: 00 ～ 1

成年女子　 1000ｍ決勝 10: 05 ～ 1

少年男子　 1000ｍ決勝 10: 10 ～ 1

成年男子　 1000ｍ決勝 10: 15 ～ 1 10: 20～10: 40（20）

少年女子　 3000ｍ決勝 10: 40 ～ 1

成年女子　 3000ｍ決勝 10: 47 ～ 1 10: 55～11: 15（20）

少年男子　 5000ｍ決勝 11: 15 ～ 1

成年男子　 5000ｍ決勝 11: 25 ～ 1 11: 35～12: 05（全面/30)

少年女子　 2000ｍＲ 決勝 12: 05 ～ 2

成年女子　 2000ｍＲ 決勝 12: 25 ～ 2

少年男子　 2000ｍＲ 決勝 12: 40 ～ 2

成年男子　 2000ｍＲ 決勝 12: 55 ～ 2

表彰式　 　 　 　 　 少年・ 成年女子1000ｍ、 少年・ 成年男子1000ｍ

　 　 　 　 　 　 　 　 少年・ 成年女子3000ｍ、 少年・ 成年男子5000ｍ

　 　 　 　 　 　 　 　 少年・ 成年女子2000ｍＲ 、 少年・ 成年男子2000ｍＲ

第４ 日目　 　 ２ 月２ 日（ 日） 　 　 選手等開場　 7： 00
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ス ピ ー ド 競技入賞者

順位 氏　 　 名 都道府県名 タ イ ム 備考

1 川　 目　 拓　 磨 栃 木 県 35. 73

2 羽　 賀　 亮　 平 長 野 県 35. 78

3 松　 井　 菫　 也 埼 玉 県 36. 11

4 榊　 原　 一　 輝 北 海 道 36. 58

5 石　 川　 斗　 来 北 海 道 35. 76

6 坂　 本　 永　 吉 三 重 県 35. 97

7 岡　 田　 　 　 崚 山 梨 県 36. 04

8 赤　 坂　 　 　 仁 青 森 県 36. 13

成年男子500m

大会記録　 35秒50　 羽賀 亮平（長野県）2020年第75回大会（八戸）

成年男子1000m

大会記録　 1分10秒05　 松津 秀太（埼玉県）2020年第75回大会（八戸）

成年男子1500m

大会記録　 1分47秒12　 渡辺 知也（岩手県）2017年第72回大会（長野）

成年男子5000m

大会記録　 6分22秒49　 渡辺 知也（岩手県）2017年第72回大会（長野）

成年男子2000mＲ

大会記録　 ２ 分20秒88　 北海道（榊原・石川・中村・藤野）2020年第75回大会（八戸）

成年女子500m

大会記録　 38秒37　 郷 亜里砂（愛媛県）2017年第72回大会（長野）

成年女子1000m

大会記録　 1分16秒74　 郷 亜里砂（愛媛県）2017年第72回大会（長野）

成年女子1500m

大会記録　 1分57秒91　 辻本 有沙（長野県）2020年第75回大会（八戸）

成年女子3000m

大会記録　 4分00秒10　 辻本 有沙（長野県）2020年第75回大会（八戸）

成年女子2000mＲ

大会記録　 ２ 分36秒93　 長野県（大菅小・大菅淳・加治木・外ノ 池）2003年第58回大会（伊香保）

順位 氏　 　 名 都道府県名 タ イ ム 備考

1 藤　 野　 裕　 人 北 海 道 1: 10. 32 C Ｒ

2 中　 村　 隼　 人 北 海 道 1: 11. 42

3 小　 林　 寛　 和 鹿児島県 1: 12. 07

4 池　 田　 崇　 将 福 井 県

5 小　 坂　 　 　 龍 福 井 県

6 松　 井　 友　 汰 三 重 県

7 松　 津　 秀　 太 埼 玉 県

8 椿　 　 　 尚　 大 山 形 県

順位 氏名 都道府県名 タ イ ム 備考

1 熊　 谷　 　 　 萌 岩 手 県 39. 88

2 加　 藤　 梨　 乃 神奈川県 40. 10

3 上鹿渡　 双　 葉 長 野 県 50. 55

4 山　 根　 佳　 子 茨 城 県 51. 26

5 樋　 　 　 沙　 織 群 馬 県 39. 45⑷

6 松　 澤　 優花里 岩 手 県 39. 45⑼

7 持　 田　 あかり 山 梨 県 39. 59

8 千　 葉　 捺　 美 群 馬 県 39. 64

順位 氏　 　 名 都道府県名 タ イ ム 備考

1 中　 村　 奨　 太 北 海 道 1: 47. 46

2 林　 　 　 莉　 輝 富 山 県 1: 48. 19

3 小　 原　 憂　 雅 群 馬 県 1: 48. 59

4 山　 本　 大　 史 青 森 県 1: 48. 91

5 毛　 利　 信太郎 青 森 県 1: 51. 03

6 松　 津　 秀　 太 埼 玉 県

7 小　 坂　 　 　 龍 福 井 県

8 伊　 藤　 誠　 悟 長 野 県

順位 氏　 　 名 都道府県名 タ イ ム 備考

1 山　 根　 佳　 子 茨 城 県 1: 17. 18

2 千　 葉　 捺　 美 群 馬 県 1: 20. 16

3 加　 藤　 梨　 乃 神奈川県 1: 21. 80

4 川　 村　 聖　 亜 愛 媛 県

5 鬼　 頭　 琴　 音 青 森 県

6 大　 岩　 未奈美 青 森 県

7 樋　 　 　 沙　 織 群 馬 県

8 松　 澤　 優花里 岩 手 県

順位 氏　 　 名 都道府県名 タ イ ム 備考

1 堀　 川　 　 　 翼 北 海 道 6: 22. 58

2 遠　 藤　 二千翔 岐 阜 県 6: 23. 32

3 林　 　 　 莉　 輝 富 山 県 6: 38. 81

4 新　 山　 　 　 強 徳 島 県 6: 46. 85

5 竹　 中　 誠　 也 青 森 県

6 伊　 藤　 貴　 裕 長 野 県

7 山　 本　 大　 史 青 森 県

8 杉　 田　 駿　 介 長 野 県

順位 氏　 　 名 都道府県名 タ イ ム 備考

1 辻　 本　 有　 沙 長 野 県 1: 57. 91 C Ｒ

2 川　 村　 聖　 亜 愛 媛 県 2: 00. 86

3 澤　 尻　 磨里英 青 森 県 2: 01. 21

4 阿　 部　 友　 香 群 馬 県 2: 05. 13

5 ウイリ アムソン レミ 山 形 県

6 長　 崎　 叶和子 山 梨 県

7 小佐野　 　 　 梓 山 梨 県

8 前　 中　 香　 澄 青 森 県

順位 都道府県名 タ イ ム 備考

1 北　 海　 道 2: 22. 64

2 埼　 玉　 県 2: 23. 61

3 山　 形　 県 2: 23. 69

4 青　 森　 県 2: 26. 74

5 三　 重　 県 2: 21. 94

6 千　 葉　 県 2: 27. 51

7 岐　 阜　 県 2: 29. 61

8 岩　 手　 県 2: 29. 95

順位 氏名 都道府県名 タ イ ム 備考

1 辻　 本　 有　 沙 長 野 県 4: 00. 10 C Ｒ

2 ウイリ アムソン レミ 山 形 県 4: 02. 51 C Ｒ

3 澤　 尻　 磨里英 青 森 県 4: 03. 51 C Ｒ

4 富　 田　 裕　 香 茨 城 県 4: 07. 03

5 阿　 部　 友　 香 群 馬 県 4: 19. 17

6 鈴　 木　 杏　 菜 山 形 県

7 小　 山　 香　 月 長 野 県

8 瀧　 上　 つく し 北 海 道

順位 都道府県名 タ イ ム 備考

1 岩　 手　 県 2: 38. 80

2 青　 森　 県 2: 44. 96

3 北　 海　 道 2: 38. 55

4 神 奈 川 県 2: 38. 74

5 山　 形　 県 2: 39. 54

6 埼　 玉　 県 2: 47. 11
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順位 氏　 　 名 都道府県名 タ イ ム 備考
1 倉　 坪　 克　 拓 長 野 県 35. 98 C Ｒ
2 山　 本　 悠　 乃 北 海 道 36. 00 C Ｒ
3 土　 屋　 慶　 介 群 馬 県 36. 88
4 高見澤　 匠　 冴 長 野 県 50. 38
5 本　 間　 新之助 群 馬 県 37. 30
6 木　 村　 祐　 大 青 森 県 38. 61
7 佐々木　 快　 彰 青 森 県 38. 75
8 小　 山　 晃　 生 宮 城 県 38. 81

少年男子500m
大会記録　 35秒98　 倉坪 克拓（長野県）2020年第75回大会（八戸）

少年男子1000m
大会記録　 1 分11秒13　 野々村太陽（北海道）2020年第75回大会（八戸）

少年男子1500m
大会記録　 1 分50秒71　 桜井俊太郎（山形県）2020年第75回大会（八戸）

少年男子5000m
大会記録　 ６ 分29秒30　 蟻戸 一永（北海道）2020年第75回大会（八戸）

少年男子10000m
大会記録　 13分00秒06　 蟻戸 一永（北海道）2020年第75回大会（八戸）

少年男子2000mＲ
大会記録　 2分21秒59 北海道（山本・大島・竹澤・野々村）2020年第75回大会（八戸）

少年女子500m
大会記録　 39秒61　 熊谷　 萌（岩手県）2017年第72回大会（長野）

少年女子1000m
大会記録　 1 分19秒36　 宮川 鈴佳（長野県）2020年第75回大会（八戸）

少年女子1500m
大会記録　 ２ 分00秒85　 小竹 琉湖（山形県）2017年第72回大会（長野）

少年女子3000m
大会記録　 ４ 分08秒84　 花岡 瑚徒（長野県）2020年第75回大会（八戸）

少年女子2000mＲ
大会記録　 2分39秒55 長野県（上條・藤森・小林・松本）2017年第72回大会（長野）

順位 氏　 　 名 都道府県名 タ イ ム 備考
1 野々村　 太　 陽 北 海 道 1: 11. 13 C Ｒ
2 時　 安　 清　 貴 北 海 道 1: 28. 65
3 倉　 坪　 克　 拓 長 野 県 1: 41. 82
4 櫻　 井　 俊太朗 山 形 県
5 福　 田　 　 響 山 形 県
6 狩　 野　 亜　 聞 群 馬 県
7 原　 　 　 純　 夢 長 野 県
8 本　 間　 新之助 群 馬 県

順位 氏　 　 名 都道府県名 タ イ ム 備考
1 佐々木　 成　 果 北 海 道 40. 10
2 古　 川　 幸　 希 山 形 県 40. 20
3 軍　 司　 愛　 梨 北 海 道 41. 14
4 真　 野　 美　 咲 山 形 県 59. 55
5 吉　 田　 雪　 乃 岩 手 県 40. 54
6 清　 水　 叶　 華 長 野 県 40. 69
7 上　 條　 真　 綺 長 野 県 40. 81
8 本　 多　 　 　 優 群 馬 県 41. 08

順位 氏　 　 名 都道府県名 タ イ ム 備考
1 櫻　 井　 俊太朗 山 形 県 1: 50. 71 C Ｒ
2 野々村　 太　 陽 北 海 道 1: 50. 79 C Ｒ
3 竹　 澤　 直　 輝 北 海 道 1: 53. 62  
4 福　 田　 　 　 響 山 形 県
5 佐　 藤　 天　 海 山 梨 県
6 橋　 本　 芳　 彦 青 森 県
7 笛　 木　 陽　 空 長 野 県
8 三　 井　 晃　 太 長 野 県

順位 氏名 都道府県名 タ イ ム 備考
1 宮　 川　 鈴　 佳 長 野 県 1: 19. 36 C Ｒ
2 高　 橋　 侑　 花 山 形 県 1: 20. 28
3 軍　 司　 愛　 梨 北 海 道 1: 24. 23
4 真　 野　 美　 咲 山 形 県
5 水　 戸　 咲　 良 北 海 道
6 福　 岡　 歩　 里 長 野 県
7 飯　 田　 風　 音 埼 玉 県
8 高　 山　 愛　 子 青 森 県

順位 氏　 　 名 都道府県名 タ イ ム 備考
1 蟻　 戸　 一　 永 北 海 道 6: 29. 30 C Ｒ
2 森　 野　 太　 陽 山 形 県 6: 42. 04
3 三　 井　 晃　 太 長 野 県
4 佐　 藤　 天　 海 山 梨 県
5 山　 田　 和　 哉 北 海 道
6 干　 川　 脩　 太 群 馬 県
7 關　 口　 佳　 弘 山 形 県
8 笛　 木　 陽　 空 長 野 県

順位 氏　 　 名 都道府県名 タ イ ム 備考
1 福　 岡　 歩　 里 長 野 県 2: 06. 43
2 宮　 川　 鈴　 佳 長 野 県 2: 06. 59
3 高　 橋　 侑　 花 山 形 県 2: 07. 10
4 森　 野　 こ こ ろ 北 海 道 2: 07. 47
5 安　 田　 彩　 夏 福 島 県 2: 07. 87
6 小　 坂　 　 　 凛 山 形 県
7 下　 村　 璃　 々 青 森 県
8 清　 水　 　 　 凜 福 島 県

順位 氏　 　 名 都道府県名 タ イ ム 備考
1 蟻　 戸　 一　 永 北 海 道 13: 00. 06 C Ｒ
2 森　 野　 太　 陽 山 形 県 13: 01. 07 C Ｒ
3 吉　 澤　 柊　 威 長 野 県
4 干　 川　 脩　 太 群 馬 県
5 關　 口　 佳　 弘 山 形 県
6 竹　 中　 裕　 馬 青 森 県
7 今　 井　 寛　 人 長 野 県
8 大　 崎　 公　 暉 青 森 県

順位 氏　 　 名 都道府県名 タ イ ム 備考
1 花　 岡　 瑚　 徒 長 野 県 4: 08. 84 C Ｒ
2 堀　 川　 桃　 香 北 海 道 4: 09. 20
3 森　 野　 こ こ ろ 北 海 道 4: 09. 21
4 小　 坂　 　 　 凛 山 形 県 4: 09. 44
5 福　 田　 琴　 音 山 形 県 4: 22. 36
6 沢　 野　 心　 想 岩 手 県 4: 41. 69
7 安　 田　 彩　 夏 福 島 県
8 上　 野　 恵理子 青 森 県

順位 都道府県名 タ イ ム 備考
1 北　 海　 道 2: 21. 59 C Ｒ
2 長　 野　 県 2: 21. 63 C Ｒ
3 山　 形　 県 2: 27. 91
4 青　 森　 県 2: 30. 80
5 岐　 阜　 県 2: 31. 83
6 岩　 手　 県 2: 36. 26
7 山　 梨　 県 3: 04. 09

順位 都道府県名 タ イ ム 備考
1 山　 形　 県 2: 40. 25
2 長　 野　 県 2: 40. 34
3 北　 海　 道 2: 40. 34
4 岩　 手　 県 2: 51. 44
5 群　 馬　 県 2: 48. 82
6 福　 島　 県 2: 48. 90
7 青　 森　 県 2: 49. 00
8 山　 梨　 県 2: 52. 41
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第7 5 回国民体育大会冬季大会スケート 競技会・ スピード スケート 競技

気 象 公 式 記 録

１ 月30日（ 木） 競技開始時刻 室温 氷温 湿度 気　 圧

少 年 女 子 500 （ 予　 選） 10： 00 13.9℃ -6.3℃ 40.8% 1008hPa

少 年 男 子 500 （ 予　 選） 10： 15 13.9℃ -6.3℃ 40.8% 1008hPa

成 年 女 子 500 （ 予　 選） 10： 28 13.9℃ -6.3℃ 40.8% 1008hPa

成 年 男 子 500 （ 予　 選） 10： 55 14.4℃ -6.5℃ 41.2% 1007hPa

少 年 男 子 10000 （ 予　 選） 11： 35 14.5℃ -6.4℃ 40.7% 1006hPa

少 年 女 子 1500 （ 予　 選） 12： 40 14.5℃ -6.8℃ 41.3% 1005hPa

少 年 男 子 1500 （ 予　 選） 12： 55 14.5℃ -6.8℃ 41.3% 1005hPa

成 年 女 子 1500 （ 予　 選） 13： 30 14.6℃ -6.8℃ 41.9% 1005hPa

成 年 男 子 1500 （ 予　 選） 13： 45 14.6℃ -6.8℃ 41.9% 1005hPa

少 年 女 子 500 （ 準決勝） 14： 40 14.7℃ -7.0℃ 42.2% 1004hPa

少 年 男 子 500 （ 準決勝） 14： 45 14.7℃ -7.0℃ 42.2% 1004hPa

成 年 女 子 500 （ 準決勝） 14： 50 14.7℃ -7.0℃ 42.2% 1004hPa

成 年 男 子 500 （ 準決勝） 14： 55 14.7℃ -7.0℃ 42.2% 1004hPa

１ 月31日（ 金） 競技開始時刻 室温 氷温 湿度 気　 圧

少 年 男 子 1000 （ 予　 選） 10： 00 13.9℃ -6.3℃ 38.7% 1007hPa

成 年 男 子 1000 （ 予　 選） 10： 15 13.9℃ -6.3℃ 38.7% 1007hPa

少 年 女 子 1000 （ 予　 選） 10： 55 14.7℃ -5.9℃ 42.4% 1007hPa

成 年 女 子 1000 （ 予　 選） 11： 10 14.7℃ -5.9℃ 42.4% 1007hPa

少 年 男 子 10000 （ 決　 勝） 11： 55 14.8℃ -6.7℃ 42.7% 1007hPa

少 年 女 子 3000 （ 予　 選） 12： 35 14.8℃ -6.3℃ 41.6% 1007hPa

成 年 女 子 3000 （ 予　 選） 12： 50 14.8℃ -6.3℃ 41.6% 1007hPa

成 年 男 子 1500 （ 準決勝） 13： 25 14.8℃ -6.2℃ 39.8% 1007hPa

少 年 女 子 500 （ 決　 勝） 14： 05 14.9℃ -6.4℃ 42.6% 1007hPa

成 年 女 子 500 （ 決　 勝） 14： 10 14.9℃ -6.4℃ 42.6% 1007hPa

少 年 男 子 500 （ 決　 勝） 14： 20 14.9℃ -6.4℃ 42.6% 1007hPa

成 年 男 子 500 （ 決　 勝） 14： 25 14.9℃ -6.4℃ 42.6% 1007hPa
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２ 月１ 日（ 土） 競技開始時刻 室温 氷温 湿度 気　 圧

少 年 男 子 1500 （ 決　 勝） 10： 00 14.2℃ -6.2℃ 39.8% 1021hPa

成 年 男 子 1500 （ 決　 勝） 10： 05 14.2℃ -6.2℃ 39.8% 1021hPa

少 年 女 子 1500 （ 決　 勝） 10： 10 14.2℃ -6.2℃ 39.8% 1021hPa

成 年 女 子 1500 （ 決　 勝） 10： 15 14.2℃ -6.2℃ 39.8% 1021hPa

成 年 男 子 1000 （ 準決勝） 10： 50 14.6℃ -6.6℃ 41.9% 1021hPa

少 年 男 子 5000 （ 予　 選） 11： 30 15.0℃ -3.9℃ 42.9% 1021hPa

成 年 男 子 5000 （ 予　 選） 12： 10 14.9℃ -6.2℃ 41.2% 1021hPa

少 年 女 子 2000Ｒ （ 予　 選） 13： 20 14.9℃ -6.6℃ 40.4% 1021hPa

成 年 女 子 2000Ｒ （ 予　 選） 13： 30 14.9℃ -6.6℃ 40.4% 1021hPa

少 年 男 子 2000Ｒ （ 予　 選） 14： 00 14.9℃ -6.6℃ 40.4% 1021hPa

成 年 男 子 2000Ｒ （ 予　 選） 14： 10 14.9℃ -7.7℃ 40.7% 1021hPa

２ 月２ 日（ 日） 競技開始時刻 室温 氷温 湿度 気　 圧

少 年 女 子 1000 （ 決　 勝） 10： 00 13.9℃ -6.1℃ 37.1% 1029hPa

成 年 女 子 1000 （ 決　 勝） 10： 05 13.9℃ -6.1℃ 37.1% 1029hPa

少 年 男 子 1000 （ 決　 勝） 10： 10 13.9℃ -6.1℃ 37.1% 1029hPa

成 年 男 子 1000 （ 決　 勝） 10： 15 13.9℃ -6.1℃ 37.1% 1029hPa

少 年 女 子 3000 （ 決　 勝） 10： 40 14.3℃ -6.0℃ 36.7% 1029hPa

成 年 女 子 3000 （ 決　 勝） 10： 47 14.3℃ -6.0℃ 36.7% 1029hPa

少 年 男 子 5000 （ 決　 勝） 11： 15 14.3℃ -6.1℃ 36.7% 1029hPa

成 年 男 子 5000 （ 決　 勝） 11： 25 14.3℃ -6.1℃ 36.7% 1029hPa

少 年 女 子 2000Ｒ （ 決　 勝） 12： 05 14.8℃ -5.9℃ 38.1% 1028hPa

成 年 女 子 2000Ｒ （ 決　 勝） 12： 25 14.8℃ -5.9℃ 38.1% 1028hPa

少 年 男 子 2000Ｒ （ 決　 勝） 12： 40 14.8℃ -5.9℃ 38.1% 1028hPa

成 年 男 子 2000Ｒ （ 決　 勝） 12： 55 14.8℃ -5.9℃ 38.1% 1028hPa
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ショ ート ト ラ ッ ク 競技日程

三沢アイ スアリ ーナ

□第１ 日目／２ 月１ 日（ 土）

時　 間 種　 　 　 　 　 目 組 備　 　 　 　 　 　 　 考

13： 30 13： 40 公式練習 成年男子　 1000ｍ１ 組～２ 組 リ レーのみ出場者

13： 40 13： 50 公式練習 成年男子　 1000ｍ３ 組～８ 組 1000ｍ補欠（34)

13： 50 14： 00 整　 　 氷 　 ●男子3000ｍＲ オーダー締め切り （14： 10)

14： 00 14： 10 公式練習 成年女子　 1000ｍ全員（ 37）

14： 10 14： 20 公式練習 少年女子　 1000ｍ全員（ 24）

14： 20 14： 30 公式練習 少年男子　 1000ｍ全員（ 23）

整　 　 氷（ 20分)

14： 50～15： 11 １ 成年男子　 3000ｍリ レ ー準々決勝 ３ 各組１ ・ ２ 位＋２ チーム

15： 11～15： 21 整　 　 氷（ 10分)

15： 21～15： 45 ２ 成年女子　 1000ｍ予選 ６ 各組１ ・ ２ 位＋各ブロッ ク ２ 名

15： 45～15： 55 整　 　 氷（ 10分)

15： 55～16： 27 ３ 成年男子　 1000ｍ予選 ８ 各組１ ・ ２ 位

16： 27～16： 37 整　 　 氷（ 10分)

16： 37～17： 01 ４ 少年女子　 1000ｍ予選 ６ 各組１ ・ ２ 位＋各ブロッ ク ２ 名

17： 01～17： 11 整　 　 氷（ 10分)

17： 11～17： 35 ５ 少年男子　 1000ｍ予選 ６ 各組１ ・ ２ 位＋各ブロッ ク ２ 名

17： 35～17： 50 整　 　 氷（ 15分)

17： 50～18： 06 ６ 成年女子　 1000ｍ準々決勝 ４ 各組１ ・ ２ 位

18： 06～18： 22 ７ 成年男子　 1000ｍ準々決勝 ４ 各組１ ・ ２ 位

18： 22～18： 22

18： 22～18： 38 ８ 少年女子　 1000ｍ準々決勝 ４ 各組１ ・ ２ 位

18： 38～18： 54 9 少年男子　 1000ｍ準々決勝 ４ 各組１ ・ ２ 位

18： 54～19： 04 整　 　 氷（ 10分)

19： 04～19： 12 10 成年女子　 1000ｍ準決勝 ２ 各組１ ・ ２ 位がＡ 決勝、 ３ ・ ４ 位がＢ 決勝

19： 12～19： 20 11 成年男子　 1000ｍ準決勝 ２ 各組１ ・ ２ 位がＡ 決勝、 ３ ・ ４ 位がＢ 決勝

19： 20～19： 28 12 少年女子　 1000ｍ準決勝 ２ 各組１ ・ ２ 位がＡ 決勝、 ３ ・ ４ 位がＢ 決勝

19： 28～19： 36 13 少年男子　 1000ｍ準決勝 ２ 各組１ ・ ２ 位がＡ 決勝、 ３ ・ ４ 位がＢ 決勝

19： 36～19： 46 公式練習 成年女子3000ｍリ レ ーのみの出場者（10分間)

19： 46～19： 56 整　 　 氷（ 10分) 　 ●男女3000ｍＲ オーダー締め切り （14番の開始前まで)

19： 56～20： 00 14 成年女子　 1000ｍＢ 決勝 １

20： 00～20： 04 15 成年女子　 1000ｍＡ 決勝 １

20： 04～20： 08 16 成年男子　 1000ｍＢ 決勝 １

20： 08～20： 12 17 成年男子　 1000ｍＡ 決勝 １

20： 12～20： 16 18 少年女子　 1000ｍＢ 決勝 １

20： 16～20： 20 19 少年女子　 1000ｍＡ 決勝 １

20： 20～20： 24 20 少年男子　 1000ｍＢ 決勝 １

20： 24～20： 28 21 少年男子　 1000ｍＡ 決勝 １

整　 　 氷（ 10分)

20： 38～20： 52 22 成年女子　 3000ｍリ レ ー準決勝 ２ 各組１ ・ ２ 位がＡ 決勝、 ３ ・ ４ 位がＢ 決勝

20： 52～21： 06 23 成年男子　 3000ｍリ レ ー準決勝 ２ 各組１ ・ ２ 位がＡ 決勝、 ３ ・ ４ 位がＢ 決勝

※競技開始時間

以降の時間につ

いては競技進行

状況により 変更

があり ます。 競技終了後　 少年女子・ 男子　 　 成年女子・ 男子　 1000ｍの表彰
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□第２ 日目／２ 月２ 日（ 日）

時　 間 種　 　 　 　 　 目 組 備　 　 　 　 　 　 　 考

８ ： 00 ８ ： 10 公式練習 成年女子　 500ｍ全員（ 36）

８ ： 10 ８ ： 20 公式練習 成年男子　 500ｍ１ 組～３ 組 500m補欠（23)

８ ： 20 ８ ： 30 公式練習 成年男子　 500ｍ４ 組～８ 組（ 20）

８ ： 30 ８ ： 40 整　 　 氷

８ ： 40 ８ ： 50 公式練習 少年女子　 500ｍ全員（ 24）

８ ： 50 9 ： 00 公式練習 少年男子　 500ｍ全員（ 23）

整　 　 氷（ 20分)

9 ： 20～9 ： 35 24 成年女子　 500ｍ予選 ６ 各組１ ・ ２ 位＋各ブロッ ク ２ 名

9 ： 35～9 ： 35

9 ： 35～9 ： 55 25 成年男子　 500ｍ予選 ８ 各組１ ・ ２ 位

9 ： 55～10： 10 整　 　 氷（ 15分)

10： 10～10： 25 26 少年女子　 500ｍ予選 ６ 各組１ ・ ２ 位＋各ブロッ ク ２ 名

10： 25～10： 25

10： 25～10： 40 27 少年男子　 500ｍ予選 ６ 各組１ ・ ２ 位＋各ブロッ ク ２ 名

10： 40～10： 55 整　 　 氷（ 15分)

10： 55～11： 05 28 成年女子　 500ｍ準々決勝 ４ 各組１ ・ ２ 位

11： 05～11： 15 29 成年男子　 500ｍ準々決勝 ４ 各組１ ・ ２ 位

11： 15～11： 15

11： 15～11： 25 30 少年女子　 500ｍ準々決勝 ４ 各組１ ・ ２ 位

11： 25～11： 35 31 少年男子　 500ｍ準々決勝 ４ 各組１ ・ ２ 位

11： 35～11： 50 整　 　 氷（ 15分)

11： 50～11： 55 32 成年女子　 500ｍ準決勝 ２ 各組１ ・ ２ 位がＡ 決勝、 ３ ・ ４ 位がＢ 決勝

11： 55～12： 00 33 成年男子　 500ｍ準決勝 ２ 各組１ ・ ２ 位がＡ 決勝、 ３ ・ ４ 位がＢ 決勝

12： 00～12： 05 34 少年女子　 500ｍ準決勝 ２ 各組１ ・ ２ 位がＡ 決勝、 ３ ・ ４ 位がＢ 決勝

12： 05～12： 10 35 少年男子　 500ｍ準決勝 ２ 各組１ ・ ２ 位がＡ 決勝、 ３ ・ ４ 位がＢ 決勝

12： 10～12： 20 公式練習 成年女子、 成年男子リ レーのみの出場選手（10分間)

12： 20～12： 30 整　 　 氷（ 10分) 　 ●女3000ｍＲ  男5000ｍＲオーダー締め切り（37番開始前まで)

12： 30～12： 33 37 成年女子　 500ｍＢ 決勝 1

12： 33～12： 36 38 成年女子　 500ｍＡ 決勝 １

12： 36～12： 39 39 成年男子　 500ｍＢ 決勝 １

12： 39～12： 42 40 成年男子　 500ｍＡ 決勝 １

12： 42～12： 45 41 少年女子　 500ｍＢ 決勝 １

12： 45～12： 48 42 少年女子　 500ｍＡ 決勝 １

12： 48～12： 51 43 少年男子　 500ｍＢ 決勝 １

12： 51～12： 54 44 少年男子　 500ｍＡ 決勝 １

12： 54～13： 14 整　 　 氷（ 20分）

13： 14 13： 21 45 成年女子　 3000ｍリ レ ーＢ 決勝 １

13： 21～13： 28 46 成年女子　 3000ｍリ レ ーＡ 決勝 １

13： 28～13： 36 47 成年男子　 5000ｍリ レ ーＢ 決勝 １

13： 36～13： 44 48 成年男子　 5000ｍリ レ ーＡ 決勝 １

※競技開始時間

以降の時間につ

いては競技進行

状況により 変更

があり ます。
競技終了後　 少年男女・ 成年男女500ｍの表彰

成年男女リ レ ーの表彰
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ショ ート ト ラ ッ ク 競技入賞者

成年男子500m

大会記録41秒791　 坂爪 里士（愛知県）2018年第73回大会（甲府）

成年男子1000m

大会記録1 分25秒697　 岩下　 聖（福井県）2018年第73回大会（甲府）

成年男子5000mＲ

大会記録７ 分02秒218　 大阪府（三澤・上村・豊福・慶永）2017年第72回大会（長野）

少年男子500m

大会記録42秒079　 小池 克典（長野県）2018年第73回大会（甲府）

少年男子1000m

大会記録1 分28秒682　 渡邉　 瑠（東京都）2014年第69回大会（日光）

成年女子500m

大会記録44秒813　 酒井 裕唯（東京都）2013年第68回大会（江戸川）

成年女子1000m

大会記録1 分32秒201　 酒井 裕唯（岐阜県）2012年第67回大会（名古屋）

成年女子3000mＲ

大会記録４ 分22秒789　 長野県（小池・山浦・水野・菊池）2018年第73回大会（甲府）

少年女子500m

大会記録45秒795　 渡邉　 碧（東京都）2018年第73回大会（甲府）

少年女子1000m

大会記録1 分31秒953　 黒川 輝衣（東京都）2017年第72回大会（長野）

順位 氏　 　 名 都道府県名 タ イ ム 備考

1 菊　 池　 哲　 平 長 野 県 43. 419

2 横　 山　 大　 希 愛 知 県 43. 537

3 河　 合　 健　 朗 栃 木 県 43. 614

4 村　 竹　 啓　 恒 岩 手 県 43. 864

5 田　 平　 修　 大 福 岡 県 44. 211

6 丸　 山　 凜太朗 群 馬 県 44. 278

7 吉　 田　 啓　 人 兵 庫 県 44. 490

8 齋　 藤　 　 　 駿 神奈川県 44. 655

順位 氏　 　 名 都道府県名 タ イ ム 備考

1 菊　 池　 哲　 平 長 野 県 1. 34. 313

2 三　 澤　 夏　 陽 愛 知 県 1. 34. 405

3 安　 田　 圭　 希 新 潟 県 1. 34. 535

4 小　 山　 　 　 陸 兵 庫 県 2. 01. 314

5 新　 井　 雄　 貴 長 野 県 1. 58. 828

6 高　 岡　 健　 太 大 阪 府 1. 58. 855

順位 氏名 都道府県名 タ イ ム 備考

1 山　 浦　 美和子 長 野 県 45. 706

2 菊　 地　 萌　 水 富 山 県 45. 764

3 横　 山　 世　 奈 愛 知 県 45. 880

4 吉　 田　 凪　 歩 埼 玉 県 46. 022

5 山　 名　 里　 奈 兵 庫 県 47. 264

6 小　 池　 佑　 奈 長 野 県 47. 508

7 松　 山　 雛　 子 神奈川県 47. 584

8 田　 中　 冴　 実 山 梨 県 47. 800

順位 都道府県名 タ イ ム 備考

1 長　 野　 県 8. 06. 603

2 神 奈 川 県 8. 06. 791

3 福　 岡　 県 8. 12. 627

4 大　 阪　 府 7. 58. 827

5 群　 馬　 県 7. 58. 963

6 山　 梨　 県 8. 17. 728

順位 氏　 　 名 都道府県名 タ イ ム 備考

1 菊　 地　 萌　 水 富 山 県 1. 40. 730

2 山　 名　 里　 奈 兵 庫 県 1. 40. 771

3 小　 池　 佑　 奈 長 野 県 1. 41. 804

4 齋　 藤　 仁　 美 神奈川県 1. 41. 872

5 田　 中　 冴　 実 山 梨 県 1. 57. 865

順位 氏　 　 名 都道府県名 タ イ ム 備考

1 井　 上　 幹　 皓 福 岡 県 43. 155

2 古　 川　 　 　 翼 神奈川県 43. 314

3 林　 　 　 航　 輝 長 野 県 43. 816

4 阿　 部　 恵　 大 群 馬 県 43. 881

5 許　 　 　 佑　 赫 兵 庫 県 43. 695

6 越　 智　 大　 翔 愛 媛 県 44. 715

7 三　 好　 瑛　 久 兵 庫 県 45. 407

8 伊　 藤　 隼　 人 山 梨 県 59. 231

順位 都道府県名 タ イ ム 備考

1 長　 野　 県 4. 40. 706

2 兵　 庫　 県 4. 43. 135

3 大　 阪　 府 4. 45. 507

4 山　 梨　 県 4. 46. 170

5 京　 都　 府 5. 08. 623

6 群　 馬　 県 5. 10. 441

7 北　 海　 道 5. 10. 455

8 福　 岡　 県 5. 10. 544

順位 氏　 　 名 都道府県名 タ イ ム 備考

1 許　 　 　 佑　 赫 兵 庫 県 1. 33. 330

2 垣　 波　 武　 蔵 福 岡 県 1. 33. 585

3 古　 川　 　 　 翼 神奈川県 1. 34. 448

4 越　 智　 大　 翔 愛 媛 県 1. 39. 654

5 林　 　 　 航　 輝 長 野 県 1. 39. 723

6 清　 水　 悠　 太 群 馬 県 1. 39. 877

7 北　 原　 伊　 吹 長 野 県 1. 41. 701

順位 氏　 　 名 都道府県名 タ イ ム 備考

1 中　 島　 未　 莉 岡 山 県 48. 287

2 上　 田　 ゆり あ 大 阪 府 48. 397

3 大　 川　 夏　 美 群 馬 県 49. 044

4 谷　 本　 　 　 陽 広 島 県 52. 314

5 中　 山　 う ら ら 神奈川県 49. 031

6 古　 川　 　 　 舞 神奈川県 49. 133

7 椚　 瀬　 あかり 群 馬 県 49. 225

8 田　 中　 愛　 子 兵 庫 県 49. 291

順位 氏　 　 名 都道府県名 タ イ ム 備考

1 中　 島　 未　 莉 岡 山 県 1. 46. 876

2 上　 田　 ゆり あ 大 阪 府 1. 47. 308

3 椚　 瀬　 あかり 群 馬 県 1. 47. 525

4 谷　 本　 　 　 陽 広 島 県 1. 47. 549

5 大　 川　 夏　 美 群 馬 県 1. 50. 328

6 古　 川　 　 　 舞 神奈川県 1. 50. 486

7 田　 中　 愛　 子 兵 庫 県 1. 50. 547

8 塩　 川　 結　 菜 静 岡 県 1. 50. 808
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フ ィ ギ ュ ア 競技日程

日時日時 １ 月２ ８ 日（ 火） １ 月２ ９ 日（ 水） １ 月３ ０ 日（ 木） 日時
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フ ィ ギュ ア入賞都道府県

成 年 男 子

順位 都道府県名 選　 手　 名 順位 選　 手　 名 順位 個人順位計 競技得点

１ 大 阪 府 友　 野　 一　 希 １ 須　 本　 光　 希 ３ ４ 24.00

２ 兵 庫 県 山　 隈　 太一朗 ５ 渡　 邊　 純　 也 ７ 12 21.00

３ 福 岡 県 中　 野　 紘　 輔 ６ 山　 田　 耕　 新 10 16 18.00

４ 愛 知 県 日　 野　 龍　 樹 ４ 山　 本　 恭　 廉 14 18 15.00

５ 北 海 道 中　 村　 　 　 優 ２ 鎌　 田　 詩　 温 17 19 12.00

６ 東 京 都 鎌　 田　 英　 嗣 ８ 國　 方　 勇　 樹 12 20 9.00

７ 神 奈 川 県 小　 林　 諒　 真 9 唐　 川　 常　 人 16 25 6.00

８ 埼 玉 県 小　 林　 建　 斗 11 神　 戸　 巧　 輝 20 31 3.00

成 年 女 子

順位 都道府県名 選　 手　 名 順位 選　 手　 名 順位 個人順位計 競技得点

１ 福 岡 県 竹　 野　 比　 奈 ３ 竹　 野　 仁　 奈 ５ ８ 24.00

２ 東 京 都 松　 原　 　 　 星 ４ 永　 井　 優　 香 ７ 11 21.00

３ 愛 知 県 横　 井　 ゆは菜 ２ 大　 庭　 　 　 雅 11 13 18.00

４ 兵 庫 県 坂　 本　 花　 織 １ 籠　 谷　 歩　 未 14 15 15.00

５ 滋 賀 県 野　 口　 望々花 ６ 井　 上　 晴　 絵 17 23 12.00

６ 京 都 府 磯　 邉　 ひな乃 9 十　 倉　 日　 和 19 28 9.00

７ 神 奈 川 県 三　 澤　 日向子 13 鈴　 木　 星　 佳 18 31 6.00

８ 山 梨 県 河　 西　 萌　 音 10 藤　 本　 梨　 乃 25 35 3.00

少 年 男 子

順位 都道府県名 選　 手　 名 順位 選　 手　 名 順位 個人順位計 競技得点

１ 岡 山 県 三　 宅　 星　 南 １ 木　 科　 雄　 登 ３ ４ 24.00

２ 兵 庫 県 片伊勢　 　 　 武 ４ 吉　 岡　 　 　 希 ８ 12 21.00

３ 京 都 府 森　 口　 澄　 士 ６ 森　 田　 真沙也 15 21 18.00

４ 埼 玉 県 大　 島　 光　 翔 ５ 大　 中　 惟　 吹 17 22 15.00

５ 滋 賀 県 本田ルーカ ス剛史 ２ 小　 林　 　 　 隼 22 24 12.00

６ 東 京 都 菊　 地　 竜　 生 ７ 藤　 城　 柊　 治 20 27 9.00

７ 広 島 県 鈴　 木　 零　 偉 12 三　 島　 悠　 生 16 28 6.00

８ 大 阪 府 國　 中　 敬　 太 10 清　 水　 晴　 陽 19 29 3.00

少 年 女 子

順位 都道府県名 選　 手　 名 順位 選　 手　 名 順位 個人順位計 競技得点

１ 愛 知 県 荒　 木　 菜　 那 １ 笠　 掛　 梨　 乃 ４ ５ 24.00

２ 東 京 都 川　 畑　 和　 愛 ２ 平　 金　 　 　 桐 ６ ８ 21.00

３ 岡 山 県 三　 宅　 咲　 綺 ５ 片　 山　 緋奈子 11 16 18.00

４ 千 葉 県 吉　 岡　 詩　 果 ３ 三　 枝　 知香子 21 24 15.00

５ 大 阪 府 岩　 野　 桃　 亜 9 滝　 野　 莉　 子 15 24 12.00

６ 福 岡 県 江　 川　 マリ ア ７ 鴨　 井　 彬莉彩 18 25 9.00

７ 京 都 府 本　 田　 望　 結 10 前　 野　 百　 花 16 26 6.00

８ 北 海 道 加　 藤　 花　 怜 14 三　 善　 友　 奈 17 31 3.00
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№

種　 別 成　 年　 男　 子 少　 年　 男　 子 総合成績（ 天皇杯得点）

順位得点

都道府県名
競技得点 順　 位 競技得点 順　 位

競技得点 
合計

参加得点 合　 　 計 順　 位

1 北　 海　 道 40 1 40 1 80 10 90 1

2 青　 森　 県 20 5 20 5 40 10 50 4

3 岩　 手　 県 10 10 12

4 宮　 城　 県 10 10 12

5 秋　 田　 県 10 10 12

6 山　 形　 県 10 10 12

7 福　 島　 県 10 10 12

8 茨　 城　 県 10 10 12

9 栃　 木　 県 30 3 10 7 40 10 50 4

10 群　 馬　 県  10 10 12

11 埼　 玉　 県 25 4 35 2 60 10 70 3

12 千　 葉　 県  10 10 12

13 東　 京　 都 35 2 30 3 65 10 75 2

14 神 奈 川 県 25 4 25 10 35 6

15 山　 梨　 県 10 10 12

16 新　 潟　 県 10 10 12

17 長　 野　 県 15 6 15 10 25 7

18 富　 山　 県 10 10 12

19 石　 川　 県 10 10 12

20 福　 井　 県 10 10 12

21 静　 岡　 県 10 10 12

22 愛　 知　 県 10 7 10 10 20 9

23 三　 重　 県 10 10 12

24 岐　 阜　 県 10 10 12

25 滋　 賀　 県 　 10 10 12

26 京　 都　 府 10 10 12

27 大　 阪　 府 15 6 15 10 25 7

28 兵　 庫　 県 10 10 12

29 奈　 良　 県 10 10 12

30 和 歌 山 県 10 10 12

31 鳥　 取　 県 10 10 12

32 島　 根　 県 10 10 12

33 岡　 山　 県 10 10 12

34 広　 島　 県 10 10 12

35 山　 口　 県 10 10 12

36 香　 川　 県 5 8 5 10 15 10

37 徳　 島　 県 10 10 12

38 愛　 媛　 県 10 10 12

39 高　 知　 県 10 10 12

40 福　 岡　 県 5 8 5 10 15 10

41 佐　 賀　 県 10 10 12

42 長　 崎　 県 10 10 12

43 熊　 本　 県 10 10 12

44 大　 分　 県 10 10 12

45 宮　 崎　 県 10 10 12

46 鹿 児 島 県 10 10 12

47 沖　 縄　 県 10 10 12

第75回国民体育大会冬季大会アイ スホッ ケー競技会　 総合成績一覧表
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成
年

の
部

優
　

勝
北

海
道

第
3
位

栃
木

県
第

6
位

長
野

県

第
4
位

埼
玉

県
第

7
位

愛
知

県

準
優

勝
東

京
都

第
5
位

青
森

県
第

8
位

香
川

県

（
ゲ
ー
ム
№
）

試
合
月
日

開
始
予
定
時
刻

会
場
名

ﾃ
ｸ
ﾉ
ﾙ

ﾃ
ｸ
ﾉ
ﾙ

田
名
部

ﾃ
ｸ
ﾉ
ﾙ

ﾃ
ｸ
ﾉ
ﾙ

ふ
く

ち
田

名
部

ﾃ
ｸ
ﾉ
ﾙ

ﾃ
ｸ
ﾉﾙ

田
名

部

田
名
部

田
名
部

ふ
く

ち
田

名
部

ふ
く

ち
田

名
部

ふ
く

ち
田

名
部

ふ
く

ち
田

名
部

長 野 県

広 島 県

栃 木 県

沖 縄 県

滋 賀 県

愛 知 県

福 島 県

石 川 県

埼 玉 県

田
名
部

試
　

合
　

会
　

場
ブ
ロ
ッ
ク

出
場
枠

都
道
府
県
名

ブ
ロ
ッ
ク

出
場
枠

都
道
府
県
名

新 潟 県

佐 賀 県

岡 山 県

岩 手 県

青 森 県

神 奈 川 県

茨 城 県

宮 城 県

大 阪 府

東 京 都

兵 庫 県

香 川 県

北 海 道

京 都 府

山 口 県

福 岡 県

熊 本 県

北
海
道

北
海
道

近
畿

滋
賀
県
、
京
都
府
、
大
阪
府
、
兵
庫
県

田
名
部

田
名
部
記
念
ア
リ
ー
ナ

八
戸
市
河
原
木
字
蝦
夷
館
4
-
3

東
北

岩
手
県
、
宮
城
県
、
福
島
県

中
国
・
四
国

青
森
県

ふ
く
ち

ふ
く
ち
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ

三
戸
郡
南
部
町
苫
米
地
字
上
根
岸
7
3
-
1

関
東

茨
城
県
、
栃
木
県
、
埼
玉
県
、
東
京
都
、
神
奈
川
県

九
州

福
岡
県
、
佐
賀
県
、
熊
本
県
、
沖
縄
県

北
信
越
・
東
海

新
潟
県
、
長
野
県
、
石
川
県
、
愛
知

県
開
催
地

岡
山
県
、
広
島
県
、
山
口
県
、
香
川
県

テ
ク
ノ
ル

テ
ク
ノ
ル
ア
イ
ス
パ
ー
ク
八
戸

八
戸
市
新
井
田
西
4
丁
目
1
-
1

ﾃ
ｸﾉ
ﾙ

ﾃ
ｸ
ﾉ
ﾙ

田
名
部

ふ
く
ち

ふ
く
ち

田
名
部

田
名
部

ふ
く
ち

ふ
く
ち

香 川 県

青 森 県

愛 知 県

長 野 県

栃 木 県

埼 玉 県

ア
イ

ス
ホ

ッ
ケ

ー
競

技
　

最
終

結
果
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アイ スホッ ケー競技　 得点表
【 成年の部】

【  1  回 戦 】

【  ２  回 戦 】

（1)

ピリ オド

チーム
Ⅰ Ⅱ Ⅲ OVT PSS 計

京 都 府 0 2 3 5

山 口 県 0 0 1 1

（3)

ピリ オド

チーム
Ⅰ Ⅱ Ⅲ OVT PSS 計

福 島 県 1 1 1 3

石 川 県 1 0 0 1

（5)

ピリ オド

チーム
Ⅰ Ⅱ Ⅲ OVT PSS 計

香 川 県 3 5 5 13

佐 賀 県 0 0 0 0

（7)

ピリ オド

チーム
Ⅰ Ⅱ Ⅲ OVT PSS 計

滋 賀 県 0 0 0 0

愛 知 県 3 4 3 10

（9)

ピリ オド

チーム
Ⅰ Ⅱ Ⅲ OVT PSS 計

新 潟 県 1 1 2 4

兵 庫 県 3 0 0 3

（11)

ピリ オド

チーム
Ⅰ Ⅱ Ⅲ OVT PSS 計

北 海 道 5 3 1 9

京 都 府 1 1 0 2

（13)

ピリ オド

チーム
Ⅰ Ⅱ Ⅲ OVT PSS 計

沖 縄 県 0 0 0 0

愛 知 県 4 8 2 14

（15)

ピリ オド

チーム
Ⅰ Ⅱ Ⅲ OVT PSS 計

青 森 県 1 2 2 5

茨 城 県 0 0 0 0

（17)

ピリ オド

チーム
Ⅰ Ⅱ Ⅲ OVT PSS 計

新 潟 県 0 0 1 1

香 川 県 1 1 4 6

（2)

ピ リ オド

チーム
Ⅰ Ⅱ Ⅲ OVT PSS 計

長 野 県 5 2 4 11

広 島 県 0 0 0 0

（4)

ピ リ オド

チーム
Ⅰ Ⅱ Ⅲ OVT PSS 計

宮 城 県 0 1 2 3

大 阪 府 3 2 1 6

（6)

ピ リ オド

チーム
Ⅰ Ⅱ Ⅲ OVT PSS 計

福 岡 県 3 4 3 10

熊 本 県 0 1 4 5

（8)

ピ リ オド

チーム
Ⅰ Ⅱ Ⅲ OVT PSS 計

神奈川県 1 2 0 0 0 3

茨 城 県 1 0 2 0 1 4

（10)

ピ リ オド

チーム
Ⅰ Ⅱ Ⅲ OVT PSS 計

岡 山 県 0 0 2 2

岩 手 県 0 1 0 1

（12)

ピ リ オド

チーム
Ⅰ Ⅱ Ⅲ OVT PSS 計

福 岡 県 1 0 0 1

長 野 県 5 4 1 10

（14)

ピ リ オド

チーム
Ⅰ Ⅱ Ⅲ OVT PSS 計

福 島 県 1 0 1 2

埼 玉 県 1 7 5 14

（16)

ピ リ オド

チーム
Ⅰ Ⅱ Ⅲ OVT PSS 計

大 阪 府 0 1 0 1

栃 木 県 1 3 2 6

（18)

ピ リ オド

チーム
Ⅰ Ⅱ Ⅲ OVT PSS 計

岡 山 県 0 1 1 2

東 京 都 5 4 4 13
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【  準々決勝戦 】

（19)

ピリ オド

チーム
Ⅰ Ⅱ Ⅲ OVT PSS 計

北 海 道 2 4 4 10

長 野 県 1 1 0 2

（21)

ピリ オド

チーム
Ⅰ Ⅱ Ⅲ OVT PSS 計

青 森 県 1 1 1 3

栃 木 県 2 0 2 4

（20)

ピ リ オド

チーム
Ⅰ Ⅱ Ⅲ OVT PSS 計

愛 知 県 1 2 0 0 0 3

埼 玉 県 1 2 0 0 1 4

（22)

ピ リ オド

チーム
Ⅰ Ⅱ Ⅲ OVT PSS 計

香 川 県 3 0 2 0 5

東 京 都 1 2 2 1 6

【  順位決定戦 】

【  準決勝戦 】

【  ７ ・ ８ 位決定戦 】

【  ３ 位決定戦 】

【  ５ ・ ６ 位決定戦 】

【  決 勝 戦 】

（23)

ピリ オド

チーム
Ⅰ Ⅱ Ⅲ OVT PSS 計

長 野 県 2 2 1 5

愛 知 県 2 0 0 2

（25)

ピリ オド

チーム
Ⅰ Ⅱ Ⅲ OVT PSS 計

北 海 道 3 7 3 13

埼 玉 県 4 0 3 7

（27)

ピリ オド

チーム
Ⅰ Ⅱ Ⅲ OVT PSS 計

愛 知 県 3 2 2 7

香 川 県 0 1 0 1

（29)

ピリ オド

チーム
Ⅰ Ⅱ Ⅲ OVT PSS 計

埼 玉 県 1 2 2 0 0 5

栃 木 県 1 2 2 0 1 6

（24)

ピ リ オド

チーム
Ⅰ Ⅱ Ⅲ OVT PSS 計

青 森 県 2 1 3 6

香 川 県 0 1 1 2

（26)

ピ リ オド

チーム
Ⅰ Ⅱ Ⅲ OVT PSS 計

栃 木 県 2 0 1 3

東 京 都 1 3 2 6

（28)

ピ リ オド

チーム
Ⅰ Ⅱ Ⅲ OVT PSS 計

長 野 県 0 2 0 2

青 森 県 1 2 1 4

（30)

ピ リ オド

チーム
Ⅰ Ⅱ Ⅲ OVT PSS 計

北 海 道 2 1 1 4

東 京 都 1 1 1 3

順　 　 位 1 2 3 4 5 6 7 8

都道府県 北海道 東京都 栃木県 埼玉県 青森県 長野県 愛知県 香川県

競技得点 40 35 30 25 20 15 10 5

アイ スホッ ケー競技順位一覧表
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第
8位

（
ゲ

ー
ム

№
）

試
合

月
日

開
始

予
定

時
刻

会
場

名

少
年

の
部

優
　

勝
北

海
道

第
3
位

第
6位

第
4
位

第
7位

準
優

勝
埼

玉
県

東
京

都

青
森

県

大
阪

府

神
奈

川
県

栃
木

県

福
岡

県
第
5
位

①

ﾃ
ｸ
ﾉ
ﾙ

② ﾃ
ｸ
ﾉ
ﾙ

③

ﾃ
ｸ
ﾉ
ﾙ

④

ﾃ
ｸ
ﾉ
ﾙ

⑤

ﾃ
ｸ
ﾉ
ﾙ

⑯

田
名

部

⑰

ﾃ
ｸ
ﾉ
ﾙ

⑬

ﾃ
ｸ
ﾉ
ﾙ

⑫

ﾃ
ｸ
ﾉ
ﾙ

北 海 道

滋 賀 県

大 阪 府

愛 媛 県

神 奈 川 県

福 岡 県

岡 山 県

青 森 県

出
場

枠
都

道
府

県
名

愛
知

県
、

滋
賀

県
、

大
阪

府

青
森

県

岡
山

県
、

愛
媛

県
、

福
岡

県

埼 玉 県

愛 知 県

宮 城 県

東 京 都

北
海

道
北

海
道

北
信

越
･
東

海
･
近

畿

東
北

宮
城

県

栃 木 県

⑭

ふ
く

ち

三
戸

郡
南

部
町

苫
米

地
字

上
根

岸
7
3
-
1

関
東

栃
木

県
、

埼
玉

県
、

東
京

都
、

神
奈

川
県

開
催

地

中
国

･
四

国
･
九

州

試
　
合

　
会

　
場

ブ
ロ

ッ
ク

出
場

枠
都

道
府

県
名

ブ
ロ

ッ
ク

テ
ク

ノ
ル

テ
ク

ノ
ル

ア
イ

ス
パ

ー
ク

八
戸

八
戸

市
新

井
田

西
4
丁

目
1
-
1

田
名

部
田

名
部

記
念

ア
リ

ー
ナ

八
戸

市
河

原
木

字
蝦

夷
館

4
-
3

ふ
く

ち
ふ

く
ち

ア
イ

ス
ア

リ
ー

ナ

東 京 都

⑧

田
名

部

⑨

ﾃ
ｸ
ﾉ
ﾙ

⑥

田
名

部

⑦

ﾃ
ｸ
ﾉ
ﾙ

⑪

ふ
く

ち

⑩

ふ
く

ち

⑮

ふ
く

ち

神 奈 川 県

青 森 県

栃 木 県

大 阪 府

福 岡 県

ア
イ

ス
ホ

ッ
ケ

ー
競

技
　

最
終

結
果
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アイ スホッ ケー競技　 得点表
【 少年の部】

【  1  回 戦 】

①

ピリ オド
チーム Ⅰ Ⅱ Ⅲ OVT PSS 計

滋 賀 県 1 2 1 4

大 阪 府 0 2 7 9

③

ピリ オド
チーム Ⅰ Ⅱ Ⅲ OVT PSS 計

福 岡 県 1 4 2 7

岡 山 県 0 0 0 0

⑤

ピリ オド
チーム Ⅰ Ⅱ Ⅲ OVT PSS 計

宮 城 県 0 1 2 3

東 京 都 3 0 1 4

⑥

ピリ オド
チーム Ⅰ Ⅱ Ⅲ OVT PSS 計

神奈川県 4 2 5 11

福 岡 県 0 0 0 0

⑧

ピリ オド
チーム Ⅰ Ⅱ Ⅲ OVT PSS 計

東 京 都 1 2 0 3

栃 木 県 0 0 0 0

⑩

ピリ オド
チーム Ⅰ Ⅱ Ⅲ OVT PSS 計

福 岡 県 1 0 0 1

大 阪 府 5 1 1 7

⑫

ピリ オド
チーム Ⅰ Ⅱ Ⅲ OVT PSS 計

北 海 道 0 5 4 9

神奈川県 0 0 0 0

⑭

ピリ オド
チーム Ⅰ Ⅱ Ⅲ OVT PSS 計

福 岡 県 0 0 1 1

栃 木 県 2 5 5 12

⑯

ピリ オド
チーム Ⅰ Ⅱ Ⅲ OVT PSS 計

神奈川県 1 0 0 1

東 京 都 2 1 1 4

②

ピ リ オド
チーム Ⅰ Ⅱ Ⅲ OVT PSS 計

愛 媛 県 0 0 0 0

神奈川県 12 9 10 31

④

ピ リ オド
チーム Ⅰ Ⅱ Ⅲ OVT PSS 計

埼 玉 県 8 9 6 23

愛 知 県 0 0 0 0

⑦

ピ リ オド
チーム Ⅰ Ⅱ Ⅲ OVT PSS 計

北 海 道 10 15 5 30

大 阪 府 0 0 0 0

⑨

ピ リ オド
チーム Ⅰ Ⅱ Ⅲ OVT PSS 計

青 森 県 0 0 0 0

埼 玉 県 0 0 3 3

⑪

ピ リ オド
チーム Ⅰ Ⅱ Ⅲ OVT PSS 計

栃 木 県 0 0 1 1

青 森 県 2 7 4 13

⑬

ピ リ オド
チーム Ⅰ Ⅱ Ⅲ OVT PSS 計

埼 玉 県 1 3 0 4

東 京 都 0 2 0 2

⑮

ピ リ オド
チーム Ⅰ Ⅱ Ⅲ OVT PSS 計

大 阪 府 0 1 1 2

青 森 県 3 5 7 15

⑰

ピ リ オド
チーム Ⅰ Ⅱ Ⅲ OVT PSS 計

北 海 道 1 0 2 3

埼 玉 県 1 0 0 1

【  準々決勝戦 】

【  順位決定戦 】

【  準決勝戦 】

【  ７ ・ ８ 位決定戦 】

【  ３ 位決定戦 】

【  ５ ・ ６ 位決定戦 】

【  決 勝 戦 】

順　 　 位 1 2 3 4 5 6 7 8

都道府県 北海道 埼玉県 東京都 神奈川県 青森県 大阪府 栃木県 福岡県

競技得点 40 35 30 25 20 15 10 5

アイ スホッ ケー競技順位一覧表
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役員
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大分類 中　 分　 類 小　 　 　 　 　 分　 　 　 　 　 類

県　 外

１ 　 各都道府県 知事、 議会議長

２ 　 次期開催県等

次期開催県の実行委員会事務局長、 国体事務局長及び教育長

⑴　 第75回本大会開催地（ 鹿児島県）

⑵　 第76回冬季大会開催地（ 愛知県、 岐阜県）

⑶　 第74回冬季大会開催地（ 北海道）

３ 　 特別協力者 国体特別協力者

県　 内

１ 　 報 道 関 係 報道委員会委員、 直接大会に協力し た報道関係者

２ 　 県 関 係 スポーツ推進審議会委員

３ 　 市町村関係 市町村長、 議会議長

４ 　 学 校 関 係 大会協力学校長

５ 　 スポーツ団体関係

県中学校体育連盟会長、 県高等学校体育連盟会長、

県スポーツ推進委員協議会会長、

会場地市町スポーツ推進委員協議会会長

６ 　 県・ 市町政功労者 県政及び会場地市町政に功績のあっ た者

７ 　 県・ 市町実行委員会 顧問、 参与、 監事、 委員

８ 　 特別協力者 国体特別協力者

　 ※上記から 大会役員及び競技会役員を 除く 。

第7 5 回国民体育大会冬季大会スケート 競技会・ アイ スホッ ケー競技会

招 待 者 の 範 囲
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第7 5 回国民体育大会冬季大会スケート 競技会・ アイ スホッ ケー競技会

大　 　 会　 　 役　 　 員

（ 順不同・ 敬称略）

名 誉 会 長　 　 　 萩生田　 光　 一

会 長　 　 　 伊　 藤　 雅　 俊

副 会 長　 　 　 遠　 藤　 利　 明　 　 　 泉　 　 　 正　 文　 　 　 草　 野　 満　 代　 　 　 ヨーコ　 ゼッターランド

森　 岡　 裕　 策　 　 　 鈴　 木　 大　 地　 　 　 三　 村　 申　 吾　 　 　 佐々木　 郁　 夫

顧　 　 　 　 　 　 問　 　 　 張　 　 　 富士夫　 　 　 安　 西　 孝　 之　 　 　 猪　 谷　 千　 春　 　 　 岡　 崎　 助　 一

平　 田　 竹　 男　 　 　 石　 川　 惠一朗　 　 　 具志堅　 幸　 司　 　 　 長　 島　 昭　 久

宇津木　 妙　 子　 　 　 高　 井　 信　 一　 　 　 坂　 本　 和　 彦　 　 　 茅　 野　 繁　 巳

中　 谷　 行　 道　 　 　 中　 村　 龍　 夫　 　 　 永　 井　 邦　 治　 　 　 牧　 　 　 和　 志

山　 倉　 紀　 子　 　 　 坂　 元　 　 　 要　 　 　 齊　 藤　 　 　 譲　 　 　 鳥　 羽　 賢　 二

山　 下　 泰　 裕　 　 　 佐　 藤　 直　 子　 　 　 村　 田　 芳　 子　 　 　 比留間　 英　 人

設　 楽　 義　 信　 　 　 松　 崎　 康　 弘　 　 　 若　 月　 　 　 等　 　 　 木　 村　 　 　 新

内　 藤　 貴　 詞　 　 　 菊　 池　 浩　 吉　 　 　 丸　 山　 由　 美　 　 　 瀧　 澤　 康　 二

中　 村　 彰　 久　 　 　 天　 野　 好　 人　 　 　 末　 柄　 　 　 勝　 　 　 川　 北　 達　 也

小宮山　 哲　 雄　 　 　 湧　 永　 寛　 仁　 　 　 佐久間　 重　 光　 　 　 野　 際　 照　 章

前　 原　 正　 浩　 　 　 宗　 像　 豊　 巳　 　 　 南　 　 　 和　 文　 　 　 和　 田　 雅　 雄

末　 松　 英　 司　 　 　 中　 里　 壮　 也　 　 　 髙　 橋　 清　 生　 　 　 丹　 藤　 勇　 一

中　 野　 秀　 也　 　 　 袴　 田　 登喜造　 　 　 藤　 原　 崇　 郎　 　 　 浪　 越　 信　 夫

眞　 下　 　 　 昇　 　 　 尾　 形　 好　 雄　 　 　 山　 口　 徹　 正　 　 　 宮　 㟢　 利　 帳

栗　 原　 茂　 夫　 　 　 建　 部　 彰　 弘　 　 　 市　 野　 保　 巳　 　 　 本　 戸　 歳　 知

中　 村　 ゆり 子　 　 　 齋　 藤　 良太郎　 　 　 谷田部　 和　 彦　 　 　 富　 澤　 和　 美

井　 上　 　 　 弘　 　 　 関　 口　 孝　 則　 　 　 岡　 㟢　 　 　 温　 　 　 永　 井　 圭　 司

浪　 岡　 正　 行　 　 　 宮　 本　 英　 尚　 　 　 高　 村　 　 　 卓　 　 　 園　 山　 和　 夫

坂　 田　 洋　 治　 　 　 衣　 笠　 　 　 剛　 　 　 知　 念　 かおる　 　 　 田　 邊　 哲　 人

城　 門　 正　 文　 　 　 田　 中　 壮一郎　 　 　 碓　 井　 　 　 進　 　 　 生　 島　 典　 明

大　 沢　 陽　 子　 　 　 平　 藤　 　 　 淳　 　 　 茂　 木　 　 　 優　 　 　 奥　 山　 雅　 信

尾　 形　 幸　 男　 　 　 松　 本　 博　 崇　 　 　 河　 本　 　 　 弘　 　 　 青　 木　 　 　 寬

並　 木　 一　 夫　 　 　 駒　 形　 芳　 彦　 　 　 赤　 池　 隆　 廣　 　 　 細　 貝　 和　 司

宮　 本　 伸　 一　 　 　 老　 月　 　 　 守　 　 　 向　 田　 和　 義　 　 　 丹　 羽　 治　 夫

福　 永　 秀　 樹　 　 　 箕輪田　 　 　 晃　 　 　 城　 本　 　 　 暁　 　 　 木　 村　 孝一郎

山　 本　 誠　 三　 　 　 中　 尾　 俊　 治　 　 　 伊地智　 基　 幸　 　 　 福　 井　 基　 雄

南　 　 　 正　 晃　 　 　 後　 藤　 裕　 明　 　 　 安　 井　 克　 久　 　 　 松　 井　 　 　 守

森　 　 　 喜　 朗　 　 　 久保田　 文　 也　 　 　 岡　 　 　 邦　 彦　 　 　 林　 　 　 充　 代

分　 木　 秀　 樹　 　 　 寺　 尾　 和　 祝　 　 　 刈　 谷　 好　 孝　 　 　 城　 戸　 英　 敏

宮　 崎　 恭　 輔　 　 　 松　 尾　 具　 親　 　 　 伊　 藤　 健　 一　 　 　 佐　 多　 裕　 之

渡嘉敷　 通　 之　 　 　 山　 田　 登志夫　 　 　 大河原　 嘉　 朗　 　 　 黒　 川　 光　 隆

飯　 田　 路　 佳　 　 　 奈　 良　 　 　 隆　 　 　 堀　 部　 定　 男　 　 　 嶋　 岡　 健　 治

寺　 澤　 正　 孝　 　 　 大　 山　 加　 奈　 　 　 山　 口　 純　 子　 　 　 亀　 岡　 偉　 民

青　 山　 周　 平　 　 　 藤　 原　 　 　 誠　 　 　 芦　 立　 　 　 訓　 　 　 柳　 　 　 　 　 孝
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瀧　 本　 　 　 寛　 　 　 大　 島　 理　 森　 　 　 江　 渡　 聡　 徳　 　 　 高　 橋　 千鶴子

津　 島　 　 　 淳　 　 　 木　 村　 次　 郎　 　 　 滝　 沢　 　 　 求　 　 　 田名部　 匡　 代

森　 内　 之保留　 　 　 和　 嶋　 延　 寿　 　 　 成　 田　 　 　 晋　 　 　 本　 間　 正　 行

長　 島　 昭　 久　 　 　 水　 野　 明　 久　 　 　 堀　 　 　 達　 也　 　 　 達　 増　 拓　 也

鈴　 木　 省　 三　 　 　 小笠原　 直　 樹　 　 　 吉　 村　 美栄子　 　 　 須　 佐　 喜　 夫

大井川　 和　 彦　 　 　 福　 田　 富　 一　 　 　 渡　 辺　 幸　 男　 　 　 大　 野　 元　 裕

森　 田　 健　 作　 　 　 山　 本　 　 　 博　 　 　 鴻　 　 　 義　 久　 　 　 馬　 場　 潤一郎

石　 井　 隆　 一　 　 　 谷　 本　 正　 憲　 　 　 杉　 本　 達　 治　 　 　 後　 藤　 　 　 斎

阿　 部　 守　 一　 　 　 田　 口　 義　 隆　 　 　 川　 勝　 平　 太　 　 　 大　 村　 秀　 章

鈴　 木　 英　 敬　 　 　 河　 本　 英　 典　 　 　 山　 田　 啓　 二　 　 　 牧　 野　 明　 次

井　 戸　 敏　 三　 　 　 土　 佐　 忠　 雄　 　 　 仁　 坂　 吉　 伸　 　 　 中　 永　 廣　 樹

丸　 山　 達　 也　 　 　 越　 宗　 孝　 昌　 　 　 神　 出　 　 　 亨　 　 　 村　 岡　 嗣　 政

飯　 泉　 嘉　 門　 　 　 渡　 邊　 智　 樹　 　 　 中　 村　 時　 広　 　 　 青　 木　 章　 泰

小　 川　 　 　 洋　 　 　 山　 口　 祥　 義　 　 　 中　 村　 法　 道　 　 　 甲　 斐　 隆　 博

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 麻　 生　 益　 直　 　 　 春　 山　 豪　 志　 　 　 三反園　 　 　 訓　 　 　 玉　 城　 デニー

参 与　 　 　 福　 士　 直　 治　 　 　 工　 藤　 兼　 光　 　 　 阿　 部　 広　 悦　 　 　 齊　 藤　 直飛人

工　 藤　 慎　 康　 　 　 蛯　 沢　 正　 勝　 　 　 吉　 田　 絹　 恵　 　 　 木　 明　 和　 人

夏　 堀　 浩　 一　 　 　 和　 田　 寛　 司　 　 　 鹿　 内　 　 　 博　 　 　 伊　 吹　 信　 一

山　 谷　 清　 文　 　 　 高　 橋　 修　 一　 　 　 渋　 谷　 哲　 一　 　 　 一　 戸　 富美雄

花　 田　 栄　 介　 　 　 関　 　 　 　 　 良　 　 　 吉　 俣　 　 　 洋　 　 　 岡　 元　 行　 人

川　 村　 　 　 悟　 　 　 安　 藤　 晴　 美　 　 　 齊　 藤　 　 　 爾　 　 　 谷　 川　 政　 人

鶴賀谷　 　 　 貴　 　 　 田名部　 定　 男　 　 　 清　 水　 悦　 郎　 　 　 熊　 谷　 雄　 一

山　 田　 　 　 知　 　 　 畠　 山　 敬　 一　 　 　 松　 田　 　 　 勝　 　 　 田　 中　 　 　 満

大　 崎　 光　 明　 　 　 鳴　 海　 惠一郎　 　 　 櫛　 引　 ユキ子　 　 　 今　 　 　 　 　 博

寺　 田　 達　 也　 　 　 田　 中　 順　 造　 　 　 丸　 井　 　 　 裕　 　 　 小比類巻 正 規

越　 前　 陽　 悦　 　 　 菊　 池　 憲太郎　 　 　 山　 本　 知　 也　 　 　 三　 橋　 一　 三

工　 藤　 義　 春　 　 　 山　 口　 多喜二　 　 　 青　 山　 祐　 治　 　 　 柏　 木　 　 　 司

豊　 川　 好　 司　 　 　 町　 田　 直　 子　 　 　 中　 沢　 洋　 子　 　 　 野　 澤　 正　 樹

杉　 澤　 廉　 晴　 　 　 菊　 地　 公　 英　 　 　 鉄　 永　 正　 紀　 　 　 橋　 本　 恭　 男

有　 賀　 玲　 子　 　 　 田　 中　 泰　 宏　 　 　 秋　 田　 佳　 紀　 　 　 櫻　 庭　 憲　 司

楠　 美　 祥　 行　 　 　 金　 　 　 一　 啓　 　 　 村　 井　 紀　 之　 　 　 谷地村　 克　 久

山　 本　 　 　 馨　 　 　 小　 向　 　 　 力　 　 　 高　 橋　 昇　 士　 　 　 山　 内　 　 　 隆

田名部　 政　 一　 　 　 原　 田　 悦　 雄　 　 　 山　 本　 剛　 志　 　 　 内　 野　 主　 税

高　 橋　 力　 也　 　 　 佐々木　 高　 弘　 　 　 藤　 江　 陽　 子　 　 　 齋　 藤　 福　 栄

茂　 里　 　 　 毅　 　 　 安　 達　 　 　 栄　 　 　 増　 井　 国　 光　 　 　 岡　 村　 良　 久

神　 山　 久　 志　 　 　 江　 渡　 光　 夫　 　 　 大　 沢　 陽　 子　 　 　 澤　 内　 和　 興

遠　 藤　 俊　 昭　 　 　 戸　 塚　 　 　 学　 　 　 橋　 本　 精　 二　 　 　 蝦　 名　 　 　 武

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 春　 藤　 英　 徳
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委 員 長　 　 　 大　 野　 敬　 三

副 委 員 長　 　 　 根　 本　 光　 憲　 　 　 平　 野　 　 　 誠　 　 　 田名部　 政　 一

総 務 委 員　 　 　 菊　 　 　 幸　 一　 　 　 鈴　 木　 浩　 二　 　 　 飯　 坂　 尚　 登　 　 　 今　 井　 純　 子

小　 野　 　 　 力　 　 　 川　 原　 　 　 貴　 　 　 坂　 井　 利　 郎　 　 　 三　 戸　 一　 嘉

柴　 田　 益　 孝　 　 　 菅　 原　 哲　 朗　 　 　 高　 橋　 有紀子　 　 　 松　 田　 基　 子

松　 永　 敬　 子　 　 　 松　 丸　 喜一郎　 　 　 三ケ田　 礼　 一　 　 　 森　 丘　 保　 典

山　 本　 　 　 浩　 　 　 加　 藤　 俊　 文　 　 　 石　 田　 奈緒子　 　 　 谷地村　 克　 久

米　 山　 　 　 隆　 　 　 中堂菌　 哲　 郎　 　 　 辻　 　 　 日出夫　 　 　 桑　 山　 幸　 久

市　 岡　 美　 咲　 　 　 村　 木　 輝　 行　 　 　 根　 本　 　 　 聡　 　 　 小　 祝　 章　 二

坂　 口　 純　 弘　 　 　 岡　 　 　 達　 生　 　 　 菊　 地　 秀　 行　 　 　 野　 口　 友　 里

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 吉　 田　 優　 子　 　 　 原　 田　 悦　 雄　 　 　 山　 本　 　 　 馨

委 員　 　 　 大　 嶋　 康　 弘　 　 　 髙　 橋　 聖　 一　 　 　 植　 田　 昌　 利　 　 　 野　 崎　 拓　 哉

山　 本　 伊知郎　 　 　 杉　 原　 　 　 治　 　 　 小山田　 裕　 二　 　 　 小　 泉　 芳　 孝

佐久間　 裕　 司　 　 　 庄　 司　 義　 明　 　 　 畠　 山　 睦　 夫　 　 　 森　 　 　 信　 和

舟　 喜　 信　 生　 　 　 高　 野　 　 　 修　 　 　 高　 橋　 　 　 博　 　 　 安　 藤　 正　 美

金　 㟢　 正　 久　 　 　 對　 馬　 英　 人　 　 　 藤　 熊　 　 　 昇　 　 　 西　 田　 孝　 宏

田　 口　 大　 祐　 　 　 鍵　 山　 　 　 博　 　 　 網　 代　 忠　 弘　 　 　 岸　 川　 剛　 之

西　 原　 斗司男　 　 　 後　 藤　 明　 男　 　 　 日　 下　 修　 次　 　 　 木野内　 　 　 毅

衛　 藤　 敬　 輔　 　 　 丸　 石　 　 　 博　 　 　 中　 段　 亜由美　 　 　 佐　 藤　 直　 亮

山　 中　 博　 史　 　 　 山　 倉　 和　 彦　 　 　 小　 倉　 好　 正　 　 　 東　 　 　 敏　 昭

鈴　 木　 哲　 治　 　 　 前　 東　 篤　 子　 　 　 保　 富　 泰　 人　 　 　 東　 野　 眞理子

田　 中　 　 　 徹　 　 　 川　 口　 雅　 三　 　 　 永　 井　 太　 介　 　 　 伊　 藤　 圭　 悟

大　 石　 陽　 子　 　 　 佐　 藤　 　 　 梢　 　 　 川　 井　 寿　 裕　 　 　 越　 　 　 政　 樹

川　 田　 耕　 二　 　 　 蔀　 　 　 賛　 也　 　 　 内　 堀　 克　 則　 　 　 國　 信　 雅　 俊

鈴　 木　 遼太郎　 　 　 結　 城　 健太郎　 　 　 渋　 谷　 雄　 輝　 　 　 横　 井　 雄　 介

野　 友　 宏　 則　 　 　 小　 澤　 　 　 陽　 　 　 河原木　 　 　 実　 　 　 浅　 川　 　 　 伸

（ 令和２ 年１ 月１ 日現在）
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大 会 役 員 編 成 基 準

団体名

役職名

公益財団法人
日　 本

スポーツ協会
文部科学省 青　 森　 県

公益財団法人
青森県

スポーツ 協会
実施競技団体 都 道 府 県

公益財団法人
日本アン チ・

ド ーピング機構

名誉会長 大　 臣

会 長 会　 長

副 会 長
副会長 
専務理事

スポーツ 庁 
長　 官

知　 事 会　 長

顧    問

名誉会長

最高顧問

顧　 問

理　 事

監　 事

評議員

副大臣

大臣政務官

事務次官

文部科学審議
官

大臣官房長

スポーツ 庁 
次長

県選出衆参
両議院議員

県議会議長

教育長

公安委員長

市長会会長

町村会会長

市議会議長会
会長

町村議会議長
会会長

スポーツ 推進
審議会会長

公益財団法人
日本スケート
連盟会長

公益財団法人
日本アイ ス
ホッ ケー連盟
会　 長

体育（ スポー
ツ ） 協会会長

参    与

スポーツ 庁 
審議官

スポーツ 庁ス
ポーツ統括官

スポーツ 庁 
政策課長

スポーツ 庁 
健康スポーツ  
課長

スポーツ 庁 
参事官（ 地域 
振興担当）

県議会議員

副知事

教育委員

会計管理者

関係部長

警察本部長

実行委員会 
常任委員

副会長

委 員 長
国民体育大会 
委員長

副委員長 事務局長
スポーツ庁 
競技スポーツ  
課長

実行委員会 
事務局長

総務委員

国民体育大会
委員会委員

国体推進部長

国体課長

実行委員会 
事務局次長

スポーツ 健康
課　 長

専務理事

委    員

国体競技運営
部会委員

事務局担当者

スポーツ庁 
担当官

実行委員会事
務局各部長

事務局長



―　 　 ―67

第7 5 回国民体育大会冬季大会スケート 競技会・ アイ スホッ ケー競技会

ス ケ ー ト 競技会役員

（ 順不同・ 敬称略）

名 誉 会 長　 　 　 小　 林　 　 　 眞　 　 　 小檜山　 吉　 紀

会 長　 　 　 長　 島　 昭　 久

副 会 長　 　 　 原　 田　 悦　 雄　 　 　 山　 本　 剛　 志　 　 　 荒　 川　 静　 香　 　 　 田名部　 和　 彦

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 米　 内　 正　 明

顧 問　 　 　 壬　 生　 八十博　 　 　 舩　 見　 亮　 悦　 　 　 伊　 藤　 博　 章　 　 　 冨　 田　 　 　 敦

畠　 山　 五　 郎　 　 　 田名部　 和　 彦　 　 　 竹　 田　 浩　 久　 　 　 赤　 間　 弘　 記

岩　 谷　 政　 良　 　 　 奥　 山　 誠　 治　 　 　 佐　 藤　 英　 寿　 　 　 井　 上　 　 　 忍

星　 野　 　 　 仁　 　 　 狩　 野　 浩　 志　 　 　 田　 口　 勝　 也　 　 　 松　 井　 　 　 勝

長　 島　 昭　 久　 　 　 宇　 垣　 静　 子　 　 　 堀　 内　 光一郎　 　 　 柾　 木　 　 　 太

林　 　 　 泰　 章　 　 　 中　 川　 忠　 昭　 　 　 下　 沢　 佳　 充　 　 　 土　 田　 き み子

青　 砥　 忠　 雄　 　 　 神　 田　 真　 秋　 　 　 内　 田　 かなめ　 　 　 水　 野　 正　 敏

谷　 口　 　 　 剛　 　 　 田　 中　 英　 之　 　 　 森　 本　 靖一郎　 　 　 高　 原　 利　 雄

水　 田　 静　 雄　 　 　 山　 下　 直　 也　 　 　 岩　 本　 章　 嗣　 　 　 森　 山　 健　 一

小　 嶋　 光　 信　 　 　 大　 中　 恒　 男　 　 　 河　 井　 美和子　 　 　 西　 　 　 京　 子

園　 田　 　 　 壽　 　 　 金　 子　 公　 子　 　 　 竹　 尾　 祐　 幸　 　 　 松　 尾　 和　 子

鎌　 形　 和　 明　 　 　 横　 田　 尚　 也　 　 　 三　 宅　 文　 子　 　 　 坂　 元　 士　 郎

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 玉　 川　 文　 生　 　 　 室　 　 　 龍　 哉

参 与　 　 　 夏　 坂　 　 　 修　 　 　 山之内　 　 　 悠　 　 　 間　 　 　 盛　 仁　 　 　 高　 橋　 正　 人

中　 村　 益　 則　 　 　 吉　 田　 洸　 龍　 　 　 高　 橋　 貴　 之　 　 　 田名部　 裕　 美

久　 保　 し ょ う 　 　 　 久　 保　 百　 恵　 　 　 岡　 田　 　 　 英　 　 　 日　 當　 正　 男

高　 山　 元　 延　 　 　 三　 浦　 博　 司　 　 　 上　 条　 幸　 哉　 　 　 苫米地　 あつ子

田　 端　 文　 明　 　 　 工　 藤　 悠　 平　 　 　 藤　 川　 優　 里　 　 　 小屋敷　 　 　 孝

森　 園　 秀　 一　 　 　 豊　 田　 美　 好　 　 　 松　 橋　 　 　 知　 　 　 寺　 地　 則　 行

冷　 水　 　 　 保　 　 　 伊　 藤　 圓　 子　 　 　 山　 名　 文　 世　 　 　 立　 花　 敬　 之

坂　 本　 美　 洋　 　 　 五　 戸　 定　 博　 　 　 吉　 田　 淳　 一　 　 　 太　 田　 博　 之

小比類巻 孝 幸　 　 　 田　 嶋　 孝　 安　 　 　 佐々木　 卓　 也　 　 　 下　 山　 光　 義

遠　 藤　 泰　 子　 　 　 瀬　 崎　 雅　 弘　 　 　 澤　 口　 正　 義　 　 　 加　 澤　 　 　 明

西　 村　 盛　 男　 　 　 堀　 　 　 光　 雄　 　 　 春　 日　 洋　 子　 　 　 小比類巻 雅 彦

馬　 場　 騎　 一　 　 　 山　 本　 彌　 一　 　 　 堤　 　 　 喜一郎　 　 　 森　 　 　 三　 郎

簗　 瀬　 眞知雄　 　 　 油　 川　 育　 子　 　 　 武　 輪　 節　 子　 　 　 大　 庭　 文　 武

本　 江　 　 　 宏　 　 　 相　 沢　 靖　 恵　 　 　 立　 花　 　 　 肇　 　 　 黒　 沢　 めぐ み

田名部　 政　 一　 　 　 大　 平　 　 　 透　 　 　 米　 田　 光一郎　 　 　 野　 田　 祐　 子

小比類巻 京 一　 　 　 中　 村　 行　 宏　 　 　 原　 田　 悦　 雄　 　 　 大　 坪　 秀　 一

磯　 嶋　 美　 徳　 　 　 佐々木　 勝　 弘　 　 　 渡　 辺　 昇　 覚　 　 　 石　 亀　 純　 悦

上　 野　 統　 久　 　 　 佐々木　 　 　 亮　 　 　 山　 本　 剛　 志　 　 　 伊　 藤　 徹　 也

山　 本　 　 　 優　 　 　 田面木　 るり 子　 　 　 関　 　 　 敏　 徳　 　 　 澤　 田　 　 　 潤

高　 橋　 常　 幸　 　 　 山　 㟢　 　 　 徹　 　 　 別　 部　 容　 寛　 　 　 川　 端　 　 　 悟

山　 内　 修　 一　 　 　 橋　 本　 恭　 二　 　 　 佐々木　 四　 樓　 　 　 武　 山　 忠　 雄
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畑　 中　 捷　 郎　 　 　 瀧　 澤　 克　 次　 　 　 河原木　 　 　 浩　 　 　 木　 村　 三　 男

工　 藤　 俊　 夫　 　 　 畠　 山　 行　 雄　 　 　 米内山　 　 　 裕　 　 　 上　 田　 善四郎

栁　 谷　 　 　 透　 　 　 木　 村　 富士夫　 　 　 森　 山　 貞　 男　 　 　 澤　 内　 和　 興

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 目　 澤　 伸　 一　 　 　 岡　 沼　 宏　 洲

委 員 長　 　 　 天　 野　 好　 人

副 委 員 長　 　 　 河原木　 　 　 実　 　 　 内　 野　 主　 税　 　 　 小　 向　 　 　 力　 　 　 岡　 沼　 宏　 洲

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 堤　 　 　 喜一郎

委 員　 　 　 河原木　 　 　 実　 　 　 堀　 内　 光一郎　 　 　 川　 上　 隆　 史　 　 　 濱　 野　 　 　 勉

伊　 東　 秀　 仁　 　 　 阿　 部　 鉄　 雄　 　 　 野　 頭　 達　 二　 　 　 大　 石　 雅　 寛

酒　 井　 宏　 哉　 　 　 湯　 田　 　 　 淳　 　 　 小　 林　 芳　 子　 　 　 寺　 尾　 　 　 悟

堀　 内　 律　 子　 　 　 清　 水　 宏　 保　 　 　 佐　 野　 　 　 稔　 　 　 北　 澤　 欣　 浩

田名部　 和　 彦　 　 　 宇　 垣　 静　 子　 　 　 新　 田　 俊　 彦　 　 　 畠　 山　 睦　 夫

宮　 永　 芳　 明　 　 　 藤　 井　 康　 男　 　 　 上　 治　 丈太郎　 　 　 長　 沼　 和　 雄

堀　 江　 倫　 顕　 　 　 管　 　 　 　 　 宏　 　 　 竹　 内　 明　 美　 　 　 仁　 科　 恭　 典

三　 浦　 清　 隆　 　 　 戸　 田　 金　 作　 　 　 佐々木　 謙　 二　 　 　 三　 浦　 光　 直

小笠原　 　 　 修　 　 　 岡　 沼　 宏　 洲　 　 　 堤　 　 　 喜一郎　 　 　 村　 㟢　 匡　 利

坂　 本　 勝　 克　 　 　 尾　 崎　 光　 男　 　 　 河　 村　 由美子　 　 　 南　 舘　 義　 孝

小　 向　 　 　 力　 　 　 金　 浜　 康　 光　 　 　 村　 山　 通　 久　 　 　 橋　 本　 　 　 伸

武　 山　 　 　 靖　 　 　 新　 山　 奈緒子　 　 　 松　 田　 　 　 訓　 　 　 荒　 谷　 裕　 子

十枝内　 早　 苗　 　 　 昆　 　 　 賀　 子　 　 　 小笠原　 　 　 嘉　 　 　 加　 藤　 　 　 聡

千　 葉　 　 　 誠　 　 　 嶋　 脇　 洋　 三　 　 　 西　 　 　 英　 雄　 　 　 西　 村　 幸治郎

野　 澤　 紀美子　 　 　 西　 澤　 寿　 明　 　 　 田　 畑　 和　 弘　 　 　 小　 柴　 一　 良

田名部　 靖　 高　 　 　 早　 狩　 嘉　 悦　 　 　 吉　 成　 幸　 三　 　 　 山　 㟢　 睦　 子

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 田　 所　 一　 史

（ 令和２ 年１ 月１ 日現在）
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スケート 競技会役員編成基準

団体名

役職名

八　 戸　 市

三　 沢　 市

公益財団法人

日本スケート

連　 盟

青森県スケート

連　 盟
八戸市体育協会

各都道府県

スケート 連盟

公益財団法人日本

アンチ・ ド ーピング

機　 構

名誉会長 市　 長

会 長 会　 長

副 会 長
実行委員会 

事務局長
副会長 会　 長 会　 長

顧 問

議会議長

教育長

顧　 問 会　 長

参 与

議会議員

教育委員

副市長

会計管理者

関係部長

実行委員会 

常任委員

役員の中で特に 

必要と 認めた者
顧　 問

参　 与

副会長

名誉顧問

顧　 問

副会長

委 員 長 専務理事

副委員長
実行委員会 

事務局次長
理事長

委 員

実行委員会 

事務局各部長
理　 事 理　 事 理事長 

専務理事

常務理事

事務局担当者
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アイ スホッ ケー競技会役員

（ 順不同・ 敬称略）

名 誉 会 長　 　 　 小　 林　 　 　 眞　 　 　 工　 藤　 祐　 直

会 長　 　 　 水　 野　 明　 久

副 会 長　 　 　 原　 田　 悦　 雄　 　 　 大　 越　 孝　 彌　 　 　 榛　 澤　 　 　 務　 　 　 細　 谷　 康　 次

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 橋　 本　 昭　 一　 　 　 米　 内　 正　 明

顧 問　 　 　 壬　 生　 八十博　 　 　 夏　 堀　 文　 孝　 　 　 伊　 藤　 博　 章　 　 　 高　 橋　 力　 也

石　 橋　 弘　 次　 　 　 橋　 本　 昭　 一　 　 　 谷　 上　 　 　 淳　 　 　 猪　 野　 　 　 信

今　 川　 雄　 策　 　 　 荒　 井　 　 　 進　 　 　 佐　 藤　 憲　 保　 　 　 堀　 口　 卓司郎

大　 嶋　 一　 生　 　 　 亀　 山　 豊　 文　 　 　 佐々木　 康　 雄　 　 　 内　 田　 悦　 嗣

細　 谷　 康　 次　 　 　 藤　 木　 幸　 太　 　 　 長　 田　 　 　 眞　 　 　 杉　 本　 憲　 繁

宮　 下　 富　 夫　 　 　 野　 上　 浩太郎　 　 　 下　 沢　 佳　 充　 　 　 竹　 沢　 祥　 一

伊　 藤　 　 　 修　 　 　 石　 黒　 正　 彦　 　 　 中　 川　 正　 春　 　 　 渡　 辺　 文　 喜

岩　 永　 峯　 一　 　 　 岡　 崎　 幸　 生　 　 　 福　 西　 実　 雄　 　 　 佐々木　 史　 郎

橘　 　 　 　 　 徹　 　 　 木　 下　 嘉　 博　 　 　 木　 下　 嘉　 博　 　 　 中　 西　 照　 典

園　 山　 　 　 繁　 　 　 逢　 坂　 一　 郎　 　 　 大　 中　 恒　 男　 　 　 守　 田　 宗　 治

宮　 本　 欣　 貞　 　 　 熊　 谷　 幸　 三　 　 　 本　 多　 　 　 高　 　 　 上　 田　 貢太郎

藤　 川　 正　 幸　 　 　 南　 里　 洋　 明　 　 　 押　 渕　 礼　 子　 　 　 桑　 原　 正　 彦

井　 原　 　 　 誠　 　 　 黒　 木　 誠一郎　 　 　 玉　 川　 文　 生　 　 　 砂　 川　 隆　 禧

参 与　 　 　 夏　 坂　 　 　 修　 　 　 山之内　 　 　 悠　 　 　 間　 　 　 盛　 仁　 　 　 高　 橋　 正　 人

中　 村　 益　 則　 　 　 吉　 田　 洸　 龍　 　 　 高　 橋　 貴　 之　 　 　 田名部　 裕　 美

久　 保　 し ょ う 　 　 　 久　 保　 百　 恵　 　 　 岡　 田　 　 　 英　 　 　 日　 當　 正　 男

高　 山　 元　 延　 　 　 三　 浦　 博　 司　 　 　 上　 条　 幸　 哉　 　 　 苫米地　 あつ子

田　 端　 文　 明　 　 　 工　 藤　 悠　 平　 　 　 藤　 川　 優　 里　 　 　 小屋敷　 　 　 孝

森　 園　 秀　 一　 　 　 豊　 田　 美　 好　 　 　 松　 橋　 　 　 知　 　 　 寺　 地　 則　 行

冷　 水　 　 　 保　 　 　 伊　 藤　 圓　 子　 　 　 山　 名　 文　 世　 　 　 立　 花　 敬　 之

坂　 本　 美　 洋　 　 　 五　 戸　 定　 博　 　 　 吉　 田　 淳　 一　 　 　 沼　 畑　 俊　 一

工　 藤　 　 　 愛　 　 　 松　 本　 啓　 吾　 　 　 久　 保　 利　 樹　 　 　 夏　 堀　 嘉一郎

坂　 本　 典　 男　 　 　 滝　 田　 　 　 勉　 　 　 西　 野　 耕太郎　 　 　 山　 田　 賢　 司

八木田　 憲　 司　 　 　 中　 館　 文　 雄　 　 　 工　 藤　 正　 孝　 　 　 根　 市　 　 　 勲

馬　 場　 又　 彦　 　 　 川守田　 　 　 稔　 　 　 簗　 瀬　 眞知雄　 　 　 油　 川　 育　 子

武　 輪　 節　 子　 　 　 大　 庭　 文　 武　 　 　 境　 　 　 久　 孝　 　 　 佐　 藤　 俊　 男

西　 舘　 た　 か　 　 　 山　 田　 和　 彦　 　 　 田名部　 政　 一　 　 　 大　 平　 　 　 透

佐々木　 俊　 昭　 　 　 野　 田　 祐　 子　 　 　 中　 村　 行　 宏　 　 　 原　 田　 悦　 雄

大　 坪　 秀　 一　 　 　 磯　 嶋　 美　 徳　 　 　 佐々木　 勝　 弘　 　 　 渡　 辺　 昇　 覚

石　 亀　 純　 悦　 　 　 上　 野　 統　 久　 　 　 田名部　 匡　 省　 　 　 金　 入　 忠　 清

工　 藤　 勝　 朗　 　 　 石　 橋　 正　 男　 　 　 時　 田　 忠　 男　 　 　 戸賀沢　 　 　 邁

一　 山　 吉　 治　 　 　 吉　 田　 誠　 夫　 　 　 米内山　 　 　 裕　 　 　 松　 田　 一　 男
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上　 田　 善四郎　 　 　 柳　 谷　 　 　 透　 　 　 木　 村　 富士夫　 　 　 森　 山　 貞　 男

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 澤　 内　 和　 興　 　 　 目　 澤　 伸　 一　 　 　 岡　 沼　 宏　 洲

委 員 長　 　 　 宮　 尾　 博　 一

副 委 員 長　 　 　 河原木　 　 　 実　 　 　 夏　 堀　 典　 雄　 　 　 高　 橋　 昇　 士

委 員　 　 　 河原木　 　 　 実　 　 　 中　 嶋　 正　 敬　 　 　 中　 村　 　 　 槙　 　 　 百　 束　 英　 二

足　 立　 功　 一　 　 　 石　 井　 　 　 洋　 　 　 北　 川　 太　 郎　 　 　 佐々木　 史　 郎

佐　 藤　 深　 雪　 　 　 末　 吉　 直　 樹　 　 　 鈴　 木　 道　 夫　 　 　 高　 橋　 昇　 士

長　 南　 哲　 生　 　 　 服　 部　 昌　 樹　 　 　 山　 口　 叔　 男　 　 　 芳　 野　 　 　 俊

山之内　 　 　 彰　 　 　 菊　 池　 厳　 弘　 　 　 小山田　 泰　 彦　 　 　 亀　 本　 和　 克

小笠原　 光　 則　 　 　 亀　 本　 好　 見　 　 　 田　 島　 幹　 二　 　 　 我　 満　 武　 志

鈴　 木　 敏　 宏　 　 　 夏　 堀　 健　 一　 　 　 志　 村　 俊　 壽　 　 　 中　 村　 猛　 男

高　 島　 健　 一　 　 　 石　 藤　 壽　 也　 　 　 佐々木　 克　 昌　 　 　 工　 藤　 　 　 孝

田名部　 良　 雄　 　 　 栃　 木　 榮　 志　 　 　 大久保　 正　 男　 　 　 松　 尾　 博　 由

小　 泉　 公　 一　 　 　 石　 橋　 幸　 明　 　 　 澤　 口　 誠　 介　 　 　 坂　 本　 久　 直

大　 山　 貴　 広　 　 　 岡　 田　 一　 実　 　 　 池　 田　 吉　 男　 　 　 小　 西　 史　 人

北　 山　 　 　 哲　 　 　 西　 村　 　 　 崇　 　 　 駒　 津　 英　 司　 　 　 田名部　 智　 之

本　 間　 貴　 士　 　 　 上　 村　 大　 和　 　 　 種　 市　 　 　 勉　 　 　 大　 前　 拓　 視

河　 村　 克　 彦　 　 　 高　 橋　 一　 馬　 　 　 三　 浦　 正　 章　 　 　 金　 浜　 洋　 子

箱　 田　 圭　 介　 　 　 下　 谷　 直　 樹　 　 　 接　 待　 　 　 学　 　 　 丸　 谷　 善　 一

小笠原　 　 　 嘉　 　 　 加　 藤　 　 　 聡　 　 　 千　 葉　 　 　 誠　 　 　 嶋　 脇　 洋　 三

西　 　 　 英　 雄　 　 　 西　 村　 幸治郎　 　 　 野　 澤　 紀美子　 　 　 西　 澤　 寿　 明

田　 畑　 和　 弘　 　 　 小　 柴　 一　 良　 　 　 田名部　 靖　 高　 　 　 早　 狩　 嘉　 悦

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 吉　 成　 幸　 三　 　 　 山　 㟢　 睦　 子　 　 　 田　 所　 一　 史

（ 令和２ 年１ 月１ 日現在）
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スピード スケート 競技役員

（ 順不同、 敬称略）

イ ベント コ ーディ ネータ ー　 　 濱　 野　 　 　 勉　 　 橋　 本　 恭　 二

レ フ ェ リ ー　 　 小　 向　 　 　 力　 　 戸　 田　 金　 作

ア シ ス タ ン ト レ フ ェ リ ー　 　 平　 田　 政　 之　 　 足　 立　 利　 通

ス タ ー タ ー　 　 畠　 山　 邦　 雄　 　 細　 井　 里　 司　 　 鈴　 木　 利　 英　 　 三　 浦　 光　 直

ア シ ス タ ン ト ス タ ータ ー　 　 畠　 山　 邦　 雄　 　 細　 井　 里　 司　 　 鈴　 木　 利　 英　 　 陣　 場　 勇　 太

チーフ・ フィ ニッシュラインジャッジ　 　 松　 沢　 光　 彦

フィ ニッ シュラインジャッ ジ　 　 吉　 田　 　 　 勝　 　 矢　 島　 友　 喜　 　 星　 野　 雅　 信　 　 江刈内　 喜　 章

原　 　 　 成　 剛　 　 佐々木　 則　 次　 　 川　 口　 正　 悟　 　 妻　 神　 弘　 明

フォト フィ ニッ シュジャッ ジ　 　 鈴　 木　 正　 樹　 　 菊　 池　 　 　 敬　 　 江　 渡　 光　 夫　 　 佐々木　 聖　 明

チ ーフ ・ タ イ ムキーパー　 　 木　 村　 三　 男

オート マチッ クタ イムキーパー　 　 村　 山　 幸　 貴　 　 村　 崎　 匡　 利

アシスタント ・ チーフタイムキーﾊ ﾟ ー　 　 小　 嶋　 浩　 悦

マニュ アルタ イ ムキーパー　 　 渡　 辺　 敏　 彦　 　 阿　 部　 　 　 良　 　 浅　 坂　 　 　 進　 　 寺　 下　 勝　 正

石　 岡　 　 　 守　 　 中　 嶋　 祥　 大　 　 藤ヶ 森　 誠　 司　 　 袴　 田　 憲　 司

チーフ ・ ラ ッ プスコ アラ ー　 　 畑　 中　 捷　 郎

ラ ッ プ ス コ ア ラ ー　 　 林　 　 　 徹　 哉　 　 遠　 藤　 幸太郎　 　 岡　 田　 　 　 英

チーフ ・ ト ラ ッ ク ジャ ッ ジ　 　 高　 橋　 成　 豪

ト ラ ッ ク ジ ャ ッ ジ　 　 駿　 河　 信　 也　 　 大　 橋　 通　 康　 　 上　 田　 勝　 人　 　 佐々木　 幸　 雄

（ コ ー ナ ー ジ ャ ッ ジ ）　 　 　 金　 浜　 康　 光　 　 大　 西　 友　 則　 　 池　 田　 晋一郎　 　 赤　 坂　 　 　 遼

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 村　 山　 翔　 威　 　 山　 日　 誠　 一

責 任 先 頭 判 定 主 任　 　 中　 田　 敏　 彦

責 任 先 頭 判 定 員　 　 高　 村　 高　 夫　 　 佐々木　 通　 喜　 　 高　 山　 浩　 之　 　 横　 山　 孝　 夫

責 任 先 頭 表 示 員　 　 曽　 我　 健　 二　 　 松　 倉　 弘　 明　 　 小笠原　 　 　 修　 　 西　 舘　 　 　 誠

リ レ ー ゾ ー ン 監 察 員　 　 曽　 我　 健　 二　 　 佐々木　 通　 喜　 　 高　 山　 浩　 之　 　 横　 山　 孝　 夫

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 江刈内　 喜　 章　 　 中　 田　 敏　 彦

リ レ ー ゾ ー ン 管 理 員　 　 高　 村　 高　 夫　 　 中　 島　 　 　 進　 　 渡　 辺　 敏　 彦　 　 阿　 部　 　 　 良

記 録 員 長　 　 仁　 科　 恭　 典

記 録 員　 　 杉　 本　 健　 一　 　 笹　 原　 幸　 雄　 　 木　 村　 清　 隆　 　 原　 　 　 初　 美

ア ナ ウ ン サ ー　 　 管　 　 　 　 　 宏　 　 太　 田　 慶　 子

召 集 主 任　 　 高　 山　 敏　 昌

召 集 員　 　 原　 　 　 千賀子　 　 小　 芝　 直　 彦　 　 高　 山　 環　 奈

総 務 主 任　 　 岡　 沼　 宏　 洲

総 務 員　 　 松　 橋　 　 　 均　 　 瀧　 澤　 克　 次　 　 中　 島　 　 　 進　 　 田名部　 和　 彦

整 氷 技 術 員　 　 エスプロモ株式会社

総 合 成 績 計 算 員　 　 柴　 田　 政　 秀　 　 太　 田　 世主志

バ ッ ジ テ ス ト 員　 　 橋　 本　 　 　 伸

気 象 観 測　 　 武　 山　 忠　 雄　 　 小　 向　 猛　 彦

表 彰 主 任　 　 佐々木　 四　 樓

表 彰 担 当　 　 蛭　 子　 公　 夫　 　 村　 山　 通　 久
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ショ ート ト ラ ッ ク 競技役員

（ 順不同、 敬称略）

イ ベント コ ーディ ネータ ー　 　 石　 見　 嘉　 友

レ フ ェ リ ー　 　 新　 田　 俊　 彦

ア シ ス タ ン ト レ フ ェ リ ー　 　 畑　 　 　 則　 好　 　 堀　 江　 倫　 顕　 　 岩　 下　 清　 人

ス タ ー タ ー　 　 細　 岡　 明　 寿　 　 鏑　 木　 文　 夫

コンペチタ ーズスチュワード 　 　 小　 倉　 　 　 聡　 　 岩　 澤　 嗣　 夫

ヒ ート ボッ クススチュワード 　 　 三本木　 建　 雄　 　 小　 倉　 明　 子

フォト フィ ニッ シュジャッ ジ　 　 鷹左右　 　 　 誠　 　 菊　 池　 　 　 敬

チーフ・ フィニッシュラインジャッジ　 　 黒　 田　 幹　 也

フィ ニッ シュラインジャッ ジ　 　 藤ケ森　 誠　 司　 　 下　 村　 将　 嘉　 　 木　 村　 佳　 憲

チ ーフ ・ タ イ ムキーパー　 　 河原木　 　 　 浩

タ イ ム キ ー パ ー　 　 袴　 田　 優　 樹　 　 村　 上　 　 　 一　 　 柳　 町　 　 　 享　 　 大　 塚　 優　 樹

オート マチィ ックタイムキーパー　 　 白　 取　 鐡　 男

ラ ッ プ ス コ ア ラ ー　 　 大　 杉　 康　 幹　 　 澤　 田　 可　 和

ラ ッ プ レ コ ー ダ ー　 　 佐々木　 幸　 雄

ア ナ ウ ン サ ー　 　 永　 岡　 英　 之

ト ラ ッ ク ス テ ュ ワ ー ド 　 　 松　 橋　 浩　 幸　 　 西　 谷　 成　 昭　 　 小　 山　 莉　 奈　 　 上　 原　 茂　 人

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 新　 海　 晴　 奈　 　 小　 口　 絵　 理

Ｖ Ｔ Ｒ カ メ ラ マ ン 　 　 山　 田　 琢　 也

記 録 長　 　 大　 橋　 規　 亨

記 録 員　 　 北　 村　 長　 一　 　 高　 山　 孝　 子　 　 妻　 神　 博　 明

総 務 員　 　 南　 舘　 義　 孝　 　 村　 崎　 匡　 利　 　 堤　 　 　 喜一郎

製 氷 技 術 員　 　 三沢アイ スアリ ーナ職員

バ ッ ジ テ ス ト 委 員　 　 南　 舘　 義　 孝

表 彰 担 当　 　 南　 舘　 義　 孝　 　 村　 崎　 匡　 利　 　 堤　 　 　 喜一郎

競 技 補 助 員　 　 三沢スケート 協会
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フ ィ ギ ュ ア 競技役員

（ 順不同、 敬称略）

競 技 委 員 長　 　 伊　 東　 秀　 仁

競 技 副 委 員 長　 　 阿　 部　 鉄　 雄　 　 山　 㟢　 弘　 雄

技 術 代 表　 　 鈴　 木　 民　 生

副 技 術 代 表　 　 新　 山　 奈緒子

レ フ ェ リ ー　 　 久保田　 雅　 子　 　 西　 　 　 京　 子

ジ ャ ッ ジ　 　 富　 樫　 惣　 一　 　 安　 藤　 美和子　 　 高　 橋　 眞喜子　 　 岡　 庭　 美　 枝

京　 田　 　 　 猛　 　 昌　 子　 　 　 裕　 　 竹　 内　 明　 美　 　 船　 橋　 美　 結

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 鶴　 田　 　 　 渚　 　 武　 田　 佳　 織

テクニカル・ コント ローラー　 　 安　 藤　 陽　 子　 　 新　 田　 　 　 学

テクニカル・ スペシャリ スト 　 　 河　 井　 雅　 子　 　 吉　 田　 周　 生　 　 川　 合　 眞　 一　 　 松　 橋　 由香子

データ・ リプレイオペレーター　 　 伊　 澤　 　 　 晃　 　 野　 口　 沙　 里　 　 飯　 田　 裕　 貴

総 務 係　 　 麻　 本　 智　 幸

進 行 係　 　 柿　 本　 和　 枝

放 送 係　 　 村　 山　 満利子　 　 田名部　 賀　 子　 　 東　 　 　 淳　 子

音 楽 係　 　 昆　 　 　 賀　 子　 　 藤　 田　 優　 子　 　 小　 島　 久美子　 　 鳴　 海　 久美子

計 時 係　 　 伊　 藤　 房　 子　 　 太　 田　 遥　 貴　 　 木　 村　 英　 美　 　 植　 村　 政　 子

審 判 係　 　 荒　 谷　 裕　 子　 　 赤　 坂　 まゆみ

選 手 ・ 受 付 係　 　 坂　 本　 佳　 子　 　 本　 田　 敦　 子　 　 松　 田　 　 　 訓　 　 磯　 島　 康　 総

記 録 ・ 広 報 係　 　 坂　 本　 明　 美　 　 木　 村　 真　 人　 　 乗　 上　 尚　 子

表 彰 係　 　 麻　 本　 智　 幸　 　 畠　 山　 行　 雄　 　 本　 田　 敦　 子　 　 乗　 上　 正　 樹

整 氷 ・ 会 場 係　 　 小　 坂　 春　 代　 　 伊　 山　 文　 敏　 　 松　 井　 紅　 美　 　 後　 村　 　 　 恵
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アイ スホッ ケー競技役員

（ 敬称略・ 順不同）

競 技 運 営 委 員 長　 　 髙　 橋　 昇　 士

競 技 委 員 長　 　 石　 井　 　 　 洋

競 技 副 委 員 長　 　 谷　 田　 順　 一　 　 山之内　 　 　 彰　 　 菊　 池　 厳　 弘

ゲームス ーパーバイ ザー　 　 大　 越　 孝　 彌　 　 髙　 橋　 昇　 士　 　 石　 井　 　 　 洋　 　 服　 部　 昌　 樹

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 谷　 田　 順　 一

レ フ ェ リ ー 委 員 長　 　 山　 内　 秀　 貴

レ フ ェ リ ー 副 委 員 長　 　 小　 泉　 公　 一　 　 中　 山　 美　 幸

レフェ リ ースーパーバイザー　 　 山　 内　 秀　 貴　 　 小　 泉　 公　 一　 　 駒　 津　 英　 司　 　 向　 坂　 健　 司

レ フ ェ リ ー　 　 川　 瀬　 　 　 一　 　 川　 口　 　 　 禎　 　 恵　 良　 　 　 学　 　 キモ・ ホッカネン

中　 島　 昌　 樹　 　 白　 幡　 吏　 矩　 　 橋　 本　 　 　 築　 　 澤　 山　 直　 樹

石　 綿　 丈　 太　 　 久　 保　 貴　 明　 　 藤　 田　 繁　 男　 　 星　 　 　 桐　 雄

ハフォード・ ベンジャミン　 　 仙　 波　 亜希子　 　 中　 山　 美　 幸　 　 佐　 藤　 仁　 美

千　 速　 瑶　 平　 　 佐々木　 　 　 暁　 　 桑　 田　 仁衣奈　 　 福　 田　 典　 夫

高　 須　 英　 隆　 　 吉　 岡　 真一郎　 　 後　 藤　 哲　 彦　 　 清　 水　 哲　 也

上　 田　 憲　 一　 　 寺　 坂　 修　 平　 　 摂　 待　 　 　 学　 　 下　 谷　 直　 樹

五日市　 　 　 健　 　 中　 村　 順　 也　 　 栃　 木　 優　 花　 　 本　 田　 翔　 馬

総 合 成 績 計 算 委 員 長　 　 服　 部　 昌　 樹

総 務 委 員 長　 　 宮　 尾　 博　 一

総 務 副 委 員 長　 　 小山田　 泰　 彦

総 務 委 員　 　 田名部　 智　 孝　 　 古　 舘　 恵　 子　 　 金　 子　 京　 介

競 技 本 部 主 任　 　 小笠原　 光　 則

競 技 本 部 副 主 任　 　 西　 村　 　 　 崇　 　 石　 橋　 幸　 明

競 技 役 員　 　 夏　 堀　 健　 一　 　 北　 山　 　 　 哲　 　 河　 村　 克　 彦　 　 山　 口　 　 　 衛

白　 鳥　 　 　 洋　 　 田　 中　 敏　 則　 　 髙　 橋　 拓　 克　 　 佐々木　 勝　 一

工　 藤　 　 　 大　 　 神　 山　 正　 義　 　 木　 村　 真　 樹　 　 夏　 坂　 江利子

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 戸賀沢　 　 　 晃

（ オ フ ィ シ ャ ル１ 班）　 　 　 阿　 部　 睦　 子　 　 大　 瀧　 　 　 蓮　 　 渋　 谷　 直　 寿　 　 小　 林　 史　 和

川守田　 真由子　 　 蛯　 名　 綾　 香　 　 藤　 井　 秀　 明　 　 多　 田　 貴　 樹

柳　 町　 純　 子　 　 米　 田　 佳　 奈　 　 庄　 子　 愛佑美　 　 宮　 形　 　 　 慎

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 西　 村　 真　 結

（ オ フ ィ シ ャ ル２ 班）　 　 　 小笠原　 　 　 圭　 　 小笠原　 翔　 太　 　 庭　 田　 勝　 由　 　 山　 内　 元　 一

菊　 地　 武　 広　 　 細　 越　 敏　 忍　 　 舘　 　 　 順　 一　 　 河　 口　 雅　 幸

坂　 本　 泰　 之　 　 鈴　 木　 欣　 仁　 　 熊　 野　 智　 也　 　 鈴　 木　 里　 香

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 南　 谷　 純　 子　 　 沼　 畑　 朗　 子

（ オ フ ィ シ ャ ル３ 班）　 　 　 大　 前　 拓　 視　 　 佐々木　 克　 昌　 　 川　 村　 　 　 真　 　 種　 市　 　 　 勉

小笠原　 　 　 優　 　 田　 中　 一　 穂　 　 谷　 内　 　 　 翼　 　 接　 待　 裕　 行

三　 浦　 直　 樹　 　 千　 曳　 健　 二　 　 関　 川　 昌　 志　 　 中　 田　 康　 久

白　 戸　 栄　 治　 　 田名部　 悦　 子　 　 土　 嶺　 直　 樹　 　 須　 藤　 修　 生

（ オ フ ィ シ ャ ル４ 班）　 　 　 中　 村　 功　 志　 　 下斗米　 洋　 紀　 　 小　 鷹　 悠一郎　 　 笹　 本　 大　 河

立　 花　 大　 地　 　 久　 保　 翔　 平　 　 葛　 川　 晴　 生　 　 村　 本　 悠　 仁
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橘　 　 　 一　 馬　 　 秋　 山　 哲　 哉　 　 中　 里　 文　 江　 　 田　 村　 美　 穂

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 西　 谷　 柊　 平

（ オ フ ィ シ ャ ル５ 班）　 　 　 獅子内　 　 　 勉　 　 佐々木　 真　 一　 　 大　 崎　 俊　 夫　 　 田　 邊　 　 　 肇

花　 田　 　 　 肇　 　 磯　 島　 康　 総　 　 中　 野　 　 　 悟　 　 澤　 邊　 宏　 之

関　 口　 孝　 寿　 　 相　 模　 将　 喜　 　 畑　 内　 康　 徳　 　 木　 村　 祐　 輔

福　 澤　 紗　 紀　 　 上　 村　 圭　 吾　 　 鈴　 木　 一　 真　 　 佐々木　 孝　 之

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 上　 野　 　 　 航

（ オ フ ィ シ ャ ル６ 班）　 　 　 古　 舘　 圭二郎　 　 中　 村　 和　 男　 　 佐々木　 慎太郎　 　 田　 村　 智　 一

佐々木　 大　 輔　 　 中　 田　 宏　 一　 　 大　 嶋　 恵　 太　 　 松　 橋　 和　 希

吉　 田　 一　 眞　 　 田　 村　 和　 也　 　 沖　 澤　 　 　 拡　 　 相　 馬　 祐　 希

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 大　 渡　 泰　 嘉

整 氷 技 術 員　 　 エ ス プ ロ モ 株 式 会 社　 　 　 　 　 　 田名部記念アリ ーナ運営委員会

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一般財団法人南部町健康増進公社

競 技 補 助 員　 　 青 森 県 立 八 戸 高 等 学 校　 　 　 　 　 　 青森県立八戸西高等学校

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 青森県立八戸工業高等学校　 　 　 　 　 　 青森県立八戸商業高等学校

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 八 戸 学 院 光 星 高 等 学 校　 　 　 　 　 　 八戸工業大学第一高等学校

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 南部町アイ スホッ ケー協会
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資料
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第75回国民体育大会冬季大会スケート 競技会・
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アイ スホッ ケー競技会　 参加人員一覧表
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大 会 参 加 者 数

1 　 本部役員及び監督・ 選手別　 参加人数　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　
（ 単位： 人）

区　 　 分

第75回 第74回 第73回 第72回 第71回

氷都新時代！ 

八戸国体

イランカラ プ テ 

く し ろさ っぽろ

国体

富士の国 

やまなし 国体 

（ スケート ）

氷闘！かながわ 

・ よこ はま国体 

（アイスホッケー)

ながの 

銀嶺国体

希望郷 

いわて国体

本部役員 313 317 281 178 324 321 

監督・ 選手 1,367 1,428 761 643 1,375 1, 355 

合　 計 1,680 1,745 1,042 821 1,699 1, 676 

競　 　 技

第75回 第74回 第73回 第72回 第71回

氷都新時代！ 

八戸国体

イランカラ プ テ 

く し ろさ っぽろ

国体

富士の国 

やまなし 国体 

（ スケート ）

氷闘！かながわ 

・ よこ はま国体 

（アイスホッケー)

ながの 

銀嶺国体

希望郷 

いわて国体

参加都道
府県数

監督・選手
参加都道
府県数

監督・選手
参加都道
府県数

監督・選手
参加都道
府県数

監督・選手
参加都道
府県数

監督・選手
参加都道
府県数

監督・選手

スケート 39 728 41 779 42 761 ― ― 41 719 42 705 

スピード 27 357 27 369 27 370 ― ― 26 348 25 351 

ショ ートト ラック 29 200 36 243 36 225 ― ― 32 207 32 194 

フィ ギュア 21 171 21 167 21 166 ― ― 21 164 22 160 

アイスホッ ケー 27 639 27 649 ― ― 27 643 26 656 27 650 

合　 計 42 1, 367 43 1, 428 42 761 27 643 44 1, 375 44 1, 355 

２ 　 競技種目別　 参加人数　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　
（ 単位： 都道府県、 人）

競　 技　 会 区　 　 　 分 役　 員　 数

大会役員 394 

スケート 競技会

競技会役員 230 

競技役員

スピード 81 

ショ ート ト ラ ッ ク 41 

フ ィ ギュ ア 55 

計 407 

アイ スホッ ケー競技会

競技会役員 226 

競技役員 アイ スホッ ケー 150 

計 376 

合　 　 計 1, 177 

３ 　 役　 　 　 員　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　
（ 単位： 人）

区　 　 　 分 人　 数

報道員及びこ れに準ずる者 162

視察員 58

４ 　 報道員・ 視察員　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　
（ 単位： 人）
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区　 　 　 分 監督・ 選手 大会関係者 事務局・ 補助員 観覧者 合　 計

開始式 218 233 447 900 1,798 

表彰式 57 64 50 60 231 

５ 　 式典参加者　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　
（ 単位： 人）

競技会 競技 監督・ 選手 競技役員 観覧者 合　 計

スケート 競技会

スピード 357 81 10, 500 10, 938 

ショ ート ト ラ ッ ク 200 41 740 981 

フ ィ ギュ ア 171 55 3,200 3,426 

計 728 177 14, 440 15, 345 

アイ スホッ ケー競技会 アイ スホッ ケー 639 150 11, 870 12, 659 

合　 　 計 1, 367 327 26, 310 28, 004 

６ 　 競　 技　 会　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　
（ 単位： 人）

会　 　 議　 　 名 出席者数

全国代表者会議 114

全国報道員会議 74

監督会議・ スピード 92

監督会議・ ショ ート ト ラ ッ ク 56

監督会議・ フ ィ ギュ ア 49

監督会議・ アイ スホッ ケー 100

７ 　 諸会議出席者　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　
（ 単位： 人）
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第7 5 回国民体育大会冬季大会スケート 競技会・ アイ スホッ ケー競技会

開 催 基 本 方 針

基　 本　 方　 針

　 第75回国民体育大会冬季大会スケート 競技会・ アイ スホッ ケー競技会を 開催する に当た

り 、 美し い自然及び歴史的な文化遺産や郷土の伝統文化に恵まれた青森県の魅力を 全国に

発信する と と も に、 全国各地から 集う 人々に希望と 感動を 与える 、 温も り のある 大会を 目

指す。

　 また、 こ の大会の開催を 契機に、 よ り 一層の冬季スポーツ の普及・ 発展と 生涯スポーツ

の振興を図り 、 健康で喜びに満ち 溢れた活力のある青森県の実現に資する も のと する 。

実　 施　 目　 標

１ ． 青森県、 会場地、 関係機関及びスポーツ 団体と の緊密な連携のも と に、 大会の準備・

運営に万全を 期す。

２ ． 本県における 冬季スポーツ 競技力のよ り 一層の向上を 図ると と も に、県民に冬季スポー

ツ を 普及し 、 将来にわたり 県民の健康増進に寄与する 。

３ ． 本県を 訪れる 方々を 温かい心で迎え 、 交流の輪を 広げる と と も に、 美し い自然及び歴

史的な文化遺産や郷土の伝統文化に恵まれた青森県を 広く 全国に紹介する 。
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第7 5 回国民体育大会冬季大会スケート 競技会・ アイ スホッ ケー競技会

青 森 県 実 行 委 員 会

（ 順不同・ 敬称略）

会 長　 　 　 三　 村　 申　 吾

副 会 長　 　 　 青　 山　 祐　 治　 　 　 柏　 木　 　 　 司　 　 　 小　 林　 　 　 眞　 　 　 小檜山　 吉　 紀

工　 藤　 祐　 直　 　 　 和　 嶋　 延　 寿　 　 　 佐々木　 郁　 夫　 　 　 田名部　 和　 彦

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 橋　 本　 昭　 一

顧 問　 　 　 大　 島　 理　 森　 　 　 江　 渡　 聡　 徳　 　 　 高　 橋　 千鶴子　 　 　 津　 島　 　 　 淳

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 木　 村　 次　 郎　 　 　 滝　 沢　 　 　 求　 　 　 田名部　 匡　 代

参 与　 　 　 森　 内　 之保留　 　 　 田　 中　 順　 造　 　 　 齊　 藤　 　 　 爾　 　 　 清　 水　 悦　 郎

和　 田　 寛　 司　 　 　 田名部　 定　 男　 　 　 吉　 田　 絹　 恵　 　 　 渋　 谷　 哲　 一

熊　 谷　 雄　 一　 　 　 山　 田　 　 　 知　 　 　 畠　 山　 敬　 一　 　 　 田　 中　 　 　 満

松　 田　 　 　 勝　 　 　 大　 崎　 光　 明　 　 　 小比類巻 正 規　 　 　 夏　 堀　 浩　 一

重　 松　 弘　 教　 　 　 豊　 川　 好　 司　 　 　 町　 田　 直　 子　 　 　 中　 沢　 洋　 子

野　 澤　 正　 樹　 　 　 杉　 澤　 廉　 晴　 　 　 壬　 生　 八十博　 　 　 舩　 見　 亮　 悦

夏　 堀　 文　 孝　 　 　 簗　 瀬　 眞知雄　 　 　 油　 川　 育　 子　 　 　 武　 輪　 節　 子

大　 庭　 文　 武　 　 　 本　 江　 　 　 宏　 　 　 相　 沢　 靖　 恵　 　 　 立　 花　 　 　 肇

黒　 沢　 のぞみ　 　 　 境　 　 　 久　 孝　 　 　 佐　 藤　 俊　 男　 　 　 西　 舘　 た　 か

山　 田　 和　 彦　 　 　 橋　 本　 恭　 二　 　 　 佐々木　 四　 樓　 　 　 田名部　 匡　 省

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 金　 入　 忠　 清　 　 　 工　 藤　 勝　 朗　 　 　 河　 村　 忠　 夫

常 任 委 員　 　 　 谷地村　 克　 久　 　 　 山　 本　 　 　 馨　 　 　 小　 向　 　 　 力　 　 　 高　 橋　 昇　 士

山　 内　 　 　 隆　 　 　 田名部　 政　 一　 　 　 原　 田　 悦　 雄　 　 　 山　 本　 剛　 志

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 内　 野　 主　 税　 　 　 高　 橋　 力　 也　 　 　 佐々木　 高　 弘

委 員　 　 　 若　 松　 伸　 一　 　 　 原　 田　 邦　 弘　 　 　 沖　 沢　 　 　 進　 　 　 宮　 古　 　 　 曉

佐　 藤　 英　 紀　 　 　 三　 戸　 延　 聖　 　 　 佐　 藤　 禎　 人　 　 　 谷地村　 克　 久

岡　 村　 良　 久　 　 　 神　 山　 久　 志　 　 　 江　 渡　 光　 夫　 　 　 大　 沢　 陽　 子

澤　 内　 和　 興　 　 　 遠　 藤　 俊　 昭　 　 　 戸　 塚　 　 　 学　 　 　 山　 本　 　 　 馨

河原木　 　 　 浩　 　 　 木　 村　 三　 男　 　 　 工　 藤　 俊　 夫　 　 　 畠　 山　 行　 雄

小　 向　 　 　 力　 　 　 吉　 田　 誠　 夫　 　 　 米内山　 　 　 裕　 　 　 松　 田　 一　 男

高　 橋　 昇　 士　 　 　 米　 内　 正　 明　 　 　 佐々木　 　 　 仁　 　 　 工　 藤　 忠　 善

夏　 坂　 　 　 修　 　 　 高　 山　 元　 延　 　 　 森　 園　 秀　 一　 　 　 松　 橋　 　 　 知

寺　 地　 則　 行　 　 　 日　 當　 正　 男　 　 　 山之内　 　 　 悠　 　 　 田名部　 裕　 美

田　 端　 文　 明　 　 　 伊　 藤　 圓　 子　 　 　 坂　 本　 美　 洋　 　 　 五　 戸　 定　 博

田名部　 政　 一　 　 　 大　 平　 　 　 透　 　 　 伊　 藤　 博　 章　 　 　 原　 田　 悦　 雄

中　 村　 行　 宏　 　 　 大　 坪　 秀　 一　 　 　 磯　 嶋　 美　 徳　 　 　 佐々木　 勝　 弘

渡　 辺　 昇　 覚　 　 　 野　 田　 祐　 子　 　 　 石　 亀　 純　 悦　 　 　 上　 野　 統　 久

太　 田　 博　 之　 　 　 米　 田　 光一郎　 　 　 冨　 田　 　 　 敦　 　 　 山　 本　 剛　 志

内　 野　 主　 税　 　 　 沼　 畑　 俊　 一　 　 　 佐々木　 俊　 昭　 　 　 高　 橋　 力　 也

佐々木　 高　 弘　 　 　 田　 中　 慶　 裕　 　 　 千　 葉　 文　 明　 　 　 鈴　 木　 憲　 昭

市　 川　 美代志　 　 　 鈴　 木　 　 　 誠　 　 　 佐　 藤　 　 　 修　 　 　 河　 村　 俊　 彦

森　 田　 美喜男　 　 　 鈴　 木　 卓　 哉　 　 　 石　 黒　 健　 次　 　 　 千　 葉　 功　 己
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山　 内　 　 　 隆　 　 　 塚　 原　 隆　 市　 　 　 類　 家　 徳　 昌　 　 　 相　 場　 　 　 博

夏　 堀　 文　 孝　 　 　 福　 岡　 信　 康　 　 　 一　 戸　 利　 則　 　 　 齋　 藤　 信　 哉

白　 石　 哲　 志　 　 　 附　 田　 眞　 輔　 　 　 倉　 田　 任　 康　 　 　 天　 間　 勝　 則

高　 木　 伸　 也　 　 　 鈴　 木　 吾　 朗　 　 　 安　 達　 清　 幸　 　 　 松　 本　 　 　 順

白 石 鉄右衛門　 　 　 小比類巻　 　 健　 　 　 三　 浦　 　 　 浩　 　 　 熊　 谷　 誠　 二

米内山　 　 　 裕　 　 　 坂　 頂　 昭　 治　 　 　 小　 泉　 富　 男　 　 　 佐々木　 俊　 昭

監 事　 　 　 目　 澤　 伸　 一　 　 　 在　 家　 秀　 則
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第7 5 回国民体育大会冬季大会スケート 競技会・ アイ スホッ ケー競技会

青森県実行委員会会則

第１ 章　 総　 則

（ 名　 称）

第１ 条　 こ の会は、 第75回国民体育大会冬季大会スケート 競技会・ アイ スホッ ケー競技会青森県実行委員会

（ 以下｢実行委員会｣と いう 。） と いう 。

（ 事務所）

第２ 条　 実行委員会の事務所を 八戸市まち づく り 文化スポーツ部国体室内に置く 。

（ 目　 的）

第３ 条　 実行委員会は、 第75回国民体育大会冬季大会スケート 競技会・ アイ スホッ ケー競技会（ 以下「 大

会」 と いう 。） を 開催するために必要な準備及び大会の運営に関する事業を 行う こ と を 目的と する。

（ 事　 業）

第４ 条　 実行委員会は、 前条の目的を 達成するために、 次の事業を 行う 。

⑴　 公益財団法人日本スポーツ協会、 文部科学省及び関係競技団体並びにその他関係機関・ 団体と の連絡

調整に関するこ と 。

⑵　 競技及び式典の企画運営に関するこ と 。

⑶　 予算及び決算に関するこ と 。

⑷　 前各号に掲げるも ののほか、 大会の目的を 達成するために必要な事項に関するこ と 。

第２ 章　 組　 織

（ 委　 員）

第５ 条　 実行委員会は、 次に掲げる者のう ちから 会長が委嘱する委員を も っ て構成する。

⑴　 県及び会場地市町並びに関係機関の役職員（ 特別職を 含む）

⑵　 体育団体、 競技団体及び関係団体の代表者又は役職員

⑶　 学識経験を 有する者

⑷　 前各号に掲げる者のほか、 大会開催に関係のある者

（ 役　 員）

第６ 条　 実行委員会に次の役員を 置く 。

⑴　 会　 　 長　 　 １ 　 名

⑵　 副 会 長　 　 若干名

⑶　 常任委員　 　 若干名

⑷　 監　 　 事　 　 若干名

（ 役員の選任）

第７ 条　 会長は、 青森県知事を も っ て充てる。

２ 　 副会長及び常任委員は委員のう ちから 会長が委嘱する。

３ 　 監事は会長が委嘱する。

（ 役員の職務）

第８ 条　 会長は、 実行委員会を 代表し 、 会務を 総理する。

２ 　 副会長は、 会長を 補佐し 、 会長に事故があると き は、 会長があら かじ め定めた順序により 、 その職務を
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代理する。

３ 　 常任委員は、 常任委員会において必要な事項を 審議する。

４ 　 監事は、 財務を 監査する。

（ 顧問及び参与）

第9 条　 実行委員会に顧問及び参与を 置く こ と ができ る。

２ 　 顧問及び参与は、 会長が委嘱する。

３ 　 顧問は、 重要な会務について会長の諮問に応ずる。

４ 　 参与は、 会務について助言する。

（ 任期）

第10条　 委員及び役員（ 以下「 委員等」 と いう 。） の任期は、 委嘱さ れたと き から 実行委員会の目的が達成

さ れたと き までと する。 ただし 、 委員等が、 就任時におけるそれぞれの所属機関又は団体等の役職を 離れ

た場合においては、 その委員等は辞任し たも のと みなし 、 その後任者が前任者の残任期間を 務めるも のと

する。

２ 　 前項の規定は、 顧問及び参与の任期について準用する。

第３ 章　 会　 議

（ 会議の種類）

第11条　 実行委員会に、 次の会議を 置く 。

⑴　 総　 　 　 会

⑵　 常任委員会

（ 総　 会）

第12条　 総会は、 会長、 副会長及び委員を も っ て構成する。

２ 　 総会は、 必要に応じ て会長が召集し 、 会長がその議長と なり 、 次の事項を 審議し 、 決定する。

⑴　 会則の制定及び改廃に関するこ と 。

⑵　 大会運営の基本方針に関するこ と 。

⑶　 事業計画に関するこ と 。

⑷　 予算及び決算に関するこ と 。

⑸　 その他重要な事項に関するこ と 。

３ 　 総会の議事は、 出席し た委員の過半数で決し 、 可否同数のと き は、 議長の決すると こ ろ による。

（ 常任委員会）

第13条　 常任委員会は、 会長、 副会長及び常任委員を も っ て構成する。

２ 　 常任委員会は、 必要に応じ て会長が招集し 、 次の各号に掲げる事項を 審議する。

⑴　 総会を 召集するいと まがない場合で、 かつ、 緊急を 要する 事項に関するこ と 。

⑵　 その他、 会長が必要と 認めた事項に関するこ と 。

３ 　 会長は、 前項の規定により 常任委員会が決定し た事項について、 こ れを 総会に報告し なければなら ない。

４ 　 前条第３ 項の規定は、 常任委員会の議事について準用する。

第４ 章　 会長の専決処分

（ 専決処分）

第14条　 会長は、 総会及び常任委員会（ 以下「 総会等」 と いう 。） の権限に属する 事項について、 総会等を

招集するいと まがないと き は、 こ れを 専決処分するこ と ができ る。
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２ 　 会長は、 前項の規定により 専決処分し たと き は、 こ れを 次の総会等において報告し 、 その承認を 得なけ

ればなら ない。

第５ 章　 事務局

（ 事務局）

第15条　 実行委員会の事務を 処理するため事務局を 置く 。

２ 　 事務局に関し 必要な事項は、 会長が別に定める。

第６ 章　 会　 計

（ 経　 費）

第16条　 実行委員会の経費は、 負担金、 補助金、 助成金及びその他の収入を も っ て充てる。

（ 会計年度）

第17条　 実行委員会の会計年度は、 毎年４ 月１ 日から 始まり 、 翌年３ 月31日までと する。

第７ 章　 補　 則

（ 委　 任）

第18条　 こ の会則に定めるも ののほか、 実行委員会の運営に関し 必要な事項は会長が別に定める。

　 　 　 附　 則

１ 　 こ の会則は、 平成30年７ 月19日から 施行し 、 大会に関する一切の責務を 完了し たと き を も っ てその効力

を 失う 。

２ 　 第17条の規定にかかわら ず、 実行委員会設立当初の会計年度は、 平成30年７ 月19日から 平成31年３ 月31

日までと する。

　 　 　 附　 則

　 こ の会則は、 令和元年６ 月10日から 施行する。
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第7 5 回国民体育大会冬季大会スケート 競技会・ アイ スホッ ケー競技会

青森県実行委員会事務局規程

第１ 章　 総　 則

（ 目　 的）

第１ 条　 こ の規程は、 第75回国民体育大会冬季大会スケート 競技会・ アイ スホッ ケー競技会青森県実行委員

会会則第15条第２ 項の規定に基づき 、 事務局の組織及び運営に関し て必要な事項を 定めるも のと する。

第２ 章　 組　 織

（ 事務局）

第２ 条　 事務局は、 第75回国民体育大会冬季大会スケート 競技会・ アイ スホッ ケー競技会青森県実行委員会

に関する事務を 行う 。

（ 職　 員）

第３ 条　 事務局に次の職員を 置く 。

⑴　 事 務 局 長　 　 １ 　 名

⑵　 事務局次長　 　 若干名

⑶　 部　 　 　 長　 　 若干名

⑷　 班　 　 　 長　 　 若干名

⑸　 係　 　 　 長　 　 若干名

⑹　 係　 　 　 員　 　 若干名

２ 　 前項に定めるも ののほか、 必要がある と 認めると き は、 副部長、 副班長、 副係長を 置く こ と ができ る。

３ 　 事務局長は会長が委嘱し 、 事務局次長、 部長、 副部長、 班長、 副班長、 係長、 副係長、 係員は事務局長

が委嘱する。

４ 　 事務局長は、国民体育大会に関する専門的な知識、経験を 有する者を 専門監と し て委嘱するこ と ができ る。

５ 　 事務局長は、 臨時若し く は補助的業務に従事する者を 事務局に臨時職員と し て任用するこ と ができ る。

（ 職　 務）

第４ 条　 事務局長は、 会長の命を 受け事務局の事務を 総理する。

２ 　 事務局次長は、 事務局長を 補佐し 、 事務局長に事故があると き は、 その職務を 代理すると と も に、 事務

局の事務を 総括する。

３ 　 部長は、 事務局次長を 補佐し 、 事務局次長に事故があると き は、 その職務を 代理すると と も に、 部の事

務を 総括する。

４ 　 班長は、 上司の命を 受け班の事務を 掌握する。

５ 　 係長は、 上司の命を 受け所管事務を 掌理し 、 係員を 指揮監督する。

６ 　 係員は、 上司の命を 受け所管事務に従事する。

（ 参　 与）

第５ 条　 事務局に参与を 置く こ と ができ る 。

２ 　 参与は、 事務局長が委嘱する。

３ 　 参与は、 事務局の局務について助言する。

（ 部の設置）

第６ 条　 事務局に次の部を 置く 。
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⑴　 企画総務部

⑵　 式典部

⑶　 スケート 競技部

⑷　 アイ スホッ ケー競技部

第３ 章　 会　 議

（ 部長会議）

第７ 条　 事務局に、 事務局長、 事務局次長及び部長を も っ て構成する部長会議を 置く 。

２ 　 部長会議は、 必要に応じ 事務局長が召集し 、 事務局長が議長と なり 、 事務局運営上の連絡調整その他必

要事項について審議する。

３ 　 部長会議には、 必要に応じ 関係者を 出席さ せるこ と ができ る。

第４ 章　 決　 裁

（ 代　 決）

第８ 条　 事務局長が不在のと き は、 事務局次長がその事務の代決を 行い、 事務局次長が不在のと き は、 企画

総務部長がその事務の代決を 行い、 企画総務部長が不在のと き は、 企画総務班長がその事務の代決を 行い、

企画総務班長が不在のと き は、 総務係長がその事務の代決を 行う 。

２ 　 代決し よう と する事務が、 重要も し く は異例のも の又は疑義のあるも のであると き は、 前項の規定にか

かわら ず代決するこ と ができ ない。

（ 専　 決）

第9 条　 事務局長、 事務局次長、 企画総務部長、 企画総務班長及び総務係長は、 別表１ に掲げる事項を 専決

するこ と ができ る。

（ 専決事項の代決）

第10条　 事務局長の専決事項について、 事務局長が不在のと き は事務局次長がその事項を 代決する。

２ 　 事務局次長の専決事項について、 事務局次長が不在のと き は企画総務部長がその事項を 代決する。

３ 　 企画総務部長の専決事項について、 企画総務部長が不在のと き は企画総務班長がその事項を 代決する。

４ 　 企画総務班長の専決事項について、 企画総務班長が不在のと き は総務係長がその事項を 代決する。

第５ 章　 文書及び公印

（ 文書記号及び番号）

第11条　 発送文書には、 文書記号及び文書番号を 付けるも のと する。

２ 　 文書記号は、「 国青実第　 　 号」 と する。

３ 　 文書番号は、 企画総務部に備え付ける 文書処理簿により 処理する。 ただし 、 軽易な文書については、 番

号を 省略するこ と ができ る。

（ 公　 印）

第12条　 事務局で使用する公印の種類及び寸法は、 別表２ に掲げると おり と する。
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第６ 章　 財　 務

（ 予　 算）

第13条　 事務局長は、 予算案を 作成し 、 総会に付議する手続き を と ら なければなら ない。

（ 決　 算）

第14条　 財務担当者は、 事業完了後２ か月以内に収支決算書を 作成し 、 事務局長に提出し なければなら ない。

２ 　 事務局長は、 前項の決算書の提出を 受けたと き は、 監事の審査を 経て、 総会に付議する手続き を と ら な

ければなら ない。

（ 旅　 費）

第15条　 事務局職員等に支給する旅費は、 別に定めるも ののほか、 開催地の旅費支給規程による。

第７ 章　 補　 則

（ その他）

第16条　 こ の規程に定めるも ののほか、 事務局の運営に関し て必要な事項は、 事務局長が別に定める。

　 　 　 附　 則

　 こ の規程は、 平成30年７ 月19日から 施行する。

　 　 　 附　 則

　 こ の規程は、 令和元年６ 月10日から 施行する。

別表１ （ 第9 条関係）

別表２ （ 第12条関係）

専 決 者 専　 　 決　 　 事　 　 項

事 務 局 長

１ ． 予算の執行に関するこ と 。

２ ． １ 件の金額が1,000万円以上の支出負担行為を するこ と 。

３ ． 前号に規定するも ののほか、 会長名を も っ てする 比較的重要な事項に関するこ と 。

事 務 局 次 長

１ ． 事務局次長及び部長の旅行命令に関するこ と 。

２ ． １ 件の金額が1,000万円未満の支出負担行為を するこ と 。

３ ． 前各号に規定するも ののほか、 会長名を も っ てする軽易な事項に関するこ と 。

企画総務部長

１ ． 班長以下の旅行命令に関するこ と 。

２ ． １ 件の金額が500万円未満の支出負担行為を するこ と 。

３ ． 前各号に規定するも ののほか、 事務局長名を も っ てする軽易な事項に関するこ と 。

企画総務班長
１ ． 係長の旅行命令に関するこ と 。

２ ． １ 件の金額が300万円未満の支出負担行為を するこ と 。

総 務 係 長

１ ． 係員の旅行命令に関するこ と 。

２ ． １ 件の金額が100万円未満の支出負担行為を するこ と 。

３ ． 支出の命令に関するこ と 。

名　 　 称 書　 体 寸　 法

第75回国体青森県実行委員会会長印 てん書 方　 25㎜

第75回国体青森県実行委員会事務局長印 てん書 方　 21㎜

第75回国体青森県実行委員会事務局長印（ 銀行印） てん書 方　 21㎜
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青森県実行委員会事務局組織図

事 務 局 長

事 務 局 次 長

企 画 総 務 部 企 画 調 整 班 企 画 調 整 係

総 務 係

経 理 班 経 理 係

式 典 部 式 典 班 式 典 進 行 係

式 典 音 楽 係

式 典 会 場 係

式 典 受 付 係

ス ケ ー ト 競 技 部 ス ケ ー ト 競 技 班 ス ピ ー ド 競 技 係

ショ ートト ラック競技係

フ ィ ギュ ア競技係

アイスホッ ケー競技部 アイスホッ ケー競技班 アイスホッ ケー競技係 テ ク ノ ル 担 当

田 名 部 記 念 担 当

ふ く ち 担 当
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八 戸 市 実 行 委 員 会

（ 順不同・ 敬称略）

会 長　 　 　 田名部　 政　 一

副 会 長　 　 　 小　 向　 　 　 力　 　 　 高　 橋　 昇　 士

顧 問　 　 　 壬　 生　 八十博

参 与　 　 　 高　 山　 元　 延　 　 　 日　 當　 正　 男

委 員　 　 　 中　 村　 行　 宏　 　 　 原　 田　 悦　 雄　 　 　 佐々木　 勝　 弘　 　 　 野　 田　 祐　 子

石　 亀　 純　 悦　 　 　 上　 野　 統　 久　 　 　 前　 田　 　 　 晃　 　 　 下　 村　 晃　 一

山　 田　 泰　 子　 　 　 三　 浦　 順　 哉　 　 　 江　 戸　 　 　 隆　 　 　 松　 本　 　 　 弘

高屋敷　 宣　 之　 　 　 高　 橋　 　 　 学　 　 　 加　 賀　 精　 二　 　 　 福　 田　 千鶴子

監 事　 　 　 坂　 本　 浩　 一　 　 　 保　 坂　 高　 弘

第7 5 回国民体育大会冬季大会スケート 競技会

三 沢 市 実 行 委 員 会
（ 順不同・ 敬称略）

会 長　 　 　 小檜山　 吉　 紀

副 会 長　 　 　 米　 田　 光一郎　 　 　 冨　 田　 　 　 敦　 　 　 佐々木　 　 　 仁

顧 問　 　 　 佐々木　 郁　 夫　 　 　 田名部　 和　 彦　 　 　 舩　 見　 亮　 悦　 　 　 小比類巻 正 規

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 久保田　 隆　 裕　 　 　 ク リ スト フ ァ ー　 W . スト ルーヴィ

委 員　 　 　 沖　 澤　 繁　 弥　 　 　 門　 上　 　 　 馨　 　 　 竹　 林　 秋　 雄　 　 　 相　 場　 　 　 博

鈴　 木　 吾　 朗　 　 　 坂　 田　 　 　 優　 　 　 小　 向　 　 　 力　 　 　 堤　 　 　 喜一郎

鈴　 木　 敏　 宏　 　 　 佐　 藤　 　 　 修　 　 　 齋　 藤　 郁　 子　 　 　 對　 馬　 祐　 之

蝦　 名　 隆　 至　 　 　 鈴　 木　 武　 美　 　 　 山　 内　 修　 一　 　 　 佐々木　 　 　 亮

山　 本　 剛　 志　 　 　 伊　 藤　 徹　 也　 　 　 山　 本　 　 　 優　 　 　 田面木　 るり 子

関　 　 　 敏　 徳　 　 　 澤　 田　 　 　 潤　 　 　 高　 橋　 常　 幸　 　 　 山　 㟢　 　 　 徹

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 別　 部　 容　 寛

監 事　 　 　 小比類巻 京 一　 　 　 川　 端　 　 　 悟

第7 5 回国民体育大会冬季大会アイ スホッ ケー競技会

南 部 町 実 行 委 員 会
（ 順不同・ 敬称略）

会 長　 　 　 佐々木　 俊　 昭

副 会 長　 　 　 高　 橋　 力　 也　 　 　 工　 藤　 忠　 善　 　 　 西　 村　 幸　 作

委 員　 　 　 永　 田　 幸太郎　 　 　 庭　 田　 陽　 子　 　 　 小田原　 　 　 勉　 　 　 中　 居　 弘　 幸

佐々木　 充　 澄　 　 　 髙　 森　 直　 樹　 　 　 夏　 堀　 善　 信　 　 　 中　 野　 　 　 薫

夏　 堀　 典　 雄　 　 　 久保田　 敏　 彦　 　 　 中　 里　 　 　 司　 　 　 松　 橋　 　 　 悟

福　 田　 　 　 勉　 　 　 岩　 間　 雅　 之　 　 　 松　 原　 浩　 紀　 　 　 佐々木　 高　 弘

監 事　 　 　 四　 戸　 清　 栄　 　 　 風　 間　 正　 勝
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八戸市実行委員会会則

第１ 章　 総　 則

（ 名　 称）

第１ 条　 こ の会は、 第75回国民体育大会冬季大会スケート 競技会・ アイ スホッ ケー競技会八戸市実行委員会

（ 以下｢実行委員会｣と いう 。） と いう 。

（ 事務所）

第２ 条　 実行委員会の事務所を 八戸市まち づく り 文化スポーツ部国体室内に置く 。

（ 目　 的）

第３ 条　 実行委員会は、 第75回国民体育大会冬季大会スケート 競技会・ アイ スホッ ケー競技会（ 以下「 大

会」 と いう 。） を 開催するために必要な準備及び大会の運営に関する事業を 行う こ と を 目的と する。

（ 事　 業）

第４ 条　 実行委員会は、 前条の目的を 達成するために、 次の事業を 行う 。

⑴　 第75回国民体育大会冬季大会スケート 競技会・ アイ スホッ ケー競技会青森県実行委員会（ 以下「 青森

県実行委員会」 と いう 。） その他関係機関・ 団体と の連絡調整に関するこ と 。

⑵　 報道広報、 競技運営、 宿泊、 医療救護、 歓迎案内及び輸送交通に関する こ と 。

⑶　 予算及び決算に関するこ と 。

⑷　 前各号に掲げるも ののほか、 大会の目的を 達成するために必要な事項に関するこ と 。

第２ 章　 組　 織

（ 委　 員）

第５ 条　 実行委員会は、 八戸市及び関係機関・ 団体等のう ちから 会長が委嘱する委員を も っ て構成する。

（ 役　 員）

第６ 条　 実行委員会に次の役員を 置く 。

⑴　 会　 長　 　 １ 　 名

⑵　 副会長　 　 若干名

⑶　 監　 事　 　 若干名

（ 役員の選任）

第７ 条　 会長は、 八戸市まちづく り 文化スポーツ部を 担当する副市長を も っ て充てる。

２ 　 副会長は委員のう ちから 会長が委嘱する。

３ 　 監事は会長が委嘱する。

（ 役員の職務）

第８ 条　 会長は、 実行委員会を 代表し 、 会務を 総理する。

２ 　 副会長は、 会長を 補佐し 、 会長に事故があると き は、 会長があら かじ め定めた順序により 、 その職務を

代理する。

３ 　 監事は、 財務を 監査する。

（ 顧問及び参与）

第9 条　 実行委員会に顧問及び参与を 置く こ と ができ る。

２ 　 顧問及び参与は、 会長が委嘱する。

３ 　 顧問は、 重要な会務について会長の諮問に応ずる。

４ 　 参与は、 会務について助言する。
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（ 任　 期）

第10条　 委員及び役員（ 以下「 委員等」 と いう 。） の任期は、 委嘱さ れたと き から 実行委員会の目的が達成

さ れたと き までと する。 ただし 、 委員等が、 就任時におけるそれぞれの所属機関又は団体等の役職を 離れ

た場合においては、 その委員等は辞任し たも のと みなし 、 その後任者が前任者の残任期間を 務めるも のと

する。

２ 　 前項の規定は、 顧問及び参与の任期について準用する。

第３ 章　 会　 議

（ 総　 会）

第11条　 総会は、 会長、 副会長及び委員を も っ て構成する。

２ 　 総会は、 必要に応じ て会長が召集し 、 会長がその議長と なり 、 次の事項を 審議し 、 決定する。

⑴　 会則の制定及び改廃に関するこ と 。

⑵　 事業推進の基本方針に関するこ と 。

⑶　 事業計画に関するこ と 。

⑷　 予算及び決算に関するこ と 。

⑸　 その他重要な事項に関するこ と 。

３ 　 総会の議事は、 出席し た委員の過半数で決し 、 可否同数のと き は、 議長の決すると こ ろ による。

第４ 章　 会長の専決処分

（ 専決処分）

第12条　 会長は、 総会の権限に属する事項について、 総会を 招集するいと まがないと き は、 こ れを 専決処分

するこ と ができ る。

２ 　 会長は、 前項の規定により 専決処分し たと き は、 こ れを 次の総会において報告し 、 その承認を 得なけれ

ばなら ない。

第５ 章　 事務局

（ 事務局）

第13条　 実行委員会の事務を 処理するため事務局を 置く 。

２ 　 事務局に関し 必要な事項は、 会長が別に定める。

第６ 章　 会　 計

（ 経　 費）

第14条　 実行委員会の経費は、 青森県実行委員会交付金及びその他の収入を も っ て充てる。

（ 会計年度）

第15条　 実行委員会の会計年度は、 施行の日から 始まり 、 翌年３ 月31日までと する。

第７ 章　 補　 則

（ 委　 任）

第16条　 こ の会則に定めるも ののほか、 実行委員会の運営に関し 必要な事項は会長が別に定める。

　 　 　 附　 則

　 この会則は、令和元年７ 月25日から施行し 、大会に関する一切の責務を完了し たときをもってその効力を失う ｡
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八戸市実行委員会事務局規程

第１ 章　 総　 則

（ 目　 的）

第１ 条　 こ の規程は、 第75回国民体育大会冬季大会スケート 競技会・ アイ スホッ ケー競技会八戸市実行委員

会会則第13条第２ 項の規定に基づき 、 事務局の組織及び運営に関し て必要な事項を 定めるも のと する。

第２ 章　 組　 織

（ 事務局）

第２ 条　 事務局は、 第75回国民体育大会冬季大会スケート 競技会・ アイ スホッ ケー競技会八戸市実行委員会

（ 以下「 実行委員会」 と いう 。） に関する事務を 行う 。

（ 職　 員）

第３ 条　 事務局に次の職員を 置く 。

⑴　 事 務 局 長　 　 １ 　 名

⑵　 事務局次長　 　 若干名

⑶　 部　 　 　 長　 　 若干名

⑷　 班　 　 　 長　 　 若干名

⑸　 班　 　 　 員　 　 若干名

２ 　 前項に定めるも ののほか、 必要がある と 認めると き は、 副部長、 副班長を 置く こ と ができ る。

３ 　 事務局長は会長が委嘱し 、 事務局次長、 部長、 副部長、 班長、 副班長、 班員は事務局長が委嘱する。

（ 職　 務）

第４ 条　 事務局長は、 会長の命を 受け事務局の事務を 総理する。

２ 　 事務局次長は、 事務局長を 補佐し 、 事務局長に事故があると き は、 その職務を 代理すると と も に、 事務

局の事務を 総括する。

３ 　 部長は、 事務局次長を 補佐し 、 事務局次長に事故があると き は、 その職務を 代理すると と も に、 部の事

務を 総括する。

４ 　 班長は、 上司の命を 受け班の事務を 掌握する。

５ 　 班員は、 上司の命を 受け所管事務に従事する。

（ 部及び班の設置）

第５ 条　 事務局に大会支援部を 置く 。

２ 　 前項の大会支援部に次の班を 置く 。

⑴　 総務班

⑵　 経理班

⑶　 報道広報班

⑷　 競技運営班

⑸　 案内班

⑹　 歓迎業務班

⑺　 宿泊輸送班
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⑻　 医療救護班

第３ 章　 会　 議

（ 事務局会議）

第６ 条　 事務局に、 事務局長、 事務局次長、 大会支援部長及び班長を も っ て構成する事務局会議を 置く 。

２ 　 事務局会議は、 必要に応じ 事務局長が召集し 、 事務局長が議長と なり 、 事務局運営上の連絡調整その他

必要事項について審議する。

３ 　 事務局会議には、 必要に応じ 関係者を 出席さ せるこ と ができ る。

第４ 章　 決　 裁

（ 代　 決）

第７ 条　 事務局長が不在のと き は、 事務局次長がその事務の代決を 行い、 事務局次長が不在のと き は、 大会

支援部長がその事務の代決を 行い、 大会支援部長が不在のと き は、 総務班長がその事務を 代決する。

２ 　 代決し よう と する事務が、 重要も し く は異例のも の又は疑義のあるも のであると き は、 前項の規定にか

かわら ず代決するこ と ができ ない。

（ 専　 決）

第８ 条　 事務局長、事務局次長、大会支援部長及び総務班長は、別表１ に掲げる 事項を 専決するこ と ができ る。

（ 専決事項の代決）

第9 条　 事務局長の専決事項について、 事務局長が不在のと き は事務局次長がその事項を 代決する。

２ 　 事務局次長の専決事項について、 事務局次長が不在のと き は大会支援部長がその事項を 代決する。

３ 　 大会支援部長の専決事項について、 大会支援部長が不在のと き は総務班長がその事項を 代決する。

第５ 章　 文書及び公印

（ 文書記号及び番号）

第10条　 発送文書には、 文書記号及び文書番号を 付けるも のと する。

２ 　 文書記号は、「 国八実第　 　  号」 と する。

３ 　 文書番号は、 総務班に備え付ける文書処理簿により 処理する。 ただし 、 軽易な文書については、 番号を

省略するこ と ができ る。

（ 公　 印）

第11条　 事務局で使用する公印の種類及び寸法は、 別表２ に掲げると おり と する。

第６ 章　 財　 務

（ 財　 務）

第12条　 現金、 物品の出納及びその他の会計事務は、 大会支援部総務班が行う 。

（ 予　 算）

第13条　 事務局長は、 予算案を 作成し 、 総会に付議する手続き を と ら なければなら ない。

（ 決　 算）

第14条　 財務担当者は、 事業完了後２ か月以内又は当該年度の３ 月31日のいずれか早い日までに収支決算書

を 作成し 、 事務局長に提出し なければなら ない。



―　 　 ―99

２ 　 事務局長は、 前項の決算書の提出を 受けたと き は、 監事の審査を 経て、 総会に付議する手続き を と ら な

ければなら ない。

（ 旅　 費）

第15条　 事務局職員等に支給する旅費は、 別に定めるも ののほか、 八戸市の旅費支給規程による。

第７ 章　 補　 則

（ その他）

第16条　 こ の規程に定めるも ののほか、 事務局の運営に関し て必要な事項は、 事務局長が別に定める。

　 　 　 附　 則

　 こ の規程は、 令和元年７ 月25日から 施行する。

別表１ （ 第８ 条関係）

別表２ （ 第11条関係）

専　 決　 者 専　 　 　 　 　 決　 　 　 　 　 事　 　 　 　 　 項

事 務 局 長 １ ． 予算の執行に関するこ と 。

２ ． １ 件の金額が1,000万円以上の支出負担行為を するこ と 。

３ ． 事務局次長及び大会支援部長の旅行命令に関するこ と 。

４ ． 前号に規定するも ののほか、 会長名を も っ てする比較的重要な事項に関するこ と 。

事 務 局 次 長 １ ． １ 件の金額が500万円以上1,000万円未満の支出負担行為を するこ と 。

２ ． 大会支援部長以下の旅行命令に関するこ と 。

３ ． 前各号に規定するも ののほか、 会長名を も っ てする軽易な事項に関するこ と 。

大会支援部長 １ ． １ 件の金額が100万円以上500万円未満の支出負担行為を するこ と 。

２ ． 班長以下の旅行命令に関するこ と 。

３ ． 前各号に規定するも ののほか、 事務局長名を も っ てする軽易な事項に関するこ と 。

総 務 班 長 １ ． １ 件の金額が100万円未満の支出負担行為を する こ と 。

２ ． 支出の命令に関するこ と 。

３ ． 班員の旅行命令に関するこ と 。

名　 　 　 　 　 　 　 称 書　 体 寸　 法

第75回国体八戸市実行委員会会長印 てん書 方　 24㎜

第75回国体八戸市実行委員会事務局長印 てん書 方　 24㎜

第75回国体八戸市実行委員会事務局長印（ 銀行印） てん書 方　 24㎜
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第7 5 回国民体育大会冬季大会スケート 競技会・ アイ スホッ ケー競技会

八戸市実行委員会事務局組織図

事 務 局 長

事 務 局 次 長

大会支援部長 総　  務　  班
◦ 各班の業務内容計画の策定

◦ 予算決算の作成、 支払事務

経　  理　  班 ◦ 契約及び支払事務の審査

報 道 広 報 班
◦ 報道委員会の運営

◦ プレ スセンタ ーの運営

◦ 大会記録写真の撮影

競 技 運 営 班
◦ 各競技団体と の連絡調整

◦ 各競技会場の必要物品の調達管理

案　  内　  班 ◦ 各競技会場内の案内所の運営

歓　  迎　  班 ◦ 「 友情の広場」（ おも てなし ） の運営

宿 泊 輸 送 班
◦ 配宿計画の策定

◦ 弁当の調達、 斡旋

◦ 各競技会場間シャ ト ルバス、 選手バスの運行管理

医 療 救 護 班
◦ 各競技会場内の救護所の運営

◦ 派遣医師、 看護師の補助
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第7 5 回国民体育大会冬季大会スケート 競技会･アイ スホッ ケー競技会

標章等使用取扱規程

（ 趣　 旨）

第１ 条　 こ の規程は、 第75回国民体育大会冬季大会スケート 競技会・アイ スホッ ケー競技会（ 以下「 大会」

と いう 。） の開催にあたり 、 公益財団法人日本スポーツ 協会（ 以下「 JSPO」 と いう 。） が「 公益財団法人

日本スポーツ 協会国民体育大会関係標章の使用に関する 規程」（ 平成23年６ 月24日制定） に定める 標章及

び第75回国民体育大会冬季大会スケート 競技会・ アイ スホッ ケー競技会青森県実行委員会が定めるスロー

ガンを 使用する場合の取扱いに関し 、 必要な事項を 定めるも のと する。

（ 定　 義）

第２ 条　 こ の規程において「 標章」 と は、 次の各号に掲げるも のを いう 。

⑴　 JSPO が定める国民体育大会マーク （ 図形）

⑵　「 国民体育大会」、「 国体」、「 NA T IONA L SPORT S F EST IVA L」 及びこ れら の表示を 平仮名、 片仮名

又はローマ字の文字に変更するも のであっ て、 同一の称呼及び観念を 生ずるも の

⑶　「 氷都新時代！八戸国体」 のほか、「 国民体育大会」、「 国体」、「 NA T IONA L SPORT S F EST IVA L」

を 含む結合語又は造語

２ 　 こ の規程において「 スローガン」 と は、「 銀盤に　 き たる新風　 いま氷
こ

都
こ

に」 を いう 。

（ 使用許可権限の行使）

第３ 条　 前条第１ 項各号に規定する標章については、 第75回国民体育大会冬季大会スケート 競技会・ アイ ス

ホッ ケー競技会青森県実行委員会（ 以下「 実行委員会」 と いう 。） がJSPOから 委任を 受けた使用許可権限

を 行使する。

２ 　 前条第２ 項に規定するスローガンについては、 実行委員会が使用許可権限を 有し 、 自ら 行使する。

（ 公共目的による使用）

第４ 条　 標章及びスロ ーガン（ 以下「 標章等」 と いう 。） の使用について、 その内容が次の各号のいずれか

に該当する場合は、 第75回国民体育大会冬季大会スケート 競技会・ アイ スホッ ケー競技会青森県実行委員

会会長（ 以下「 会長」 と いう 。） は公共目的と 認め、 無償で使用さ せるこ と ができ る。

⑴　 資料又は無償で交付さ れる記念品等についての使用であっ て、 スポーツ 活動又は大会の開催に寄与す

ると 認めら れる場合 

⑵　 出版物についての使用であっ て、 スポーツの歴史や記録などスポーツ及び大会に関する啓発内容を 掲

載すると 認めら れる場合

⑶　 一般へのスポーツ又は大会に対する 理解や普及を 図るため、 その普及資料等を 展示するも のと 認めら

れる場合

⑷　 実行委員会から の広報啓発活動への協力依頼に基づき 使用する場合

⑸　 その他会長がスポーツ活動及び大会開催に寄与すると 認める場合

（ 公共目的による使用の申請及び報告）

第５ 条　 標章等を 公共目的により 使用し よ う と する者は、 あら かじ め「 第75回国民体育大会冬季大会スケー

ト 競技会・アイ スホッ ケー競技会に係る標章等公共目的使用許可申請書」（ 別記第１ 号様式） を 会長に提出

し 、 その許可を 受けなければなら ない。 ただし 、 次の各号のいずれかに該当する場合は、 こ れを 省略する

こ と ができ る。

⑴　 実行委員会が使用する場合

⑵　 国、 地方公共団体、 公益財団法人青森県スポーツ協会、 青森県内各市町村体育・ スポーツ協会及び青

森県内各競技団体が使用する場合
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⑶　 大会においてイ ベント 事業を 実施する団体が使用する場合

⑷　 保育所又は学校教育法（ 昭和22年法律第26号） に掲げる学校が使用する 場合

⑸　 報道機関が報道又は広報の目的で使用する場合

⑹　 その他会長が特に認めた場合

２ 　 前項の規定により 許可を 得た者及び第１ 号から 第４ 号及び第６ 号のいずれかに該当する者が標章等を 公

共目的により 使用し たと き は、 使用期間終了後30日以内に「 第75回国民体育大会冬季大会スケート 競技会

・アイ スホッ ケー競技会に係る標章等使用報告書」（ 別記第２ 号様式） を 会長に提出し なければなら ない。

（ 公共目的による使用の許可）

第６ 条　 会長は、 前条の規定による許可申請があっ た場合は、 その内容が次の各号のいずれかに該当する場

合を 除き 、 許可するも のと する。

⑴　 スポーツ及び大会の品位を 傷つけ、 又は正し い理解の妨げになる場合

⑵　 標章等を 正し い使用方法に従っ て使用し ない場合

⑶　 自己の商標や意匠と するなど、 独占的に使用し 、 又は使用するおそれのある場合

⑷　 法令、 公序良俗に反する、 又は反するおそれのある場合

⑸　 特定の個人、 政党、 宗教団体を 支援し 、 又は公認し ているよう な誤解を 与え、 又は与えるおそれのあ

る場合

⑹　 使用目的が明ら かでない場合

⑺　 大会協賛企業の協賛権利を 侵害する おそれがある場合

⑻　 その他会長が不適当と 認めた場合

２ 　 前項の規定によ る 許可は、 許可番号を 付し た上で「 第75回国民体育大会冬季大会スケート 競技会・アイ

スホッ ケー競技会に係る標章等公共目的使用許可書」（ 別記第３ 号様式） を も っ て行う も のと する 。

（ 商業目的による使用）

第７ 条　「 氷都新時代！八戸国体」 及びスロ ーガン を 商品、 景品、 広告宣伝等に使用する 場合は、 商業目的

と 認め、 有償で使用でき るも のと する。

（ 商業目的による使用の申請及び報告）

第８ 条　 商業目的によ り 「 氷都新時代！八戸国体」 及びスロ ーガン を 使用し よ う と する 者は、 あら かじ め

「 第75回国民体育大会冬季大会スケート 競技会・アイ スホッ ケー競技会に係る 標章等商業目的使用許可申

請書」（ 別記第４ 号様式） を 会長に提出し 、 その許可を 受けなければなら ない。

２ 　 前項の規定により 許可を 受けて「 氷都新時代！八戸国体」 及びスローガン を 使用し た者は、 使用期間終

了後30日以内に「 第75回国民体育大会冬季大会スケート 競技会・アイ スホッ ケー競技会に係る 標章等使用

報告書」（ 別記第２ 号様式） を 会長に提出し なければなら ない。

（ 商業目的による使用の許可）

第9 条　 会長は、 前条の規定による許可申請があっ た場合は、 その内容が第６ 条第１ 項各号のいずれかに該

当する場合を 除き 、「 氷都新時代！八戸国体」 及びスローガンの商業目的による 使用を 許可するも のと する。

２ 　 前項の規定によ る 許可は、 許可番号を 付し た上で「 第75回国民体育大会冬季大会スケート 競技会・アイ

スホッ ケー競技会に係る標章等商業目的使用許可書」（ 別記第５ 号様式） を も っ て行う も のと する 。

３ 　 会長は、 第１ 項の規定による許可に際し 、 条件を 付するこ と ができ る。

（ 商業目的による使用に係る使用料）

第10条　「 氷都新時代！八戸国体」 及びスロ ーガン の商業目的によ る 使用の許可を 受けた者は、 別表に定め

る と こ ろ により 算定し た額を 使用料と し て実行委員会に納付し なければなら ない。 ただし 、 次の各号のい

ずれかに該当すると き は、 会長は使用料を 免除するこ と ができ る。

⑴　 第５ 条第１ 項第１ 号から 第４ 号までに規定する団体が使用する場合

⑵　 その他会長が特別な事情により 必要があると 認めた場合
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２ 　 前項の規定によ り 使用料の免除を 受けよう と する 者は、 第８ 条に規定する 許可申請の際に、「 第75回国

民体育大会冬季大会スケート 競技会・アイ スホッ ケー競技会に係る標章等使用料免除申請書」（ 別記第６ 号

様式） を 会長に提出し なければなら ない。

３ 　 第１ 項の規定に基づく 使用料は、 前条第２ 項に規定する通知の日から 起算し て、 30日以内（ 振込期限の

日が金融機関の休業日の場合はその翌日） に会長が送付する納入通知書によ り 指定期日までに振り 込むも

のと する。

４ 　 実行委員会は、 収納し た使用料を 開催準備の経費に充てるも のと する。

５ 　 納入さ れた使用料は返還し ない。

（ 使用上の遵守事項）

第11条　 標章及びスロ ーガン を 使用する 者（ 以下「 使用者」 と いう 。） は、 次の各号に掲げる事項を 遵守し

なければなら ない。

⑴　 許可さ れた用途にのみ使用し 、 許可条件に従う こ と 。

⑵　 使用権を 第三者に譲渡し 、 又は転貸し ないこ と 。

⑶　 定めら れた色、 形等を 正し く 使用し 、 規格外の展開など応用使用はし ないこ と 。

⑷　 原則と し て、 標章等を 使用する物件に許可番号を 付記するこ と 。 ただし 、 その形状等から 許可番号を

付記するこ と が困難な場合はこ の限り ではない。

⑸　 標章等を 使用する物件の完成見本を 速やかに会長に提出するこ と 。 ただし 、 完成見本の提出が困難な

も のについては、 その写真の提出を も っ て代えるこ と ができ るも のと する 。

⑹　 使用許可さ れた物件について、 商標又は意匠登録の出願を し ないこ と 。

⑺　 当該物件の使用にあたっ ては、 事故等が発生し ないよう 万全の配慮を 行う こ と 。 事故、 苦情等が発生

し た場合は、 誠意を も っ て必要な措置を 講じ た上、 直ちに会長に報告する こ と 。 なお、 当該物件を 原因

と する事故に対し ては、 実行委員会は一切の責任を 負わない。

（ 許可内容の変更）

第12条　 使用者が、 許可さ れた内容について変更し よう と する場合は、 あら かじ め「 第75回国民体育大会冬

季大会スケート 競技会・アイ スホッ ケー競技会に係る標章等使用内容変更申請書」（ 別記第７ 号様式） を 会

長に提出し 、 その許可を 受けなければなら ない。

２ 　 会長は、 使用を 許可し た内容の変更を 許可すると き は、「 第75回国民体育大会冬季大会スケート 競技会・

アイ スホッ ケー競技会に係る 標章等使用内容変更許可書」（ 別記第８ 号様式） により 、 当該使用者に通知

するも のと する。

３ 　 第１ 項の申請については、 第４ 条から 前条までの規定を 準用する。

（ 実地調査等）

第13条　 会長は、 使用者に対し 、 使用状況について実地調査を 行い、 又はその使用状況を 証する書類の提出

を 求めるこ と ができ る。

（ 違反に対する処置）

第14条　 会長は、 標章等の使用がこ の規程又は許可内容に違反し ていると 認めら れる場合は、 使用状況の変

更を 求めるほか、 当該許可を 取り 消し 、 当該許可に係る物件の回収を 命ずる こ と ができ る。

２ 　 前項の規定による許可の取り 消し は、「 第75回国民体育大会冬季大会スケート 競技会・アイ スホッ ケー競

技会に係る標章等使用許可取消書」（ 別記第9 号様式） を も っ て行う も のと する。

３ 　 第１ 項の規定により 許可を 取り 消さ れた者は、 当該許可に係る物件を 使用し てはなら ない。

４ 　 第１ 項の規定により 当該許可に係る物件の回収を 命ぜら れた者は、 速やかに当該許可に係る物件を 回収

し なければなら ない。

５ 　 会長は、 許可を 得ずに標章等を 使用し ている者又は使用し よう と し ている 者に対し て、 その標章等の使

用停止及び使用に係る物件の回収を 求める等適切な措置を 取るこ と ができ る 。
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６ 　 実行委員会は、 前各項の規定による許可の取消し 等により 使用者等に生じ た損害について、 一切の責任

を 負わないも のと する。

（ 経費等の負担）

第15条　 実行委員会は、 こ の規程による使用許可の申請に要し た費用、 実施に係る経費及び役務を 負担し な

い。

２ 　 実行委員会は、 標章等の使用に係る損失補償等の一切の責任を 負わないも のと する。

（ 補　 則）

第16条　 こ の規程に定めるも ののほか、 標章等の使用の取扱いについて必要な事項は、 会長が別に定める。

　 　 　 附　 則

　 こ の規程は、 平成31年１ 月29日から 施行する。

　 　 　 附　 則

　 こ の規程は、 令和元年７ 月５ 日から 施行する。

別表（ 第10条関係）

１ 　 販売を 目的と するも の（ 商品） 小売価格（ 消費税等賦課前） ×３ ％×製造個数

２ 　 販売以外を 目的と するも の

⑴　 景品、 有償貸出

⑵　 広告宣伝

製造価格×３ ％×製造個数

使用する媒体の広告料×３ ％

ただし 、 自社媒体での展開や自社で配布するなど、 媒体費用が

発生し ない場合は協議により 決定

３ 　 その他営利を 目的と するも の 協議により 決定
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宿　 　 泊　 　 要　 　 項

１ 　 目　 　 　 的

　 こ の要項は、 第75回国民体育大会冬季大会スケート 競技会・ アイ スホッ ケー競技会（ 以下「 大会」 と い

う 。） に参加する 選手・ 監督、 都道府県本部役員、 大会役員、 競技会役員、 競技役員、 視察員及び報道員

（ 以下「 大会参加者」 と いう 。） の宿泊業務に関し て必要な事項を 定めるも のと する。

２ 　 基 本 方 針

　 第75回国民体育大会冬季大会スケート 競技会・ アイ スホッ ケー競技会青森県実行委員会並びに第75回国

民体育大会冬季大会スケート 競技会・ アイ スホッ ケー競技会八戸市実行委員会は、 合同で第75回国民体育

大会冬季大会スケート 競技会・ アイ スホッ ケー競技会配宿セン タ ー（ 以下「 配宿セン タ ー」 と いう 。） を

設置し 、 相互に十分な連絡調整を 行い、 関係する機関及び団体の協力を 得て、 大会参加者の宿泊について

万全を 期するも のと する。

３ 　 業務の実施

　 配宿センタ ーは、 競技団体、 旅館組合等関係団体及び宿泊施設等と 連絡調整の上、 大会参加者の宿舎の

選定、 確保及び配宿等に関する業務に当たると と も に、 こ れに関する紛議が発生し た場合は、 調停及び斡

旋を 行う も のと する。

４ 　 宿舎の選定及び確保

　 宿舎の選定及び確保については、 次により 行う も のと する。

⑴　 大会参加者の宿舎は、 原則と し て会場地市町内の宿泊施設（ 旅館業法（ 昭和23年法律第138号） の許

可を 受けて営業を 行う ホテル・ 旅館及び簡易宿所を いう 。 以下同じ 。） を 利用するも のと する 。

⑵　 会場地市町内の宿泊施設で大会参加者の収容が困難な場合は、 近隣の市町村の宿泊施設を 利用するも

のと する。

⑶　 風紀、 衛生及び防災上支障があると 認めら れる宿泊施設は利用し ないも のと する。

５ 　 配　 　 　 宿

　 大会参加者の配宿に当たっ ては、 次の事項に留意するも のと する。

⑴　 選手・ 監督の宿舎は、 競技会場までの交通状況等並びに都道府県別、 競技別、 競技種目別及び男女別

等を 可能な限り 考慮し て配宿すると と も に、 原則と し て都道府県本部役員、 競技会役員及び競技役員と

は別にする。

⑵　 競技会役員及び競技役員については、 でき る限り 同一又は近隣の宿舎に配宿する。

⑶　 １ 人の宿泊に要する広さ は、 3.3㎡（ ２ 畳） 以上と する。

⑷　 指定さ れた宿舎の変更は、 原則と し て認めない。 任意に変更し たこ と によっ て生じ た全ての紛議及び

損失は、 任意に変更し た者がその責を 負う も のと する。

６ 　 宿泊料金等

　 大会参加者の宿泊料金等は、 次のと おり と する。

⑴　 宿泊及び素泊まり

ア　 宿泊と は、 入宿日の15時から 、 出発日の10時までの客室の使用を いう も のと し 、 原則と し て１ 泊

２ 食と する。

イ 　 素泊まり と は、 食事を 伴わない宿泊を いう も のと する。
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⑵　 宿 泊 料 金

　 宿泊料金は次のと おり と する。 ただし 、 大会役員等が定員未満での利用などを 希望する場合は、 こ の

料金を 超えるこ と がある。

区　 分 消費税
宿　 　 泊　 　 料　 　 金

備　 　 　 考
１ 泊２ 食 素泊まり

営業施設

税　 抜 6,000円～12,000円 4,200円～8,400円 通常のサービス・

奉仕料及び暖房料

を 含む。

税込（ ８ % ） 6,480円～12,960円 4,536円～9,072円

税込（ 10% ） 6,600円～13,200円 4,620円～9,240円

［ 注］ 「 １ 泊２ 食」 宿泊料金は500円刻み（ 税抜） と する。

　 　 　 「 素泊まり 」 料金は「 １ 泊２ 食」 料金の70％相当と する。

区　 分 消費税 夕食を 欠食し た場合 朝食を 欠食し た場合

営業施設

税　 抜 4,800円～ 9,600円 5,400円～10,800円

税込（ ８ % ） 5,184円～10,368円 5,832円～11,664円

税込（ 10% ） 5,280円～10,560円 5,940円～11,880円

⑸　 休 憩 料 金

⑶　 入　 湯　 税

　 入湯税については外税と し 、 宿泊料金と は別に支払う も のと する。

⑷　 欠 食 控 除

　 欠食控除の適用は、 夕食の場合は当日の９ 時までに、 朝食の場合は前日の18時までに宿舎に申し 出た

場合に限り 行う も のと し 、 次のと おり と する。 ただし 、 夕食の場合、 競技の進行状況により 当該時間ま

でに申し 出るこ と が困難な場合は、 宿舎と 協議し て決定する。

ア　 夕食を 欠食し た場合の宿泊料金は、「 １ 泊２ 食」 料金の80％相当と する。

イ 　 朝食を 欠食し た場合の宿泊料金は、「 １ 泊２ 食」 料金の90％相当と する。

　 入宿日の15時以前及び出発日の10時以降に客室を 使用する場合の休憩料金は、 各宿舎の規定に基づく

も のと する。

⑹　 入　 浴　 料

　 宿泊者が宿舎から の要請により 公衆浴場等を 利用し たと き の入浴料は、 当該宿舎が負担するも のと す

る。

⑺　 宿泊料金等の精算

　 宿泊料金等は、 原則と し て各都道府県体育・ スポーツ協会が、 配宿セン タ ーに対し て入宿前に事前振

込する こ と と し 、 宿泊責任者（ 宿泊申込代表者が宿泊者の中から 定めた者。 以下同じ 。） が、 各宿舎に

おいて宿泊者数の確認を 行っ た上で、 必要に応じ て大会終了後、 配宿セン タ ーから 各都道府県体育・ ス

ポーツ協会に差額を 精算するも のと する。

　 なお、 振込手数料については、 振込者が負担するも のと する。



―　 　 ―107

⑻　 宿泊取消料

ア　 大会参加の取り やめ等、 やむを 得ない理由により 宿泊を 取消し た場合の宿泊取消料は次のと おり と

する。

宿泊取消し の申出区分 宿泊取消料 備　 　 　 　 　 考

宿泊予定日の６ 日前まで 不　 要

素泊まり 又は欠食で申し 込んだ場

合は、その料金を 宿泊料金（ 税抜）

と する。

宿泊予定日の５ 日前から

宿泊予定日前日まで
宿泊料金（ 税抜） の20％

宿泊予定日当日 宿泊料金（ 税抜） の50％

旅行開始後又は無連絡 宿泊料金（ 税抜） の全額

［ 注］　 荒天等により 、 交通機関が不通と なり 宿舎への到着が困難な状況が生じ た場合は、 宿舎と 協議し

　 　 て取消料を 決定する。

イ 　 選手・ 監督が、 競技敗退後又は荒天等により 競技会期短縮の決定後において宿泊を 取消し する場合

は、 アの定めに関わら ず、 特例と し て次のと おり と する。

　 なお、 こ の特例は選手・ 監督以外には適用し ない。

宿泊取消し の申出区分 宿泊取消料 備　 　 　 　 　 考

敗退日当日又は競技会期短

縮決定日当日の宿泊の取消

し

宿泊料金（ 税抜） の50％
素泊まり 又は欠食で申し 込んだ場

合は、 その料金（ 税抜） を 宿泊料

金（ 税抜） と する。
敗退日翌日以降又は競技会

期短縮決定日翌日以降の宿

泊の取消し

不　 要

ウ　 宿泊申込み後、 変更・ 取消し の申出がないまま宿泊を し なかっ た場合の取消料は、 ア及びイ の定め

　 に関わら ず、 宿泊料金（ 税抜） の全額と する。

エ　 アから ウまでの宿泊取消料には、 消費税に相当する金額（ 当該金額に１ 円未満の端数があると き は、

その端数金額を 切り 捨てた金額） を 加算するも のと する。

オ　 宿泊取消料は、 宿泊責任者又は本人が配宿センタ ーの指定する方法により 支払う も のと する。

　 また、 宿泊責任者又は本人が宿泊取消料を 支払う こ と ができ ない場合は、 宿泊申込代表者が最終責

任を 負う も のと する。

⑼　 宿泊料金等の適用期間

　 宿泊料金等の適用期間は、 2020年１ 月25日㈯15時から 2020年２ 月３ 日㈪10時までと する。

７ 　 宿泊の申込み

⑴　 宿泊の申し 込みは、 別に定める宿泊業務実施要領（ 以下「 実施要領」 と いう 。） によ り 、 宿泊申込代

表者がイ ンタ ーネッ ト 、 Ｆ Ａ Ｘ 又は郵送で配宿センタ ーに行う も のと する 。

　 なお、 効力の発生は、 イ ンタ ーネッ ト については受信時、 Ｆ Ａ Ｘ 又は郵送については到達し た日時と

する。

　 また、 選手・ 監督、 都道府県本部役員にあっ ては、 第75回国民体育大会冬季大会スケート 競技会・ ア

イ スホッ ケー競技会実施要項（ 以下「 大会実施要項」 と いう 。） に定める 人員を 超える宿泊申込は認め

ないも のと する。
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⑵　 宿泊申込は、 実施要領の申込期限以降は受け付けず、 申込期限までに宿泊申込みがなかっ た場合は、

大会実施要項の定めにより 、 大会への参加を 認めないも のと する。

８ 　 宿泊の変更及び取り 消し

⑴　 大会参加者の宿泊決定後の宿泊取消し については、 限ら れた宿泊施設を 有効活用し 配宿を 行う こ と か

ら 、 大会への参加取消し 等の特別な事情のない限り 認めないも のと する。

　 なお、 不適切な対応が生じ た場合は、 日本スポーツ協会国民体育大会委員会において報告する。

⑵　 入宿前の変更及び取消し については、 実施要領の様式により 、 宿泊申込代表者がイ ンタ ーネッ ト 又は

Ｆ Ａ Ｘ で速やかに配宿センタ ーに行う も のと する。

　 なお、 効力の発生は、 イ ンタ ーネッ ト については受信時、 Ｆ Ａ Ｘ については到達し た日時と する。

⑶　 入宿後にあっ ては、 宿泊責任者が直接当該宿舎へ速やかに申し 出るも のと し 、 その効力の発生は、 当

該申出のあっ た日時と する。

９ 　 食　 　 　 事

⑴　 大会参加者に提供する 食事は、 衛生的で栄養バラ ン スがよ く 、 地元産食材が活用さ れ、 郷土色豊か

なも のと なるよう 配慮し た献立と し 、 関係者の協力を 得て提供するも のと する。

⑵　 昼食については、 原則と し て自由調達と する が、 斡旋を 希望する 場合は、 配宿セン タ ーが定める 弁

当申込方法により 申込むも のと する。

　 なお、 昼食（ 弁当） 料金は次のと おり と する。

区　 　 分 消費税 料　 　 金

昼食弁当

（ お茶を 含む）

税　 抜 850円以内

税込（ ８ % ） 918円以内

税込（ 10% ） 935円以内

10　 アイ スホッ ケー競技の用具保管場所

　 アイ スホッ ケー競技の用具は、 宿舎の指示に従い、 指示さ れた場所に保管するも のと する。

11　 そ　 の　 他

　 こ の要項に定めるも ののほか、 宿泊業務の実施に関し て必要な事項は、 実施要領に定めるも のと する。
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配宿業務・ 弁当業務の実績
１ 　 配 宿 業 務

【 全　 　 　 体】　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（ 単位： 人）

参　 　 加　 　 区　 　 分 1月25日㈯ 1月26日㈰ 1月27日㈪ 1月28日㈫ 1月29日㈬ 1月30日㈭ 1月31日㈮ 2月1日㈯ 2月2日㈰ 合　 計
選 手 ・ 監 督 6 7 453 1,128 1,241 1,098 996 844 122 5,895 
都 道 府 県 本 部 役 員 1 2 43 239 247 217 203 195 51 1,198 
招 待 者 0 0 2 28 12 7 4 5 1 59 
大 会 役員・ 競技 会役 員 0 0 0 7 4 4 4 1 0 20 
競 技 役 員 0 0 10 62 85 86 102 80 1 426 
視 　 察 　 員 0 0 3 35 37 39 39 31 3 187 
報 道 員 0 0 0 2 6 8 6 6 3 31 

合　 　 　 　 　 計 7 9 511 1,501 1,632 1,459 1,354 1,162 181 7,816 

【 選 手 内 訳】　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（ 単位： 人）

競　 　 　 技 種　 別 1月25日㈯ 1月26日㈰ 1月27日㈪ 1月28日㈫ 1月29日㈬ 1月30日㈭ 1月31日㈮ 2月1日㈯ 2月2日㈰ 合　 計
ス ピ ー ド 成年男子 6 6 39 87 91 93 92 88 27 529 
ス ピ ー ド 成年女子 0 0 29 61 65 66 66 64 9 360 
ス ピ ー ド 少年男子 0 1 40 67 67 66 65 62 13 381 
ス ピ ー ド 少年女子 0 0 32 69 69 68 67 65 11 381 

小計 6 7 140 284 292 293 290 279 60 1,651 
フ ィ ギ ュ ア 成年男子 0 0 0 0 22 22 22 0 0 66 
フ ィ ギ ュ ア 成年女子 0 0 0 0 8 30 30 0 0 68 
フ ィ ギ ュ ア 少年男子 0 0 11 30 52 44 25 0 0 162 
フ ィ ギ ュ ア 少年女子 0 0 12 33 33 16 3 0 0 97 

小計 0 0 23 63 115 112 80 0 0 393 
ショ ート ト ラ ッ ク 成年男子 0 0 0 0 0 23 54 55 12 144 
ショ ート ト ラ ッ ク 成年女子 0 0 0 0 0 23 42 42 9 116 
ショ ート ト ラ ッ ク 少年男子 0 0 0 0 0 15 24 24 8 71 
ショ ート ト ラ ッ ク 少年女子 0 0 0 0 0 15 23 23 8 69 

小計 0 0 0 0 0 76 143 144 37 400 
ア イ ス ホ ッ ケ ー 成年男子 0 0 148 374 407 229 128 113 0 1,399 
ア イ ス ホ ッ ケ ー 少年男子 0 0 64 166 169 134 120 102 0 755 

小計 0 0 212 540 576 363 248 215 0 2,154 
合　 　 　 　 　 計 6 7 375 887 983 844 761 638 97 4,598 

２ 　 弁当調達・ 配布業務
【 斡 旋 弁 当】　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（ 単位： 個）

配　 　 布　 　 会　 　 場 1月25日㈯ 1月26日㈰ 1月27日㈪ 1月28日㈫ 1月29日㈬ 1月30日㈭ 1月31日㈮ 2月1日㈯ 2月2日㈰ 合　 計

Y S アリ ーナ八戸
昼 ― ― 17 71 154 202 181 177 128 930 
夜 ― ― 0 1 0 0 1 1 1 4 

小計 ― ― 17 72 154 202 182 178 129 934 

テク ノ ル

アイ スパーク 八戸

昼 ― ― 0 14 33 55 42 24 27 195 
夜 ― ― 0 0 0 0 0 0 0 0 

小計 ― ― 0 14 33 55 42 24 27 195 

田名部記念

アリ ーナ

昼 ― ― 0 21 41 2 19 18 0 101 
夜 ― ― 0 0 0 0 0 0 0 0 

小計 ― ― 0 21 41 2 19 18 0 101 

三　 沢

アイ スアリ ーナ

昼 ― ― 0 0 0 0 0 72 69 141 
夜 ― ― 0 0 0 0 0 86 0 86 

小計 ― ― 0 0 0 0 0 158 69 227 

ふく ち

アイ スアリ ーナ

昼 ― ― 0 35 59 55 0 0 0 149 
夜 ― ― 0 0 0 0 0 0 0 0 

小計 ― ― 0 35 59 55 0 0 0 149 
合　 　 　 　 　 計 ― ― 17 142 287 314 243 378 225 1,606 

【 支 給 弁 当】　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（ 単位： 個）

配　 　 布　 　 会　 　 場 1月25日㈯ 1月26日㈰ 1月27日㈪ 1月28日㈫ 1月29日㈬ 1月30日㈭ 1月31日㈮ 2月1日㈯ 2月2日㈰ 合　 計

Y S アリ ーナ八戸
昼 ― ― 25 475 496 141 141 139 159 1,576 
夜 ― ― 24 24 37 37 37 37 16 212 

小計 ― ― 49 499 533 178 178 176 175 1,788 

テク ノ ル

アイ スパーク 八戸

昼 ― ― 0 45 64 64 64 61 86 384 
夜 ― ― 0 0 74 74 71 75 0 294 

小計 ― ― 0 45 138 138 135 136 86 678 

田名部記念

アリ ーナ

昼 ― ― 0 0 61 61 56 52 62 292 
夜 ― ― 0 0 60 60 55 10 0 185 

小計 ― ― 0 0 121 121 111 62 62 477 

三　 沢

アイ スアリ ーナ

昼 ― ― 30 56 128 127 146 186 118 791 
夜 ― ― 20 56 86 94 80 122 0 458 

小計 ― ― 50 112 214 221 226 308 118 1,249 

ふく ち

アイ スアリ ーナ

昼 ― ― 0 0 74 74 74 74 0 296 
夜 ― ― 0 0 68 68 0 0 0 136 

小計 ― ― 0 0 142 142 74 74 0 432 
合　 　 　 　 　 計 ― ― 99 656 1,148 800 724 756 441 4,624 
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輸 送 交 通 要 項

１ 　 目　 　 　 的

　 こ の要項は、 第75回国民体育大会冬季大会スケート 競技会・ アイ スホッ ケー競技会（ 以下「 大会」 と

いう 。） に参加する 選手・ 監督、 都道府県本部役員、 大会役員、 競技会役員、 競技役員、 視察員、 報道員

（ 以下「 大会参加者」 と いう 。） 及び一般観覧者等の輸送交通について、 輸送の万全と 交通の安全を 図り 、

大会の円滑な運営を 期するため、 必要な事項を 定めるも のと する。

２ 　 基 本 方 針
　 第75回国民体育大会冬季大会スケート 競技会・ アイ スホッ ケー競技会青森県実行委員会（ 以下「 青森県

実行委員会」 と いう 。） 並びに第75回国民体育大会冬季大会スケート 競技会・ アイ スホッ ケー競技会八戸

市実行委員会（ 以下「 八戸市実行委員会」 と いう 。） は、 大会参加者及び一般観覧者等の輸送交通につい

て、 関係機関及び団体等の協力を 得て、 安全で正確な輸送を 図るも のと する 。

３ 　 輸 送 対 策

⑴　 全 国 輸 送

　 大会参加者は、 自由集合及び自由解散と する 。 ただし 、 必要に応じ て、 関係機関等の協力等を 得て、

輸送力の確保に努める。

⑵　 会場地における輸送

ア　 大会参加者

ア　 開始式・ 表彰式

　 近距離を 除き 、 青森県実行委員会又は八戸市実行委員会がシャ ト ルバス等による計画輸送を 行う 。

イ 　 大会期間中

　 各競技会場への輸送は、 青森県実行委員会又は八戸市実行委員会が必要に応じ てシャ ト ルバス運

行等の措置を 講じ る。

ウ　 各 種 会 議

　 全国代表者会議、 全国報道員会議及び監督会議等は、 原則と し て自由集合及び自由解散と する。

イ 　 一般観覧者

　 原則と し て公共交通機関を 利用する。 ただし 、 会場周辺の公共交通機関の状況や最寄り 駅から 会場

までの距離等を 勘案し 、 必要に応じ て青森県実行委員会又は八戸市実行委員会がシャ ト ルバス運行等

の措置を 講じ る。

ウ　 そ　 の　 他

　 大会参加者及び一般観覧者が公共交通機関を 利用する場合は、 所定の料金を 支払う も のと する。

４ 　 案内所の設置

　 青森県実行委員会及び八戸市実行委員会は、 輸送交通の案内のため必要に応じ て案内所を 設置する。

５ 　 交通安全対策

⑴　 交 通 規 制

ア　 開始式・ 表彰式会場及び各競技会場に通じ る道路及び会場周辺の道路においては、 必要に応じ て交

通規制等を 行う 。

イ 　 大会関係車両についても 、 交通規制に従い、 安全運転の励行に努める 。
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⑵　 自家用車の利用

ア　 大会参加者の自家用車での来場は、 でき る限り 自粛に努めるこ と 。

イ 　 大会参加者が、 大会期間中、 やむを 得ず自家用車を 利用する場合は、 各会場周辺において通行を 規

制する場合があるため、 青森県実行委員会又は八戸市実行委員会と 連絡調整を 行う も のと する。

ウ　 輸送交通の万全を 図るため、 スタ ッ ド レ スタ イ ヤやタ イ ヤチェ ーン等を 装着又は携行し 、 路面凍結

時や積雪時のスリ ッ プ等による交通事故、 移動不能による交通渋滞を 防止するこ と 。

⑶　 駐　 車　 場

ア　 大会関係車両は、 指定さ れた駐車場を 利用するこ と 。

イ 　 各駐車場においては、 駐車収容能力に限度があるため、 係員による駐車箇所の指定及び誘導等の指

示に従う こ と 。

６ 　 そ　 の　 他

　 こ の要項に定めるも ののほか、 輸送交通の実施に関し て必要な事項は、 別に定めるも のと する。
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輸 送 交 通 の 実 績

１ 　 会場間シャ ト ルバス

（ 単位： 台）

路　 　 　 　 　 線 1月28日㈫ 1月29日㈬ 1月30日㈭ 1月31日㈮ 2月1日㈯ 2月2日㈰ 合　 計

Y S アリ ーナ八戸⇔テク ノ ル

アイ スパーク 八戸

往路 ― 10 8 6 8 6 38 

復路 ― 10 8 6 8 4 36 

小計 ― 20 16 12 16 10 74 

Y S アリ ーナ八戸⇔田名部記

念アリ ーナ

往路 ― 10 8 6 4 6 34 

復路 ― 10 8 6 4 4 32 

小計 ― 20 16 12 8 10 66 

Y S アリ ーナ八戸⇔ふく ち ア

イ スアリ ーナ

往路 ― 10 8 4 4 ― 26 

復路 ― 10 8 4 4 ― 26 

小計 ― 20 16 8 8 ― 52 

Y S アリ ーナ八戸⇔三沢アイ

スアリ ーナ

往路 13 12 15 14 15 9 78 

復路 13 12 16 16 19 12 88 

小計 26 24 31 30 34 21 166 

三沢市内循環（ 三沢駅⇔三沢

アイ スアリ ーナ）

往路 8 7 10 14 15 9 63 

復路 7 7 8 13 14 7 56 

小計 15 14 18 27 29 16 119 

アイ スホッ ケー選手輸送 

（ 宿舎⇔競技会場）

往復 11 11 12 6 8 4 52 

小計 11 11 12 6 8 4 52 

合　 　 　 　 　 計 52 109 109 95 103 61 529 

２ 　 式 典 バ ス
（ 単位： 台）

路　 　 　 　 　 線 1月28日㈫ 1月29日㈬ 1月30日㈭ 1月31日㈮ 2月1日㈯ 2月2日㈰ 合　 計

開始式シャ ト ルバス 

（ 三沢⇔ Y S アリ ーナ八戸）

往路 ― 1 ― ― ― ― 1 

復路 ― 1 ― ― ― ― 1 

小計 ― 2 ― ― ― ― 2 

表彰式シャ ト ルバス

（ Y S アリ ーナ八戸⇒八戸駅）

往路 ― ― ― ― ― 3 3 

小計 ― ― ― ― ― 3 3 

学生輸送バス

（ Y S アリ ーナ八戸⇒各高校）

往路 3 3 ― ― ― ― 6 

小計 3 3 ― ― ― ― 6 

合　 　 　 　 　 計 3 5 0 0 0 3 11 
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医 療 救 護 要 項

１ 　 目　 　 的

　 こ の要項は、 第75回国民体育大会冬季大会スケート 競技会・ アイ スホッ ケー競技会（ 以下「 大会」 と い

う 。） に参加する 選手・ 監督、 都道府県本部役員、 大会役員、 競技会役員、 競技役員、 視察員、 報道員及

び一般観覧者等における医療救護に万全を 期するため、 必要な事項を 定める も のと する。

２ 　 基 本 方 針

　 第75回国民体育大会冬季大会スケート 競技会・ アイ スホッ ケー競技会青森県実行委員会（ 以下「 青森県

実行委員会」 と いう 。） 並びに第75回国民体育大会冬季大会スケート 競技会・ アイ スホッ ケー競技会八戸

市実行委員会（ 以下「 八戸市実行委員会」 と いう 。） は、 医療機関及び関係団体等の協力を 得て、 医療救

護業務を 遂行するも のと する。

３ 　 医療救護対策

⑴　 救護本部及び救護所の設置

ア　 医療救護業務を 統括するために救護本部を 設置する。

イ 　 開始式・ 表彰式会場には、 必要に応じ て救護所を 設置する。

ウ　 各競技会場には、 大会期間中、 救護所を 設置する。

エ　 救護所は、 医師、 看護師又は保健師、 アスレ ティ ッ ク ト レ ーナー、 救護係員等により 必要に応じ た

編成を 行う 。

オ　 救護所では、 応急措置を 行う も のと し 、 状況に応じ て医療機関に移送する。

⑵　 医薬品、 救急自動車等の配備

ア　 救護所には、 応急措置の万全を 期すため、 医薬品、 医療器具、 Ａ Ｅ Ｄ （ 自動体外式除細動器）、 そ

の他必要な物品を 備える。 なお、 ド ーピング禁止物質を 含む薬を 配備し ない。

イ 　 救護所には、 別途関係機関と 協議の上、 必要に応じ て救急自動車を 配備する。

⑶　 宿舎等における医療救護

ア　 宿泊する旅館・ ホテル等で負傷や発病し 、 医療機関で受診する場合は、 宿舎に申し 出た上、 監督又

は引率責任者若し く は関係者が医療機関へ連絡するこ と 。

イ 　 練習中等で救護関係者がいない場所で負傷や発病し た場合は、 競技会場等の係員に申し 出るこ と 。

４ 　 医療費の負担

　 救護本部及び救護所の設置並びに救急自動車の配備等に要し た経費を 除き 、 医療費は全て受診者が負担

する。

５ 　 業務の分担

⑴　 医療救護業務の統括は、 青森県実行委員会が担当する。

⑵　 大会の開始式・ 表彰式会場、 競技会場及び宿舎における医療救護は、 青森県実行委員会と 八戸市実行

委員会が連携し 担当する。

６ 　 そ　 の　 他

　 こ の要項に定めるも ののほか、 医療救護の実施に関し て必要な事項は、 別に定めるも のと する。
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医 療 救 護 実 績

会場名
式典・ スピード スケート 会場 ショ ートトラック・ フィギュア会場 アイ スホッ ケー会場

合
　
　
　
計

Ｙ Ｓアリ ーナ八戸 三沢アイスアリ ーナ テクノルアイスパーク八戸 田名部記念アリーナ ふく ちアイスアリ ーナ

参加者区分

傷病名

選
手
・
監
督

役

員

そ

の

他

計

選
手
・
監
督

役

員

そ

の

他

計

選
手
・
監
督

役

員

そ

の

他

計

選
手
・
監
督

役

員

そ

の

他

計

選
手
・
監
督

役

員

そ

の

他

計

胃腸障害

男
0 0 0 0 0 0

女
0 0 0 0 0 0

感 冒

男
0 0 0 0 0 0

女
0 0 0 0 0 0

貧 血

男
0 0 0 0 0 0

女
0 0 0 0 0 0

頭 痛

男
0 0 0 0 0 0

女
1 1 0 0 0 0 1

内 科 系

そ の 他

男
( 1） ( 1） ( 1） ( 1） ( 2）

2 2 1 1 0 1 1 0 4

女
0 0 0 0 0 0

外 傷

男
6 6 0 0 0 0 6

女
3 3 0 0 0 0 3

骨折脱臼

男
( 1） ( 1） ( 2） ( 1） ( 1） ( 1） ( 1） ( 4）

1 1 0 1 1 2 1 1 1 1 5

女
0 0 0 0 0 0

筋腱断裂

男
0 0 0 0 0 0

女
0 0 0 0 0 0

打撲捻挫

男
( 1） ( 1） ( 1）

0 0 1 1 0 3 3 4

女
0 0 0 1 1 0 1

眼病耳病

男
0 0 0 0 0 0

女
0 0 0 0 0 0

外 科 系

そ の 他

男
0 0 0 0 0 0

女
0 0 0 0 0 0

合 計

男
( 1） ( 1） ( 2） ( 1） ( 3） ( 2） ( 2） ( 1） ( 1） ( 7）

8 0 1 9 1 0 0 1 2 1 0 3 2 0 0 2 4 0 0 4 19

女
3 0 1 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 5

計
( 1） ( 1） ( 2） ( 1） ( 3） ( 2） ( 2） ( 1） ( 1） ( 7）

11 0 2 13 1 0 0 1 2 1 0 3 2 0 1 3 4 0 0 4 24

（ 　 ） は、 取扱患者のう ち医療機関へ移送し たも の。



―　 　 ―115

開 催 経 過 概 要

平成2 9 年（ 2 0 1 7 年）

７ 月21日　 （ 公財） 日本体育協会国体推進部長及び国体課長代理が八戸市まちづく り 文化スポーツ観光部

を 訪問し 、 第75回国民体育大会冬季大会スケート 競技会・ アイ スホッ ケー競技会の開催を 打診。

10月19日　 （ 公財） 日本体育協会国体推進部長が三沢市と 南部町を 訪問し 、 第75回国民体育大会冬季大会

スケート 競技会・ アイ スホッ ケー競技会の開催を 打診。

10月27日　 （ 公財） 日本体育協会副会長及びスポーツ 庁競技スポーツ 課長補佐が来県し 、 青森県、（ 公

財） 青森県体育協会、 青森県教育委員会に対し 、 第75回国民体育大会冬季大会スケート 競技

会・ アイ スホッ ケー競技会の開催について、（ 公財） 日本体育協会会長及び文部科学大臣連名

の「 開催要請書」 を 手渡し 、 正式に開催を 要請。

12月27日　 （ 公財） 日本体育協会国民体育大会委員会委員長が、 八戸市長・ 三沢市長・ 南部町長に対し 、

県知事へ開催を 要請し た旨を 報告すると と も に、 大会会場地と し ての協力を 要請。

平成3 0 年（ 2 0 1 8 年）

１ 月９ 日　 青森県教育庁担当部署が、 八戸市、 三沢市、 南部町、 青森県スケート 連盟及び青森県アイ ス

ホッ ケー連盟に対し 、 第75回国民体育大会冬季大会スケート 競技会・ アイ スホッ ケー競技会の

受入れについて意見を 徴取すると と も に、 開催意向を 調査。

１ 月15日　 開催市町及び関係競技団体から 、 開催を 希望する 旨を 確認し 、 八戸市、 三沢市及び南部町に

「 開催内諾書」 の提出を 依頼。 １ 月25日までに全ての市町から 「 開催内諾書」 を 受領。

２ 月16日　 青森県、（ 公財） 青森県体育協会及び青森県教育委員会連名によ り 、 第75回国民体育大会ス

ケート 競技会・ アイ スホッ ケー競技会の「 開催内諾書」 を （ 公財） 日本体育協会会長及び文部

科学大臣に提出。

２ 月22日　 （ 公財） 日本体育協会副会長が来県し 、 青森県、（ 公財） 青森県体育協会、 青森県教育委員会

に対し 、 第75回国民体育大会冬季大会スケート 競技会・ アイ スホッ ケー競技会の開催について、

（ 公財） 日本体育協会会長及び文部科学大臣連名の「 開催決定書」 を手渡し 、 正式に開催が決定。

３ 月２ 日　 （ 公財） 日本体育協会が平成29年度第４ 回国民体育大会委員会において、 第75回国民体育大会

冬季大会スケート 競技会・ アイ スホッ ケー競技会を 青森県で開催するこ と を 報告。

４ 月１ 日　 八戸市まちづく り 文化スポーツ部に国体室を 設置。

４ 月25日　 第１ 回国体関係者会議を 開催

５ 月21日　 八戸市議会定例総務協議会において、 青森県実行委員会の設立を 報告。

５ 月29日　 第２ 回国体関係者会議を 開催。

６ 月12日　 青森県教育委員会教育長が、 第75回国民体育大会冬季大会スケート 競技会・ アイ スホッ ケー競

技会青森県実行委員会組織会設立発起人への就任を 依頼。

６ 月25日　 第３ 回国体関係者会議を 開催。

６ 月26日　 八戸市ホームページ内に国体に関するページを 開設。

７ 月２ 日　 第１ 回会場市町（ 八戸市・ 三沢市・ 南部町） 会議を 開催。

７ 月19日　 第75回国民体育大会冬季大会スケート 競技会・ アイ スホッ ケー競技会青森県実行委員会組織

会及び第１ 回総会を 開催。（ テーマを 「 氷都新時代！八戸国体」 に決定し たほか、 事業計画案、

予算案及び事務局規程を 承認）

７ 月20日　 大会スローガン、 シンボルマーク の募集を 開始。（ ～９ 月３ 日）

８ 月２ 日　 八戸市内のバス事業者へ国体への協力を 依頼。

８ 月17日　 八戸市小学校長会、 中学校長会へ国体への協力を 依頼。

８ 月23日　 第４ 回国体関係者会議を 開催。
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８ 月30日　 （ 公財） 日本スポーツ 協会平成30年度第２ 回国民体育大会委員会において、 会期及び会場、

テーマを 承認。

９ 月21日　 スロ ーガン 審査会を 開催し 、 30点の応募の中から 「 銀盤に　 き たる 新風　 いま氷都（ こ こ ）

に」 を 、 また、 シンボルマーク 審査会を 開催し 、 45点の応募の中から 採用作品候補２ 点を 選定。

９ 月27日　 青森県立名久井農業高等学校へ式典用飾花の提供を 依頼。

10月11日　 八戸ホテル協議会へ国体への協力を 依頼。

シンボルマーク シート 審査会を 開催し 、 採用作品１ 点を 選定。

10月19日　 八戸市議会定例総務協議会において 、 ス ロ ーガン 及びシン ボルマーク の青森県実行委員会

（ 案） を 報告。

11月１ 日　 大会ポスタ ーデザイ ンの募集を 開始。（ ～31年１ 月28日）

11月12日　 第２ 回会場市町（ 八戸市・ 三沢市・ 南部町） 会議を 開催。

11月21日　 宿泊・ 弁当業務委託に係る企画提案の募集を 開始。（ ～31年１ 月16日）

11月28日　 スケート 競技部・ アイ スホッ ケー競技部委属状交付式及び第１ 回会議を 開催。

12月13日　 （ 公財） 日本スポーツ協会平成30年度第３ 回国民体育大会委員会において、 スローガン、 シン

ボルマーク を 承認。

12月14日　 スポーツ庁、 独立行政法人日本スポーツ振興センタ ーと 国庫補助金、 助成金に関する打合せ。

12月18日　 八戸市旅館ホテル協同組合へ国体への協力を 依頼。

12月21日　 競技会場周辺の小学校、 中学校へ競技観戦の協力を 依頼。（ ～12月27日）

平成3 1 年（ 2 0 1 9 年）

１ 月15日　 （ 公財） 日本スポーツ協会へ国民体育大会標章使用許可権（ 非営利目的） の委任に関する申請。

１ 月22日　 宿泊・ 弁当業務委託に係る企画提案審査会を 開催し 、 契約候補者及び次点者を 決定。

１ 月28日　 第74回釧路国体を 視察。（ ～２ 月４ 日）

１ 月29日　 各種Ｓ Ｎ Ｓ を 活用し た国体情報の提供を 開始。

２ 月５ 日　 （ 公財） 日本スポーツ協会よ り 国民体育大会標章使用許可権（ 非営利目的） の委任通知を 受理。

２ 月８ 日　 ポスタ ーデザイ ン審査会を 開催し 、 39点の応募の中から 採用作品１ 点を 選定。

２ 月21日　 八戸市議会定例総務協議会において、 ポスタ ーデザイ ンの青森県実行委員会（ 案） 及び八戸市

庁別館前広告塔看板の架替えを 報告、 国体開催Ｐ Ｒ 看板を 設置。

３ 月１ 日　 （ 公財） 日本スポーツ協会平成30年度第４ 回国民体育大会委員会において、 ポスタ ー図案を承認。

４ 月10日　 第２ 回スケート 競技部会議において、 競技要項（ 案） を 了承。

４ 月11日　 第３ 回会場市町（ 八戸市・ 三沢市・ 南部町） 会議を 開催。

４ 月15日　 八戸市中学校体育連盟に国体への協力を 依頼。

八戸市体育協会に「 友情の広場」（ 交流広場） の企画運営を 依頼し 、 協議を 開始。

４ 月18日　 第２ 回アイ スホッ ケー競技部会議において、 競技要項（ 案） を 了承。

４ 月19日　 八戸、 三沢市内のバス事業者４ 社、 八戸市内高等学校保健体育協議会へ国体への協力を 依頼。

４ 月22日　 八戸市中学校長会に国体への協力を 依頼。

４ 月24日　 八戸商工会議所に国体への協力を 依頼。

令和元年（ 2 0 1 9 年）

５ 月９ 日　 式典部委属状交付式及び第１ 回会議を 開催。

５ 月10日　 青森県実行委員会平成30年度監査会を 開催。

５ 月13日　 報道機関各社へ国体への協力を 依頼。（ ～17日）

５ 月14日　 三八地区高等学校長協会へ国体への協力を 依頼。

５ 月28日　 （ 公財） 日本アンチ・ ド ーピ ング機構による各競技会場のド ーピ ング検査室の視察。

６ 月10日　 スローガン・ シンボルマーク ・ ポスタ ーデザイ ン採用者表彰式及び青森県実行委員会第２ 回総

会を 開催。（ 30年度事業報告、 決算報告のほか、 令和元年度事業計画案、 予算案を 承認、 日本

スポーツ協会と の協議事項を 報告）
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６ 月11日　 （ 公財） 日本スポーツ協会ブラ ンド 推進部と 国体企業協賛に関する協議。

６ 月13日　 （ 公財） 日本スポーツ協会令和元年度第１ 回国民体育大会委員会において、 各種要項のほか中

央役員数及び同所要経費基準を 承認。

６ 月18日　 八戸商工会議所へ国体への協賛を 依頼。

日本旅行東北八戸支店と 宿泊・ 弁当業務に係る協議を 開始。

７ 月２ 日　 （ 公財） 日本スポーツ協会と 企業協賛に関する契約を 締結。

７ 月５ 日　 （ 公財） 日本スポーツ協会よ り 、 国民体育大会標章の営利・ 非営利目的使用許可権の委任通知。

７ 月10日　 （ 公財） 日本スポーツ協会へ、 大会役員編成基準、 スケート ・ アイ スホッ ケー競技会役員編成

基準案の文書協議及び招待者の範囲案の調整を 依頼。

７ 月18日　 （ 公財） ミ ズノ スポーツ振興財団から の寄附金受領、 感謝状贈呈。

第１ 回報道員来会調査を 実施（ ～８ 月16日）。

７ 月23日　 第２ 回式典部会議を 開催。

（ 一社） 八戸市医師会へ国体への協力を 依頼。

７ 月25日　 八戸市実行委員会設立総会の開催。（ 事業計画及び予算案を 承認）

７ 月29日　 第３ 回アイ スホッ ケー競技部会議を 開催。

８ 月８ 日　 第１ 回式典部音楽係の打合せを 実施。

８ 月９ 日　 （ 株） 日本旅行東北八戸支店ほか３ 社のＪ Ｖ と 宿泊・ 弁当業務委託契約を 締結。

８ 月28日　 国体ポスタ ーの掲示開始。

８ 月29日　 （ 公財） 日本スポーツ協会令和元年度第２ 回国民体育大会委員会において、 参加章の意匠を承認。

９ 月２ 日　 報道委員会設立に係る委員の推薦を 報道各社へ依頼。

９ 月10日　 第３ 回式典部会議を 開催。

９ 月12日　 八戸市及び三戸地方保健所へ、 弁当製造業者への衛生管理指導を 依頼。

９ 月17日　 八戸市内小・ 中学校69校へ、 都道府県応援のぼり 旗の作成を 依頼。

９ 月18日　 第４ 回会場市町（ 八戸市・ 南部町） 会議を 開催。

９ 月19日　 八戸地域広域市町村圏事務組合消防本部及び三沢市消防本部へ、 宿泊施設の防災指導を 依頼。

10月３ 日　 （ 一社） 八戸市医師会、 三沢地区医師会、 南部町医療センタ ーへ、 医師、 看護師の派遣を 依頼。

10月４ 日　 （ 公財） 日本アイ スホッ ケー連盟に対し 、 競技役員の派遣を 依頼。

10月10日　 報道委員会設立総会を 開催。

10月23日　 報道員に準じ る者について申請受付を 開始。（ ～11月29日）

11月７ 日　 第１ 回式典部全体会議を 開催。

11月15日　 弁当業務説明会及びサンプル試食会を 開催。

11月18日　 宿泊業務説明会を 開催。（ ～19日）

11月20日　 三沢市実行委員会設立総会を 開催。

11月27日　 第３ 回スケート 競技部（ フ ィ ギュ ア部会） 会議を 開催。

11月28日　 招待者、 大会役員、 各競技会役員への委属状等の発送、 来会調査を 実施。（ ～12月20日）

11月29日　 第３ 回スケート 競技部（ スピ ード スケート 、 ショ ート ト ラ ッ ク 部会） 会議を 開催。

12月２ 日　 青森県薬剤師会と アンチ・ ド ーピング啓発活動に関する打合せ。

スケート 競技会競技役員へ委属状を 発送。

八戸市、 三戸郡、 上十三の各歯科医師会会長へ、 緊急時の受入れ対応等を 依頼。

12月７ 日　 青森県スポーツデンティ スト の会と 医療救護に関する打合せ。

12月11日　 第４ 回スケート 競技部（ フ ィ ギュ ア部会） 会議を 開催。

12月12日　 （ 公財） 日本スポーツ協会令和元年度第３ 回国民体育大会委員会において、 大会準備状況を報告。

12月13日　 各都道府県体育・ スポーツ協会へ、 全国代表者会議及び各競技監督会議への出席者報告を 依頼。

12月15日　 式典部音楽係第１ 回合同練習会を 開催。

12月17日　 第４ 回式典部会議を 開催。
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12月20日　 第２ 回報道委員会を 開催。

第４ 回アイ スホッ ケー競技部会議を 開催。

南部町実行委員会設立総会を 開催。

第５ 回会場市町（ 三沢市） 会議を 開催。

12月24日　 青森県スケート 連盟、 青森県アイ スホッ ケー連盟へ、 選手代表宣誓者及び旗手の推薦依頼。

アイ スホッ ケー競技に係る県外競技役員の委属状を 発送。

12月26日　 式典部会場係の打合せ。

12月27日　 競技会場における売店出展者の募集を 開始。（ ～１ 月15日）

令和２ 年（ 2 0 2 0 年）

１ 月６ 日　 八戸市定例市長記者会見において、 歓迎アト ラ ク ショ ンの概要を 報告。

１ 月７ 日　 八戸市内高等学校へ、 アイ スホッ ケー競技補助員の派遣を 依頼。

１ 月10日　 アイ スホッ ケー競技公式練習日の調整に係る来会調査を 実施。（ ～１ 月16日）

八戸市内、 三沢市内の公立医療機関及び各消防本部に対し 、 緊急時の受入れ及び搬送要請に対

する協力を 依頼。

１ 月11日　 歓迎アト ラ ク ショ ン練習会を 開催。

ショ ート ト ラ ッ ク 及びスピード スケート 競技の組合せ抽選会を 開催。

１ 月14日　 第３ 回報道委員会を 開催。

１ 月16日　 （ 公財） 日本スポーツ協会による第75回冬季大会の概要に係る記者発表。

１ 月17日　 八戸商工会議所から の寄贈品受領、 感謝状贈呈式。

医療救護業務従事者説明会の開催。（ ～22日）

１ 月21日　 八戸市議会定例総務協議会において、 第75回冬季大会の概要を 報告。

式典部第２ 回全体会議を 開催。

１ 月24日　 案内業務従事者説明会を 開催。

１ 月26日　 歓迎アト ラ ク ショ ン及び式典部音楽係合同練習会を 開催。

アイ スホッ ケー競技部県内役員全体会議を 開催。

１ 月28日　 開始式総合リ ハーサルの開催。

全国代表者会議、 全国報道員会議を 開催。

フ ィ ギュ ア競技、 アイ スホッ ケー競技監督会議を 開催。

主催者連絡会議を 開催。

１ 月29日　 歓迎アト ラ ク ショ ン及び開始式を 開催。

フ ィ ギュ ア競技（ ～２ 月１ 日）、 アイ スホッ ケー競技（ ～２ 月２ 日） 開始。

スピード スケート 競技監督会議を 開催。

１ 月30日　 スピード スケート 競技開始。 （ ～２ 月２ 日）

友情の広場開設。 （ ～２ 月１ 日）

１ 月31日　 ショ ート ト ラ ッ ク 競技監督会議を 開催。

２ 月１ 日　 ショ ート ト ラ ッ ク 競技開始。（ ～２ 日）

２ 月２ 日　 表彰式総合リ ハーサルを 開催。

表彰式を 開催。

２ 月20日　 八戸市議会定例総務協議会において、「 氷都新時代！八戸国体」 青森県選手団の成績等を 報告。

２ 月27日　 （ 公財） 日本スポーツ協会よ り 、 新型コ ロナウィ ルス感染拡大防止のため、 第４ 回国民体育大

会委員会の開催を 中止する旨の通知。

３ 月　 　 　 青森県実行委員会第３ 回総会、 八戸市実行委員会第２ 回総会、 三沢市実行委員会第２ 回総会、

南部町実行委員会第２ 回総会を 開催。

国体協力機関、 団体等へあいさ つ




